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理
由
③
　
机
を
下
げ
る
こ
と
で
、
教
室
に
広
い

空
間
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
結
果
、
走
る
子
が
増

え
、
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
（
特
に
雨
の
日
）。

導
入
の
仕
方
、
使
い
方

2　
昔
は
「
こ
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
減
る
か
ら
こ

う
し
て
い
こ
う
ね
」
と
進
め
て
き
た
。

　
今
は
も
う
少
し
柔
ら
か
く
導
入
す
る
。
ま
ず

は
、
去
年
の
給
食
の
終
わ
り
方
を
聞
く
。
ト
ラ

ブ
ル
が
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
「
も
し
、

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
、
違
う
方
法
に
し
ま
す

よ
」
と
言
っ
て
お
く
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
、
こ
の
方
法
を
提
示

し
、
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
。
子
供
た
ち

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
減
っ
た
方
が
い
い
の
で
、
反

対
す
る
子
は
ま
ず
い
な
い
。

留
意
点

3　
ク
ラ
ス
の
仲
が
良
け
れ
ば
導
入
し
な
い
。
ま

た
、「
給
食
↓
そ
う
じ
↓
昼
休
み
」
の
学
校
も

必
要
は
な
い
。

実
践
後

4　
当
番
さ
ぼ
り
、
当
番
の
子
と
ぶ
つ
か
る
、
教

室
内
で
走
る
子
な
ど
が
激
減
し
た
。

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
後
は
、
給
食
当
番
だ
け
を

移
動
さ
せ
る
。
当
番
で
な
い
子
は
、
当
番
が
出

た
後
に
移
動
さ
せ
る
。

　
掃
除
前
に
は
、
雑
巾
以
外
の
子
が
机
椅
子
を

下
げ
る
と
い
い
。
ト
ラ
ブ
ル
が
激
減
す
る
。

本
ア
イ
デ
ィ
ア
導
入
の
理
由

1「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
後
。
当
番
が
食
器
を
片

付
け
に
行
き
、
そ
れ
以
外
の
子
が
机
を
下
げ
る

の
は
、
ト
ラ
ブ
ル
増
長
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

理
由
①
　
給
食
当
番
と
当
番
で
な
い
子
が
同
時

に
動
く
こ
と
で
、
さ
ぼ
る
子
が
出
や
す
い
。

理
由
②
　
給
食
当
番
で
な
い
子
が
、
我
先
に
と

外
に
遊
び
に
行
く
の
で
、
当
番
の
子
と
ぶ
つ
か
り

や
す
い
。
ま
た
、
目
立
ち
に
く
く
な
る
の
で
、
当

番
で
な
い
子
が
机
下
げ
を
さ
ぼ
り
や
す
く
な
る
。

微差力
教師の

シ
ス
テ
ム
で
ト
ラ
ブ
ル
を
激
減
さ
せ
る

給
食
終
了
後
に
す
ぐ
机
を
下
げ
な
い
こ
と
で
、
昼
ト
ラ
ブ
ル
を
激
減
さ
せ
よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
西
南
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や

給
食
終
了
後
す
ぐ
は
、

机
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
。



2

「
早
く
で
き
た
子
か
ら
黒
板
に
書
い
て
も

ら
い
ま
す
」

　

こ
の
一
言
で
、
子
供
の
動
き
は
素
早
く
な

る
。
普
段
は
み
ん
な
の
前
で
発
表
で
き
な
い
子

で
も
、「
先
生
で
き
ま
し
た
！
」
と
言
っ
て
ノ

ー
ト
を
見
せ
に
来
る
。「
お
〜
！　

よ
く
で
き

て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
！
」
と
褒
め
て
板
書
さ

せ
る
。

驚
い
て
褒
め
る
↓
板
書
さ
せ
る

　

と
て
も
簡
単
な
指
導
技
術
で
あ
る
。
黒
板
を

子
供
に
開
放
す
る
と
、
で
き
る
子
も
で
き
な
い

子
も
授
業
の
満
足
感
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
す

る
。

１　

基
本
型
の
下
に
板
書
さ
せ
る
（
写
真
①
）

　

黒
板
の
上
半
分
に
、
教
師
が
基
本
型
を
書
き

な
が
ら
教
え
る
。
基
本
型
の
下
を
四
分
割
、
も

し
く
は
八
分
割
す
る
。
そ
こ
へ
、
子
供
が
解
い

た
類
題
の
回
答
を
書
か
せ
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
常
に
基
本
型
を
参
考
に
し
な
が
ら
類
題
や

練
習
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
子
供
が
板
書
す
る
時
に
も
基
本
型
を
見
返

す
こ
と
で
き
る
の
で
、
安
心
感
が
生
ま
れ
る
。

２　

多
様
な
考
え
方
を
板
書
さ
せ
る
（
写
真
②
）

「
考
え
方
が
一
目
で
分

か
る
図
を
も
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
」

　

多
様
な
考
え
方
を
出
し
た

い
場
面
で
、
使
え
る
指
示
で

あ
る
。
子
供
が
か
い
た
図
を

黒
板
に
も
か
か
せ
る
。
板
書

を
も
と
に
、
考
え
方
を
発
表

さ
せ
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
教
師
が
子
供
の
考
え
方

を
「
加
工
」
し
て
板
書
す
る

の
で
は
な
く
、
子
供
の

板書術・
ノート術

超凄腕

静
岡
県
公
立
小
学
校

田た
 な
か中
泰た

い
 し慈

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

初
め
て
の
先
生
で
も
で
き
る
！
　

ク
ラ
ス
全
員
が
活
躍
す
る
板
書
術
！

初
任
者
が
四
月
に
困
る
こ
と
の一つ
に
、
板
書
の
仕
方
が
あ
る
。
初
任
者
で
も
四
月
か
ら

す
ぐ
に
使
え
る
板
書
術
を
紹
介
す
る
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2024. 43

「
生
」
の
考
え
を
黒
板
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

３　

単
元
末
の
練
習
問
題
で
使
え
る
板
書
術

（
写
真
③
）

　

単
元
末
の
練
習
問

題
の
ペ
ー
ジ
に
取
り

組
む
際
に
、
三
つ
の

こ
と
を
黒
板
に
示

す
。

　

一
つ
め
は
、
進
捗

状
況
。
誰
も
が
達
成

で
き
る
と
こ
ろ
を

「
宿
題
ラ
イ
ン
」
と

す
る
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
子
供
た
ち
は

さ
ぼ
ら
な
く
な
る
。

早
く
終
わ
っ
た
ら
何

を
す
る
の
か
を
、
明

確
に
示
し
て
お
く
の

も
大
切
で
あ
る
。
二

つ
め
は
、
学
習
の
仕

方
で
三
つ
の
コ
ー
ス

に
教
室
を
分
割
し
た

図
。
三
つ
め
は
、

「
先
生
と
コ
ー
ス
」

で
学
習
す
る
子
た
ち
に
、
教
え
る
た
め
の
板
書

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
単
元
で
学
習
し

た
基
本
型
を
全
て
書
い
て
お
く
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、「
先
生
と
コ
ー
ス
」
で
な
い
子
も
、
困

っ
た
ら
チ
ラ
見
で
き
る
。

４　

全
員
の
活
躍
を
保
証
す
る
ワ
ザ
３

「
あ
〜
、
ま
た
書
け
な
か
っ
た
…
…
」
私
の
学

級
の
、
あ
る
子
の
つ
ぶ
や
き
だ
。
毎
回
、「
早

く
で
き
た
子
か
ら
板
書
」
で
は
活
躍
で
き
な
い

子
も
生
ま
れ
て
く
る
。
だ
か
ら
、
時
に
は
、
次

の
よ
う
な
変
化
球
も
必
要
に
な
る
。

ワ
ザ
１
「
ま
だ
板
書
し
て
い
な
い
子
を
指

名
す
る
」

　

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
、
で
き
て
い
る

の
に
自
信
が
な
そ
う
な
子
、
板
書
し
た
い
の
に

で
き
て
い
な
い
子
。
こ
う
し
た
子
を
教
師
が
見

付
け
て
指
名
す
る
。

ワ
ザ
２
「
板
書
し
た
子
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
よ
け
る
」（
写
真
④
）

　

類
題
で
板
書
し
た
子
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

は
、
黒
板
の
右
上
に
よ
け
る
。
練
習
問
題
は
、

ま
だ
板
書
し
て
な
い
子
に
板
書
さ
せ
る
。

ワ
ザ
３
「
全
員
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
貼

っ
て
お
く
」（
写
真
⑤
）

　

こ
れ
は
、
応
用
編
で
あ
る
。
算
数
以
外
の
教

科
で
も
使
え
る
。
写
真
は
、
社
会
の
黒
板
で
あ

る
。

⑤

④

③



大成功の
絵画工作
授業

4

積
み
木
遊
び
の

フ
ェ
イ
ス
タ
ワ
ー

多
様
な
発
想
を
生
み
出
す

創
造
の
プ
ロ
セ
ス
。

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
十
二
月
号
の
本
誌

で
は
、
教
材
「
フ
ェ
イ
ス
タ
ワ
ー
」（
積
み
木

遊
び
・
ど
こ
ま
で
高
く
積
め
る
か
な
）
の
導
入

に
つ
い
て
述
べ
た
。
今
回
は
そ
の
タ
ワ
ー
を
つ

く
る
た
め
の
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
色
画
用
紙　

◯
ダ
ン
ボ
ー
ル
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
ど
）　

◯
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
（
金
属
製
な
ど
）　

◯
は
さ
み　

◯
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り

◯
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
（
ま
た
は
両
面
テ
ー
プ
）

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

①　
高
さ
に
応
じ
た
コ
メ
ン
ト
を
印
刷
し
た
も

の
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
組
み

合
わ
せ
る

②　
顔
を
つ
く
る
（
色
画
用
紙
）

④　接着する

②　顔をつくる

③　顔以外のも
　のをつくる

① 　ブックエンド、ダ
ンボール、コメント
を印刷したものを組
み合わせる。
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つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ
と

き
に
は
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と

き
に
は
、
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く
っ
て
目

の
前
に
置
く
。
そ
の
形
を
じ
っ
と
見
て
、
次
に

必
要
な
も
の
を
考
え
る
。
必
要
な
も
の
が
思
い

浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。
目
の
形

が
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え

ず
、
目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
顔
の

土
台
の
上
に
の
せ
る
。
そ
の
状
況
を
見

て
、
次
に
必
要
な
も
の
を
考
え
る
。
こ

の
繰
り
返
し
で
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

の
形
を
明
確
に
し
て
い
く
。

③　

顔
以
外
の
も
の
を
つ

く
る

④　
接
着
す
る

　

全
体
の
配
置
を
決
め
て

か
ら
接
着
す
る
。

て
、
次
に
必
要
な
も
の
を
考
え
る
。
こ

の
繰
り
返
し
で
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

の
形
を
明
確
に
し
て
い
く
。

③　

顔
以
外
の
も
の
を
つ

　

全
体
の
配
置
を
決
め
て

か
ら
接
着
す
る
。

か
ら
接
着
す
る
。

て
、
次
に
必
要
な
も
の
を
考
え
る
。
こ

の
繰
り
返
し
で
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

の
形
を
明
確
に
し
て
い
く
。

③　

顔
以
外
の
も
の
を
つ

　

全
体
の
配
置
を
決
め
て

必
要
な
も
の
を
考
え
る
。
必
要
な
も
の
が
思
い

浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。
目
の
形

が
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え

ず
、
目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
顔
の

土
台
の
上
に
の
せ
る
。
そ
の
状
況
を
見

■多様な発想に関する事例 作品／福島学院大学学生

■多様な発想に関する事例　作品／福島学院大学学生
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78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　見澤　卓
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　藤原　司
54　大松幹生
55　塩谷直大
55　橋本　諒
56　日戸勇希

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　武井　恒

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　水田秀明
58　原田朋哉
59　水本和希
60　本吉伸行
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　田中修一
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　板倉弘幸
66　吉永順一
67　石坂　陽

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　原田朋哉

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　小林智子

社会貢献活動への 
取り組み

77　堂前直人

40 社会 6年歴史単元　基礎基本で使える 
GIGAコンテンツ � 川原雅樹

41 社会 6年　１年間のまとめで使える 
GIGAコンテンツ � 川原雅樹

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 道徳授業の「型」を作ろう！ 
� 堀田和秀

43 英語 学級開きから授業の学び方を 
獲得する方法� 本澤　航

44
オンライ

ン
朝の時間帯が激変する「欠席等 
連絡フォーム」の導入 � 許 鍾萬

45 情報活用「学びのサイクル」を学習過程の 
「型」とする � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 国語 質問する力を付ける「伝え合う言葉」 
（教育出版２年） � 伊藤圭一

47 英語 楽しくルールを教えながら 
授業できたら勝ち！� 森田健雄

中学校でのTOSS実践

４・８・１月号特別企画！ 
あの高段者の国語・算数授業

28 算数 具体物、半具体物、数をつなげるフラ
ッシュカードが必要である � 林　健広

30 国語 「いるか」（谷川俊太郎）で主体的に 
楽しく音読させよう � 千葉雄二

32 国語 「きつつきの商売」は、３つのコードを
使って物語の続きを考える� 手塚美和

34 国語 ４月、国語の授業開き 
� 福井　慎

36 国語 ４月単元　詩「ガラス窓の 
向こうで」（立原道造）� 井戸砂織

38 算数 点対称の作図  
� 本吉伸行

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「授業中ノートに絵を描いている子への指導」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

年間を見通した「黄金の三日間」
─アップデートするしくみとルール─

1　教師の微差力 　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　田中泰慈

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第56回　A　向山洋一

No.568

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈「黄金の三日間」は年間を通して機能する〉 	

14　年間を見通した黄金の三日間準備の勘所� 長谷川博之

〈生活システム【黄金の三日間とその後のアップデート】〉 	

16　当番活動：教師が全体像を描き、安定をつくり出す。
　	 その後に個別へと対応する � 塩谷直大

18　係活動：「係活動（会社活動）」で学級が楽しくなる � 許　鍾萬

20　クラスのルール：シンプルなルールでアップデートする� 松﨑　力

〈学習システム【学習システムの導入から安定まで】〉 	

22　全般編：筆箱の中身は子供の「脳内」の表れ� 小嶋悠紀

24　国語編：楽しい雰囲気で、学習システムを入れる � 林　健広

26　算数編：子供の事実と腹の底まで響く手応え。
　	 教師の仕事に魅力とやりがいを感じる！� 木村重夫

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「生成AI」の基本原理を授業しよう⑵� 谷　和樹
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス n 4 z g 9 w
（エヌ・よん・ゼット・ジー・きゅう・ダブリュ）

共通パスワード
※有効期間： 2024年3月15日～

2024年6月14日

授業中ノートに絵を描いている子への指導

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL4

学級開きの指導

すべての子供の学力を保障する

教育 4
2024

April
No.568

教育技術研究所

特集 年間を見通した
｢黄金の三日間」

令和6年3月15日発行（毎月1回15日発行）第568号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

春らんまん！
初めての学校にワクワク
春らんまん！
初めての学校にワクワク

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる手づくり教材” …… 武井恒
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学1年　算数　「具体物、半具体物、数をつなげるフラッシュカード」林健広
小学2年　国語　「『いるか』で主体的に楽しく音読させよう」千葉雄二
小学3年　国語　「3つのコードを使って物語の続きを考える」手塚美和
小学4年　国語　「4月、国語の授業開き」福井慎
小学5年　国語　「4月単元詩『ガラス窓の向うで』（立原道造）」井戸砂織
小学6年　算数　「点対称の作図」本吉伸行

中学校の授業実践
国語 「質問する力を付ける『伝え合う言葉』」
英語 「楽しくルールを教えながら授業できたら勝ち！」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

―アップデートするしくみとルール―

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!
初めての学校にワクワク初めての学校にワクワク初めての学校にワクワク初めての学校にワクワク初めての学校にワクワク

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

新年度に行うことのポイント
第56回

違
い
を
覚
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

「
当
番
」
は
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
、「
係
」
は
自
由
に
様
々
な
創
造
的
な
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
前
の
黒
板
を

消
す
の
は
「
当
番
」
で
、
後
ろ
の
黒
板
を
自
由

に
使
っ
て
創
造
的
な
活
動
を
す
る
の
が
「
黒
板

係
」
で
す
。
概
念
を
き
ち
ん
と
分
け
な
い
と
、

ク
ラ
ス
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
り
ま
す
。

　
最
初
の
席
替
え
は
、
私
は
背
の
順
で
並
べ
た

と
き
も
あ
り
ま
す
し
、
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
、
数

字
の
番
号
が
同
じ
に
な
っ
た
人
た
ち
で
班
を

作
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、「
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
方
法
で
席
替
え
を
や
っ

た
？
　
そ
の
中
で
良
か
っ
た
の
は
ど
れ
？
」
と

子
供
た
ち
に
意
見
を
聞
い
て
み
て
、
そ
の
中
か

ら
選
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
担
任

が
決
め
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
出
発
点
で
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
供
た
ち
が
「
こ
れ

で
い
い
な
」
と
思
う
形
が
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、

「
次
の
席
替
え
は
こ
れ
で
や
る
け
れ
ど
、
ま
た

一
か
月
た
っ
た
ら
別
の
方
法
で
や
る
ね
」
と

言
っ
た
方
が
子
供
た
ち
は
安
心
し
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
新
年
度
ま
で
に
全
員
の
名
前
を

覚
え
る
の
が
理
想
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
覚
え

ら
れ
な
い
と
き
は
、
席
順
を
「
一
週
間
だ
け
、

名
前
順
に
並
ん
で
も
ら
う
ね
。
一
週
間
で
覚
え

る
か
ら
ね
」
と
い
う
の
も
ア
リ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
度
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
年
度
に
は
、
席
替
え
や
係
決
め
な
ど
、
新

し
い
ク
ラ
ス
で
行
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
新
年
度
に
行
う
こ
と
で
気
を
付
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　
子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
、
子
供
た
ち
が

納
得
す
る
形
で
進
め
る
の
が
い
い
で
す
。

　
ま
ず
、
教
師
の
挨
拶
で
す
。

「
ど
ん
な
先
生
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
な
」
と

か
、「
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
い
ク
ラ
ス
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
ね
」
と
か
言
い
ま
す
。

　
係
活
動
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
係
の
中
で

今
ま
で
や
っ
て
み
た
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
」
と
か
、「
新
し
く
作
り
た
い
係
は
あ
り

ま
す
か
」
と
か
、
ラ
ン
ダ
ム
に
言
わ
せ
ま
す
。

係
は
、
最
初
は
教
師
が
み
ん
な
の
意
見
を
聞
い

て
決
め
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
教
師
は
「
係
」
と
「
当
番
」
の

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
の
基
本
原
理
を
授
業
し
よ
う
⑵

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
「
解
釈
」
し
、
そ
れ
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
力
す
る
。
つ
ま
り
、
何
か
を
調
べ
て
答
え
を

探
し
て
く
る
と
い
う
よ
り
も
、「
よ
り
も
っ
と
も
ら
し
い
」
文
章
を
紡
ぎ
出
す
の
が
得
意
な
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

ネ
ッ
ト
等
で
学
習
し
た
膨
大
な
情
報
を
背
景
に
し
て
作
文
す
る
た
め
、
非
常
に
頭
が
良
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ

の
特
性
を
こ
そ
、
授
業
し
て
お
き
た
い
の
だ
。

答
え
を
返
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
、「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
従
順
な
問

題
」
は
興
味
深
い
が
、
今
は
措お

い
て
先
へ
進

も
う
。

二　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
言
葉
の
計
算
を

作
ら
せ
る

　

私
は
、
こ
う
し
た
「
言
葉
の
計
算
」
を
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
作
ら

せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

作
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
だ
け
で
は
曖

昧
な
の
で
、
プ
ロ
ン
プ
ト
は
次
の
よ
う
に
で

き
る
だ
け
明
確
に
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
次
の
よ
う

な
言
葉
の
計
算
を
参
考
に
し
て
、
同
じ

常
、
人
間
の
意
見
を
肯
定
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

次
の
よ
う
に
返
答
し
て
き
た
。

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
そ
の
解

釈
の
も
と
で
は
、「
寿
司－

日
本
＋
ア
メ

リ
カ
」
の
計
算
か
ら
、「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」

や
「
ピ
ザ
」
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表

的
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
食
事
を
思
い
浮
か

べ
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
は
ア
メ
リ

カ
の
代
表
的
な
グ
ル
メ
と
し
て
広
く
認

識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
の
答

え
と
し
て
非
常
に
適
切
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
必
ず
反
論
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
あ
れ
ば
別
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

普
通
は
人
間
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
な

一　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
意
見
に
反
論
す

る

　

前
号
の
続
き
で
あ
る
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
私
は
反
論
し
た
。

「
寿
司
」
は
日
本
の
代
表
的
な
食
事
で
す
。

寿
司
の
単
語
の
関
係
性
は
「
日
本
」「
代

表
的
」「
グ
ル
メ
」
等
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
「
日
本
」
を
引
い
て
「
ア

メ
リ
カ
」
を
足
す
と
、「
ア
メ
リ
カ
」「
代

表
的
」「
グ
ル
メ
」
と
い
う
単
語
の
関
係

性
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
答
え

は
「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
や
「
ピ
ザ
」
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
と
き
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
通

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

〈
３
〉

①　

問
題
：「
サ
ッ
カ
ー
」－

「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
」
＋
「
ア
メ
リ
カ
」
＝

②　

関
係
性
：「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
ポ
ー

ツ
・
チ
ー
ム
」－

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

＋
「
ア
メ
リ
カ
」
＝
「
ア
メ
リ
カ
・

ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ー
ム
」

③　

答
え
：「
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
」

〈
４
〉

①　

問
題
：「
富
士
山
」－

「
日
本
」
＋

「
フ
ラ
ン
ス
」
＝

②　

関
係
性
：「
日
本
・
山
・
観
光
」－

「
日

本
」
＋
「
フ
ラ
ン
ス
」
＝
「
フ
ラ
ン
ス
・

山
・
観
光
」

③　

答
え
：「
モ
ン
ブ
ラ
ン
」（
以
下
略
）

　

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

実
に
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
「
ア
イ
デ
ア

出
し
」
は
、
少
し
応
用
す
れ
ば
教
師
の
教
材

研
究
に
も
十
分
使
え
る
。

（
続
く
）

よ
う
。

　

承
知
し
ま
し
た
。
以
下
に
一
〇
問
の

言
葉
の
計
算
問
題
と
、
そ
の
関
係
性
・

答
え
を
示
し
ま
す
。

〈
１
〉

①　

問
題
：「
ピ
カ
ソ
」－

「
ス
ペ
イ
ン
」

＋
「
ア
メ
リ
カ
」
＝

②　

関
係
性
：「
ス
ペ
イ
ン
・
芸
術
家
・

キ
ュ
ビ
ズ
ム
」－

「
ス
ペ
イ
ン
」
＋

「
ア
メ
リ
カ
」
＝
「
ア
メ
リ
カ
・
芸
術

家
・
キ
ュ
ビ
ズ
ム
」

③　

答
え
：「
ウ
ォ
ー
ホ
ル
」（
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
、
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
代

表
者
）

〈
２
〉

①　

問
題
：「
キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
」－

「
映
画
」
＋
「
音
楽
」
＝

②　

関
係
性
：「
映
画
・
俳
優
・
ア
ク
シ
ョ

ン
」－

「
映
画
」
＋
「
音
楽
」
＝
「
音

楽
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」

③　

答
え
：「
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ

ス
テ
ィ
ー
ン
」（
ア
ク
シ
ョ
ン
パ
ッ
ク

さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

よ
う
な
言
葉
の
計
算
問
題
を
、
あ
と
一

〇
問
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
「
関
係
性
」

と
「
答
え
」
も
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①　

問
題
：「
パ
リ
」－

「
フ
ラ
ン
ス
」

＋
「
日
本
」
＝

②　

関
係
性
：「
フ
ラ
ン
ス
・
大
都
市
・

首
都
」－

「
フ
ラ
ン
ス
」
＋
「
日
本
」

＝
「
日
本
・
大
都
市
・
首
都
」

③　

答
え
：「
東
京
」

①　

問
題
：「
寿
司
」－

「
日
本
」
＋
「
ア

メ
リ
カ
」
＝

②　

関
係
性
：「
日
本
・
グ
ル
メ
・
代
表
的
」

－

「
日
本
」
＋
「
ア
メ
リ
カ
」
＝
「
ア

メ
リ
カ
・
グ
ル
メ
・
代
表
的
」

③　

答
え
：「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
得
意
と
す
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
「
生
成
」

で
あ
る
。

　

こ
の
指
示
に
答
え
て
き
た
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
の
回
答
は
、
実
に
興
味
深
く
、
当
時
の
私

は
非
常
に
感
心
し
た
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
回
答
を
一
部
引
用
し
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3　学習システム【学習システムの導入から安定まで】

2　生活システム【黄金の三日間とその後のアップデート】

1　「黄金の三日間」は年間を通して機能する

アップデートするしくみとルール

年間を見通した

黄金の 2024年

4月号
特集

日間三

イラスト：渡邊瑞穂イラスト：渡邊瑞穂



　

年
間
を
見
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１　

四
月
号
は
「
黄
金
の
三
日
間
」
の
宝
庫

本
誌
で
は
毎
年
四
月
に
「
黄
金
の
三
日
間
」

を
特
集
し
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
四
月
号
を
一
覧
し
て
い
く
だ
け
で
、

新
学
期
準
備
は
ほ
ぼ
網
羅
で
き
ま
す
。

過
去
の
特
集
の
テ
ー
マ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
五
年　

三
日
間
の
学
級
づ
く
り

（
二
〇
一
六
年
は
別
テ
ー
マ
）

二
〇
一
七
年　

図
解
で
徹
底
解
剖

二
〇
一
八
年　

と
っ
て
お
き
の
進
行
台
本

二
〇
一
九
年　

い
い
ク
ラ
ス
を
創
る
秘
訣

二
〇
二
〇
年　

最
初
の
授
業
学
年
別
一
覧

二
〇
二
一
年　

コ
ロ
ナ
対
応
の
新
年
度

二
〇
二
二
年　

向
山
の
黄
金
の
三
日
間

二
〇
二
三
年　

新
年
度
の
シ
ス
テ
ム
作
り

…こ
う
し
た
特
集
を
ス
ト
ッ
ク
し
、
毎
年
参
照

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

２　

三
日
間
だ
け
じ
ゃ
な
い
「
黄
金
の
三
日
間
」

と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、

三
日
間
は
な
ん
と
か
な
る
。
で
も
、
一
学

期
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
綻
び
が
…

と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

黄
金
の
三
日
間
と
は
本
来
、

年
間
を
通
し
て
ク
ラ
ス
を
安
定
さ
せ
る

そ
の
た
め
の
方
策
で
す
。

三
日
間
の
指
導
が
、
年
間
を
通
し
て
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

つ
な
が
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
は
「
放
置
し

て
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
手
な
先
生
は
適
切
な
「
追
い
か
け
指
導
」

を
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
ク
ラ
ス
が
徐
々
に
崩
れ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
う
し
た
「
追
い

か
け
指
導
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
て
い
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
当
番
活
動
は
三
日
間
で
し
っ
か
り

と
作
り
上
げ
ま
す
。

１　

仕
事
の
内
容
を
明
確
に
す
る
。

２　

担
当
す
る
子
を
明
確
に
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
子
供
た
ち
へ
の
関
わ

り
も
ま
た
、
大
切
で
す
。

３　

教
え
て
褒
め
る
。

４　

子
供
た
ち
を
励
ま
す
。

５　

で
き
た
こ
と
を
褒
め
る
。

６�　

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
見
付
け
さ
せ

る
。

７　

ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
さ
せ
る
。

８　

時
に
は
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
黄
金
の
三
日
間
に
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
「
追
い

か
け
指
導
」
も
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す
。

効
果
的
な
「
追
い
か
け
指
導
」
は
、
係
活
動

の
指
導
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ル
の
指
導

で
も
、
学
習
シ
ス
テ
ム
の
指
導
で
も
存
在
し
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
指
導
方
法
を
、
実
力
派
の
先

生
方
に
公
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　

学
級
担
任
に
よ
る
黄
金
の
三
日
間

学
級
経
営
及
び
授
業
経
営
に
お
け
る
黄
金
の

三
日
間
の
組
立
て
に
つ
い
て
は
本
誌
二
〇
二
三

年
四
月
号
等
で
詳
述
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、
こ

こ
で
は
省
く
。
で
は
何
を
書
く
か
。

年
度
初
め
、
校
長
の
指
示
に
よ
り
学
級
開
き

に
つ
い
て
全
職
員
を
相
手
に
五
〇
分
間
の
講
座

を
も
っ
た
。
そ
の
資
料
を
基
に
ポ
イ
ン
ト
を
補

足
的
に
語
る
こ
と
に
す
る
。

左
ペ
ー
ジ
に
当
日
配
付
し
た
資
料
を
掲
載
す

る
。
出
勤
直
後
の
二
〇
分
ほ
ど
で
一
気
に
書
き

上
げ
た
。
あ
え
て
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
デ
ー

タ
等
を
使
用
せ
ず
手
書
き
に
し
た
の
に
は
訳
が

あ
る
。
準
備
も
な
く
さ
っ
と
書
き
上
げ
た
内
容

は
、
私
の
頭
に
常
々
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

重
要
度
を
疑
う
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
借

り
物
で
は
伝
わ
ら
な
い
。

「
年
間
を
見
通
し
た
『
黄
金
の
三
日
間
』」
と

い
う
点
に
お
い
て
は
四
角
の
一
、
二
番
が
該
当

す
る
。
十
分
な
準
備
を
し
て
三
日
間
を
過
ご
し

て
も
、
指
導
し
た
内
容
を
教
師
自
身
が
忘
れ
、

そ
の
後
評
価
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
往
々

に
し
て
あ
る
。
本
当
に
大
事
な
の
は
「
四
日
目

以
降
」
な
の
で
あ
る
。
三
日
間
で
教
え
た
こ
と

を
「
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
」、
そ
の
営
み

に
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
む
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
個
々
人
及
び
集
団
の
状
況
に
応
じ

て
微
修
正
し
て
い
く
技
術
も
重
要
で
あ
る
。

２　

教
務
主
任
に
よ
る
「
職
員
室
の
黄
金
の
三
日
間
」

三
〇
代
後
半
、
五
年
間
に
わ
た
り
教
務
主
任

兼
研
究
主
任
を
務
め
た
。
毎
年
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
構
築
し
た
「
職
員
室
の
黄
金
の
三

日
間
」
の
組
立
て
を
示
す
（
二
〇
一
五
年
度
の

年間を見通した黄金の三日間準備の勘所
３日目以降の「評価」を大切にしよう。言って終わりでは駄目だ。方針や方策が現実と合
わなくなったとき、微修正をかけていく柔軟性が要る。

「黄金の三日間」は年間を通して機能する

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき
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も
の
）。

⑴
　
黄
金
の
一
日
目

四
月
一
日
㈬
八
：
一
五
転
入
職
員
書
類
作
成

九
：
〇
〇
市
着
任
式　

学
校
に
残
る
職
員
は
各

自
教
材
選
択
や
分
掌
事
務
等
を
進
め
る
。
一

一
：
二
〇
着
任
式
か
ら
戻
っ
た
校
長
が
転
入
職

員
を
引
率
し
、
職
員
・
生
徒
（
部
活
動
で
登
校

し
て
い
る
生
徒
）
で
作
る
花
道
を
通
る
。
一

一
：
三
〇
歓
迎
会
＆
昼
食
会　

一
三
：
〇
〇

諸
事
務　

一
三
：
三
〇
第
一
回
職
員
会
議
（
校

長
・
教
頭
・
教
務
主
任
の
み
提
案
。
お
よ
そ
一

六
項
目
）　

一
五
：
〇
〇
学
年
会

⑵
　
黄
金
の
二
日
目

四
月
二
日
㈭
八
：
三
〇
第
二
回
職
員
会
議

（
教
務
主
任
・
各
分
掌
か
ら
提
案
。
お
よ
そ
二

四
項
目
）　

一
〇
：
三
〇
職
員
室
大
掃
除
＆

机
・
椅
子
・
ロ
ッ
カ
ー
移
動　

一
三
：
〇
〇  

第
一
回
職
員
研
修
①
健
康
上
配
慮
を
要
す
る
生

徒
の
情
報
共
有
（
養
護
教
諭
）
②
生
徒
指
導
上

課
題
の
あ
る
生
徒
の
情
報
共
有
（
生
徒
指
導
主

事
）
③
学
習
面
・
行
動
面
・
心
理
面
で
特
別
な

支
援
を
要
す
る
生
徒
の
情
報
共
有
（
教
育
相
談

主
任
・
特
支
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
一
五
：
〇

〇
児
童
養
護
施
設
職
員
と
の
合
同
研
修　

一

六
：
〇
〇
学
年
会

⑶
　
黄
金
の
三
日
目

四
月
三
日
㈮
八
：
三
〇
部
活

顧
問
顔
合
わ
せ

一
〇
：
〇
〇
第
一
回
教
科
・
領

域
部
会　

一
三
：
〇
〇
学
年
会

こ
こ
ま
で
で
運
営
上
の
重
要
事

項
の
ほ
と
ん
ど
を
決
め
る
。
だ
か

ら
各
学
年
、
各
担
任
が
動
き
出
せ

る
。四

日
目
は
、
会
議
等
を
一
切
入

れ
な
い
。「
み
ん
な
で
年
休
日
」

と
名
付
け
た
が
、
年
計
作
り
や
授

業
準
備
等
を
進
め
る
た
め
の
一
日

で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
五
月
ま

で
職
員
会
議
は
な
い
。
必
要
が
生

じ
れ
ば
行
え
る
よ
う
、
日
程
の
み

確
保
し
て
お
く
が
、
必
要
に
な
っ

た
例
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
記
録
を
叩
き
台
と

す
る
こ
と
で
、
読
者
の
学
校
運
営
参
画
が
進
む
。

務
め
と
し
て
提
起
し
て
お
く
。
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１　

黄
金
の
三
日
間
で
当
番
を
安
定
さ
せ
る

安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
担
任
が
仕
事
の
全

体
像
を
描
い
て
お
く
こ
と
」
だ
。

こ
れ
は
「
ア
プ
リ
開
発
」
と
同
じ
だ
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
た
ち
は
、
新
し
い
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
際
、

「
シ
ス
テ
ム
構
成
図
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
全
体
の

設
計
図
を
作
成
す
る
。
シ
ス
テ
ム
構
成
図
が
あ
る

と
、
ア
プ
リ
を
安
定
し
て
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
は
じ
め
か
ら
完
璧
な
ア
プ
リ
は
な

い
。
い
つ
か
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
更
新
）
し
、
不
具

合
や
問
題
を
解
決
す
る
時
が
来
る
こ
と
を
見
越
し

て
い
る
の
だ
。
そ
の
時
、
全
体
像
が
あ
る
こ
と
で
、

シ
ス
テ
ム
の
ど
こ
に
「
問
題
」
が
あ
る
の
か
、
特

定
し
や
す
く
な
る
。

「
学
級
の
中
の
仕
事
」
も
同
様
だ
。
担
任
が
全
体

像
を
描
い
て
い
る
か
ら
、
安
定
し
た
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
る
。
ま
た
、
う
ま
く
い
か
な
い
事
態
が
発
生

し
て
も
、
全
体
像
の
中
の
ど
の
分
野
で
の
事
な
の

か
把
握
し
や
す
い
。
春
休
み
中
、
下
の
よ
う
な

シ
ー
ト
に
、
構
想
メ
モ
を
書
き
込
み
、
全
体
像
を

描
い
て
お
く
と
良
い
。

２　

学
級
を
維
持
す
る
当
番

　

向
山
氏
は
学
級
の
中
の
仕
事
を
「
３
つ
の
分

野
」
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
重
要

な
の
が
「
１
．
学
級
を
維
持
す
る
た
め
の
毎
日
定

期
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
仕
事
で
、
一
定
の
人
数
が

教師が全体像を描き、安定をつくり出す。
その後に個別へと対応する
全体像に裏打ちされた明確なシステムを提示する。「教えて褒める」ことで、システムをアッ
プデートしていく。

生活システム【黄金の三日間とその後のアップデート】─当番活動

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ
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必
要
な
も
の
」
で
あ
る
。
例
え
ば
掃
除
当
番
や
給

食
当
番
だ
。
こ
れ
ら
は
「
学
級
を
維
持
」
す
る
仕

事
だ
。
こ
こ
が
破
綻
す
れ
ば
、「
維
持
」
で
き
な

く
な
る
。

　

特
に
掃
除
当
番
は
、
複
数
の
掃
除
場
所
が
あ
る

の
で
、
教
師
の
目
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
か
ら
学
級
の
綻
び
が
生
じ
や
す
い
。

３　

掃
除
当
番
の
決
め
方

私
は
谷
和
樹
氏
が
実
践
さ
れ
て
い
た
上
の
よ
う

な
円
グ
ラ
フ
型
の
表
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
子

供
の
名
前
が
一
人
ず
つ
書
か
れ
て
い
て
、
誰
が
ど

の
仕
事
な
の
か
明
確
に
な
る
。
掃
除
当
番
の
表
は

「
一
週
間
で
一
つ
」
動
か
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

常
に
そ
の
掃
除
場
所
を
担
当
し
た
子
が
残
る
。
仕

事
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
子
が
、
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
数
週
間
後
も
安
定
す
る
工
夫
だ
。

４　

や
ら
な
い
子
に
は
教
え
て
褒
め
る

　

掃
除
の
時
間
は
教
師
が
一
生
懸
命
に
働
く
。
そ

う
す
る
と
頑
張
っ
て
い
る
子
を
見
付
け
る
こ
と
が

で
き
、
褒
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
師
が
一
緒
に

掃
除
を
す
る
か
ら
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
べ
き
点
を

見
付
け
ら
れ
る
の
だ
。
や
ら
な
い
子
は
、
掃
除
の

仕
方
（
ス
キ
ル
）
が
身
に
付
い
て
い
な
い
場
合
が

多
い
。
ほ
う
き
の
使
い
方
、
は
き
方
、
雑
巾
の
絞

り
方
な
ど
「
掃
除
の
仕
方
」
を
教
師
が
一
緒
に
働

き
な
が
ら
、
教
え
て
あ
げ
る
。「
こ
う
す
る
と
上

手
に
な
る
よ
」
と
励
ま
し
、
少
し
で
も
で
き
た
ら

大
い
に
褒
め
る
。

５　

そ
れ
で
も
動
か
な
い
子
へ
の
指
導

小
嶋
悠
紀
氏
は
、
学
校
生
活
の
最
も
基
本
的
な

原
理
は
「
教
師
か
ら
発
せ
ら
れ
た
情
報
を
、
子
供

が
理
解
し
行
動
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
書
い
て
い

る
（『
小
嶋
悠
紀
の
特
別
支
援
教
育
究
極
の
指
導

シ
ス
テ
ム
①
』
教
育
技
術
研
究
所
）。「
教
師
か
ら

発
せ
ら
れ
た
情
報
」
と
い
う
部
分
が
重
要
だ
。
掃

除
当
番
は
、
教
師
か
ら
発
せ
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。

無
論
、
場
合
に
も
よ
る
が
、「
や
る
か
、
や
ら
な

い
か
」
の
決
定
権
は
、
子
供
に
委
ね
る
こ
と
は
し

な
い
。
動
か
な
い
子
に
は
、
穏
や
か
に
毅
然
と
尋

ね
る
。

「
自
分
で
掃
除
し
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
、
先
生
と

一
緒
に
や
り
ま
す
か
」

「
や
る
」
を
前
提
と
し
た
選
択
肢
を
与
え
、
掃
除

の
世
界
に
引
っ
張
り
込
む
。
そ
し
て
、
教
師
が
主

導
権
を
握
っ
た
状
態
で
、
良
い
行
動
を
褒
め
る
の

だ
。
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、
か
す
か
な

変
化
を
見
逃
さ
ず
に
、
絶
対
に
褒
め
る
と
い
う
教

師
の
気
概
が
必
要
だ
。
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１　

係
活
動
や
会
社
活
動
の
導
入
の
仕
方

係
活
動
や
会
社
活
動
の
導
入
は
、「
四
月
の
早

い
段
階
」
か
ら
左
記
の
ス
テ
ッ
プ
１
・
２
の
手
順

で
開
始
す
る
の
が
い
い
。

　

ス
テ
ッ
プ
１
は
「
当
番
」
と
「
係
活
動
」
を
明

確
に
分
け
る
こ
と
で
あ
る
。

当
番
活
動
と
は
「
ク
ラ
ス
の
中
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
仕
事
」
の
こ
と
だ
。

単
純
だ
が
必
要
な
仕
事
で
、
創
意
工
夫
を
加
え

る
余
地
が
あ
ま
り
な
い
。
原
則
と
し
て
「
一
人
一

役
」
が
い
い
。
一
学
期
の
当
番
活
動
の
内
容
は
、

教
師
が
決
め
る
と
ス
ム
ー
ズ
だ
。
具
体
的
な
決
め

方
な
ど
は
割
愛
す
る
。

　

係
活
動
は
「
ク
ラ
ス
の
文
化
を
創
る
活
動
」

の
こ
と
で
あ
る
。

２　

目
標
の
描
か
せ
方

係
活
動
は
希
望
者
制
と
す
る
。

「係活動（会社活動）」で学級が
楽しくなる
係活動の活性化のポイントは「子供を動かす法則」にある。原理原則を知り、使いこなす
技能が必要だ。

生活システム【黄金の三日間とその後のアップデート】─係活動

兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん



　

年
間
を
見
通
し
た
黄
金
の
三
日
間

黄
金
の
三
日
間

 

─ 

アッ
プ
デ
ー
ト 

す
る
し
く
み
と
ル
ー
ル
─

特集

19   2024. 4

し
た
が
っ
て
、
子
供
た
ち
の
や
る
気
を
い
か
に

引
き
出
す
か
が
係
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

私
の
学
級
で
は
谷
和
樹
氏
の
実
践
か
ら
学
び
、

「
会
社
活
動
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
興
味
を
も

た
せ
て
い
る
。

例
え
ば
、
始
め
る
時
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

①　

会
社
は
み
ん
な
が
楽
し
め
る
も
の
と
す
る
。

②　

会
社
は
や
り
た
い
人
だ
け
が
す
る
。

③　

一
人
で
い
く
つ
の
会
社
に
入
っ
て
も
よ
い
。

④　

社
員
は
何
人
で
も
か
ま
わ
な
い
。

⑤　

同
じ
仕
事
の
会
社
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

⑥　

会
社
は
い
つ
倒
産
し
て
も
よ
い
。

⑦�　

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
全
員
の
前
で

宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
、
た
だ
読
み
上
げ
る
だ
け
で
は
い
け
な

い
。
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
に
上
手
に
言
え
る
か
ど

う
か
が
教
師
の
腕
な
の
だ
。

目
標
場
面
を
明
確
に
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
言

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

進
行
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方

係
活
動
が
活
性
化
す
る
か
ど
う
か
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
向
山
洋
一
氏
の
『
新
版 

子
供
を
動
か
す
法

則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
に
あ
る
。
本
書
に
書
か

れ
て
い
る
原
則
を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
則
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
三
つ

の
技
能
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
原
則
の
三
つ
の
技
能
の
そ
の
⑴
は

「
時
々
進
行
状
態
を
確
か
め
る
」

で
あ
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
に
行
う
。

教
師
「
各
会
社
の
代
表
者
、
起
立
」

教
師
「
◯
◯
新
聞
は
何
号
発
行
し
ま
し
た
か
」

子
供
「
え
っ
と
、
今
み
ん
な
で
…
」

教�

師
「
そ
う
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
何

号
で
す
か
」

子
供
「
０
号
で
す
…
」

教
師
「
０
号
。
は
い
、
次
」

教�

師
「
◯
◯
発
表
会
、
お
客
さ
ん
は
、
何
人
集
ま

り
ま
し
た
か
」

子
供
「
い
ろ
ん
な
人
に
声
か
け
し
て
…
」

教
師
「
何
人
で
す
か
」

子
供
「
八
人
で
す
」

教
師
「
八
人
。
は
い
、
次
」（
以
下
、
つ
づ
く
）

　

次
々
と
進
行
状
況
「
だ
け
」
を
確
か
め
る
。

　

こ
れ
を
テ
ン
ポ
よ
く
次
々
と
や
っ
て
い
く
。

　

お
分
か
り
だ
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
確
認
を

決
し
て
「
毎
日
」
し
て
は
な
ら
な
い
。「
時
々
」

だ
か
ら
効
果
的
な
の
だ
。

　

確
認
を
終
え
た
ら
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
残
り
八
分
間
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
打
合
せ
と
か

作
業
の
続
き
を
し
た
け
れ
ば
ど
う
ぞ
」

　

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
動
き
出
す
。

係
活
動
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

４　

偶
発
の
問
題
の
処
理
の
仕
方

偶
発
し
た
問
題
は
「
即
座
」
に
処
理
す
る

　

子
供
同
士
の
活
動
な
の
で
、
大
小
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
は
起
こ
る
。

そ
ん
な
時
は
「
即
座
」
に
対
応
し
、
う
ま
く
乗

り
越
え
さ
せ
る
。
決
し
て
後
回
し
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
後
回
し
に
し
て
長
引
か
せ
る
と
大
き
な
問

題
へ
と
発
展
し
て
し
ま
う
。「
即
座
」
に
処
理
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
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１　

シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
の
作
り
方

　

社
会
に
ル
ー
ル
が
あ
る
よ
う
に
、
学
級
に
も

ル
ー
ル
が
あ
る
。「
学
級
の
中
で
や
っ
て
良
い
こ

と
悪
い
こ
と
」
で
あ
り
、
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、
無
法
地
帯

化
す
る
。

そ
の
ル
ー
ル
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
そ
し
て

全
員
が
そ
れ
を
遵
守
し
よ
う
と
思
う
時
期
、
つ
ま

り
は
新
し
い
年
度
を
迎
え
て
意
欲
に
満
ち
て
い
る

で
あ
ろ
う
「
黄
金
の
三
日
間
内
」
に
確
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

子
供
の
ク
ラ
ス
替
え
が
な
く
、
担
任
の
み
替

わ
っ
た
場
合
は
、
ク
ラ
ス
に
は
前
年
度
の
ル
ー
ル

が
存
在
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
替
え
を
し
た
場
合
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
の
ク
ラ
ス
に
様
々
な
ル
ー
ル
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
子
供
か

ら
発
言
さ
せ
る
こ
と
で
、
ル
ー
ル
作
り
の
一
員
と

い
う
意
識
を
も
た
せ
る
。

ま
ず
は
ル
ー
ル
の
必
要
性
を
趣
意
説
明
す
る
。

例
え
ば
、「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
仲
良
く
過
ご
す

た
め
」
と
か
、「
学
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
安

心
で
き
る
学
級
を
作
る
た
め
」
な
ど
、
実
態
に
合

わ
せ
て
説
明
す
る
。

次
に
、
前
年
度
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
い
く
。

す
べ
て
を
採
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
供
た
ち

は
、
前
の
学
級
に
愛
着
が
あ
る
。
新
し
い
学
級
に

な
っ
た
と
は
い
え
、「
前
の
学
級
の
ル
ー
ル
も
尊

重
し
て
い
る
」
と
い
う
新
担
任
の
意
思
を
表
す
の

で
あ
る
。

前
年
度
ま
で
の
ル
ー
ル
に
は
、
子
供
た
ち
に
こ

う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
内
容
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ク
ラ
ス
の
仲

間
と
仲
良
く
し
よ
う
」
的
な
内
容
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
も
の
が
子
供
た
ち
か
ら
出
た
ら
、
子
供
が

目
指
す
具
体
的
な
目
標
な
の
で
、「
良
い
ル
ー
ル

だ
ね
」
と
認
め
て
い
く
。

ま
た
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
ル
ー
ル
も
あ
っ
た

は
ず
で
、
ク
ラ
ス
を
乱
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
は

こ
ち
ら
の
方
を
流
用
し
た
い
。

そ
こ
で
、「
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
し
て
、

ど
ん
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
か
」
と
、
聞
く
。

子
供
た
ち
は
、「
廊
下
を
走
っ
て
は
い
け
な
い
」

「
宿
題
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
等
細
か
い
内
容

を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
の
担
任
教
師
が
常
に

口
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て

シンプルなルールでアップデートする
クラスのルールは、シンプルで汎用性の高い３つの内容にした。黄金の三日間後の生
活で生じる様々なトラブルについて３つのどれに当てはまるかを考えさせることで、「人
に迷惑を掛けない」という意識へアップデートさせる。

生活システム【黄金の三日間とその後のアップデート】─クラスのルール

関西外国語大学　松
まつ

﨑
ざき

 力
つとむ
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「
な
る
ほ
ど
」
と
認
め
る
態
度
で
聞
い
て
い
く
。

具
体
的
な
内
容
を
子
供
の
口
か
ら
言
わ
せ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
内
容
は
子
供
た
ち
が
作
っ
た
も
の
で
あ

る
と
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
全
て
を
ル
ー
ル
に
す
る
と
、

細
か
く
な
り
す
ぎ
て
窮
屈
に
な
る
。
ル
ー
ル
は
、

で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
で
、
汎
用
性
の
高
い
も
の

に
す
る
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
私
は
次
の
三
つ
の
ル
ー
ル
を
子

供
た
ち
に
提
示
し
た
。

１　

人
を
大
切
に
す
る
。

２　

物
を
大
切
に
す
る
。

３　

自
分
を
大
切
に
す
る
。

「
人
を
大
切
に
す
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

子
供
に
問
え
ば
、「
い
じ
め
を
し
な
い
」「
悪
口
を

言
わ
な
い
」「
喧
嘩
を
し
な
い
」
等
、
よ
り
具
体

的
な
事
例
を
挙
げ
る
。
同
様
に
、「
物
を
大
切
に

す
る
」
な
ら
ば
「
学
校
の
物
を
乱
暴
に
扱
わ
な

い
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
丁
寧
に
使
う
」
な
ど
が
出

る
。「
自
分
を
大
切
に
す
る
」
は
難
し
い
が
、「
噓

を
つ
い
た
り
、
万
引
き
を
し
た
り
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
が
当
て
は
ま
る
と
説
明
し
て
も
よ
い
。

２　

ル
ー
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
法

　

ル
ー
ル
を
決
め
て
も
、
学
級
で
の
生
活
が
始
ま

る
と
、
子
供
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
う
。

困
っ
た
こ
と
を
す
る
子
も
多
い
。
忘
れ
物
を
頻
繁

に
す
る
子
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
た
だ
、
忘
れ
物

に
関
し
て
は
、
家
庭
の
事
情
な
ど
が
あ
り
、
一
概

に
厳
し
く
指
導
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で

も
、
改
善
の
意
欲
は
も
た
せ
た
い
。
先
の
三
つ
に

の
っ
と
っ
て
「
忘
れ
物
は
、
何
を
大
切
に
し
て
い

な
い
？
」
と
子
供
に
問
う
。「
借
り
る
と
、
貸
し

て
く
れ
た
人
に
迷
惑
が
掛
か
る
」
と
な
れ
ば
、

「
人
を
大
切
に
す
る
」
に
反
し
て
い
る
。「
買
っ
て

く
れ
た
も
の
を
家
に
忘
れ
て
き
た
の
で
は
、
物
も

大
切
に
し
て
い
な
い
」
と
な
る
。
ま
た
、「
忘
れ

る
と
、
自
分
も
損
を
す
る
」
と
な
れ
ば
、
自
分
も

大
切
に
し
て
い
な
い
。

三
つ
の
ル
ー
ル
は
、
シ
ン
プ
ル
が
ゆ
え
に
幅
広

い
内
容
な
の
で
、
子
供
た
ち
の
全
て
の
行
動
に
当

て
は
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

三
つ
の
ル
ー
ル
の
根
底
に
存
在
す
る
の
は
、

「
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
自
分

た
ち
の
行
動
指
針
と
し
て
、「
人
に
迷
惑
で
あ
る

か
ど
う
か
」
を
考
え
る
よ
う
に
促
す
こ
と
で
、

ル
ー
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
可
能
に
な
る
。

３　

ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
子
へ
の
対
応

　

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
子

も
い
る
。
発
達
の
特
性
な
ど
が
背
景
に
関
わ
っ
て

い
る
場
合
だ
。
こ
の
よ
う
な
子
に
対
し
て
、
教
師

は
「
ま
た
お
前
か
」
と
、
悪
い
面
ば
か
り
が
目
に

付
い
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
関
係
性
の
中
で
は
、

子
供
は
絶
対
に
改
善
し
な
い
。

子
供
は
い
つ
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
を
す
る
も
の

で
は
な
い
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
良
い
行
動
も

す
る
。
そ
の
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
積
極
的
に

褒
め
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
良
い
行

動
を
す
る
こ
と
が
「
強
化
」
さ
れ
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
は
、
観
察
す
る
目
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
他
の
子
と
の
会
話
の
中
に
、

さ
り
げ
な
く
守
れ
な
い
子
の
話
題
を
出
し
た
り
し

て
、
良
い
面
を
見
付
け
て
い
く
。
そ
の
努
力
も
せ

ず
に
、
他
の
子
か
ら
の
情
報
の
み
で
叱
責
し
て
も
、

改
善
は
し
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。
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筆
箱
の
中
身
は
そ
の
子
の

「
脳
の
中
を
表
し
て
い
る
」

　
筆
箱
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
と
、
そ
の
子
は
脳
内

が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
ご
っ
た
返
し
に
な
っ
て
い

る
子
は
、
脳
内
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
集
中
し
て

い
る
状
態
に
な
り
※
、
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
。

整
理
整
頓
さ
れ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
れ
ば
、
集
中
力

が
増
し
、
脳
内
も
シ
ン
プ
ル
に
整
理
さ
れ
た
も
の

に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
私
が
四
月
に
子
供
た
ち
に
語
っ
て
い

た
内
容
で
あ
る
。

　

筆
箱
の
中
身
を
示
し
た
後
に
語
る
。

　

二
日
後
く
ら
い
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

　

話
を
聞
い
て
整
理
し
た
ば
か
り
な
の
で
「
君
の

脳
の
中
を
見
て
い
る
よ
う
だ
ね
」
と
褒
め
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
一
年
間
安
定
的
に
シ
ン
プ
ル
な
筆

箱
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

四
月
は
様
々
な
学
習
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
。

　

大
切
な
大
切
な
一
年
間
の
シ
ス
テ
ム
化
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
必
ず
成
功
さ
せ
た
い
。

　

赤
鉛
筆
の
指
導
に
し
て
も
そ
う
だ
。

　

で
き
な
い
子
の
た
め
の
赤
鉛
筆
の
語
り
は
有
名

で
あ
る
。
そ
の
語
り
に
次
の
こ
と
を
付
随
す
る
。

「
先
生
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
を
教
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
勉
強
が
苦
手
で
苦

手
で
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
子
も
多
か
っ
た
の

で
す
。
そ
の
子
た
ち
は
、
み
ん
な
素
直
に
四
月
か

ら
赤
鉛
筆
を
使
っ
て
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　

五
、
六
月
と
そ
ん
な
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
赤
鉛
筆
を
素
直
に
使

い
続
け
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
夏
あ
た
り
か
ら
一
〇
〇
点
を
連
発
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
勉
強
の
苦
手
さ
が
な
く
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、『
そ
れ
が
い
い
よ
』
と
他
の

人
が
言
っ
た
こ
と
を
い
か
に
『
素
直
に
や
っ
た
の

か
』
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
素

直
さ
が
、
そ
の
人
た
ち
を
成
長
さ
せ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
は
ど
う
し
ま
す
か
」

　

全
員
が
赤
鉛
筆
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
だ
。

こ
こ
で
も
し
っ
か
り
と
褒
め
る
。

「
み
ん
な
も
素
直
な
子
供
た
ち
だ
っ
た
ん
だ
ね
。

先
生
は
一
年
間
安
心
し
て
楽
し
く
授
業
が
で
き
そ

筆箱の中身は子供の「脳内」の表れ
導入後の指導や語りがシステムを安定させていく。

学習システム【学習システムの導入から安定まで】─全般編
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う
で
す
」

　

ち
な
み
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、

最
初
が
重
要
で
あ
る
。

　

私
は
、
情
報
主
任
だ
っ
た
時
に
、
前
年
度
、
落

ち
て
し
ま
っ
て
画
面
が
バ
リ
バ
リ
に
割
れ
た
端
末

を
、
何
台
か
あ
え
て
保
管
し
て
お
い
た
。

　

新
年
度
、
そ
れ
を
持
っ
て
全
校
の
ク
ラ
ス
に
端

末
導
入
の
授
業
を
し
て
回
っ
た
。

　

こ
の
授
業
が
強
烈
だ
っ
た
の
で
、
下
記
に
再
現

を
し
て
お
く
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
低
学
年
向
き

の
授
業
で
は
あ
る
が
、
少
し
変
え
る
と
高
学
年
に

も
応
用
が
で
き
る
の
で
追
試
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆　

◆　

◆

　

画
面
が
割
れ
た
端
末
を
、
画
面
を
見
せ
な
い
よ

う
に
し
て
教
室
に
持
ち
込
ん
で
授
業
を
始
め
る
。

「
今
日
か
ら
み
ん
な
はiPad

を
使
っ
て
お
勉
強
を

し
て
い
き
ま
す
」

「iPad

は
、
と
て
も
壊
れ
や
す
い
機
械
で
す
。

　

先
生
た
ち
は
、
こ
のiPad

を
、
み
ん
な
が
持
っ

て
い
る
鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム
と
同
じ
よ
う
に
『
道

具
』
と
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
持
ち
方
を
間
違
え
て
落
と
し
て
し
ま

う
と
簡
単
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

「
そ
れ
で
は
、
先
生
が
今
か
ら
持
つ
持
ち
方
は
○

か
×
か
み
ん
な
で
答
え
て
く
だ
さ
い
」

　

黒
板
右
側
に
移
動
し
、
実
際
に
持
っ
て
歩
く
。

「
こ
う
や
っ
て
肩
に
担
い
で
持
つ
の
は
？
」

子
供
「
×
だ
よ
ー
ー
ー
ー
ー
」

「
そ
う
か
。
こ
れ
は
落
と
し
ち
ゃ
う
よ
ね
」

「
じ
ゃ
あ
、
こ
う
や
っ
て
頭
の
上
に
乗
せ
て
歩
く

の
は
？
」

子
供
「
落
ち
ち
ゃ
う
よ
〜
〜
×
だ
よ
ー
ー
ー
」

「
そ
う
か
。
頭
の
上
は
高
い
か
ら
駄
目
な
ん
だ
」

「
じ
ゃ
あ
、
こ
う
や
っ
て
、
ズ
ボ
ン
の
お
尻
の
と

こ
ろ
に
入
れ
て
お
く
の
か
？
」

子
供
「
絶
対
駄
目
だ
よ
！　

ズ
ボ
ン
か
ら
落
ち

ち
ゃ
う
よ
！
」

こ
の
時
点
で
教
室
は
熱
狂
状
態
に
な
る
。

　

大
爆
笑
の
中
で
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
持
ち
方

も
、
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

さ
て
、
授
業
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

「
じ
ゃ
あ
こ
ん
な
ふ
う
に
、
指
で
摘
ん
で
歩
く
の

は
？
」

子
供
「
も
ち
ろ
ん
駄
目
だ
…
…
」

と
子
供
た
ち
か
ら
声
が
出
る
か
出
な
い
か
の
瞬
間

で
あ
る
。

　

教
師
の
手
か
ら
故
意
に
端
末
を
床
に
落
と
す
。

「
バ
ー
ー
ン
！
」

教
室
は
静
寂
に
包
ま
れ
る
。
先
ほ
ど
の
熱
狂
場

面
と
は
真
逆
で
あ
る
。

　

そ
っ
と
端
末
を
拾
い
上
げ
、
全
く
の
無
言
で
、

端
末
の
画
面
を
見
せ
る
。

「
あ
あ
。
割
れ
ち
ゃ
っ
た
」

子
供
た
ち
は
息
を
呑
ん
で
そ
の
場
に
座
っ
て
い

る
。

「
実
は
こ
れ
は
今
の
よ
う
な
持
ち
方
を
し
て
、
画

面
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
の
を
先
生
が
預
か
っ
て
お

い
た
の
で
す
。
今
か
ら
見
せ
に
行
き
ま
す
」

端
末
の
画
面
を
見
せ
な
が
ら
、
机
の
間
を
ゆ
っ

く
り
と
歩
く
。

　

子
供
た
ち
は
「
わ
あ
」「
本
当
だ
割
れ
て
る
…
…
」

と
い
う
感
想
を
漏
ら
す
。

「
そ
れ
で
は
、
こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ

う
に
持
っ
た
ら
い
い
か
自
分
で
や
っ
て
み
ま
す
。

全
員
起
立
」

　

全
員
が
正
し
い
持
ち
方
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の

後
も
、
ず
っ
と
そ
の
持
ち
方
に
な
る
。
シ
ス
テ
ム

は
語
り
と
授
業
で
つ
く
る
の
で
あ
る
。
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学
習
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は

四
つ
あ
る
。

①　

優
れ
た
教
材
教
具
を
使
う
こ
と

②�　

教
師
は
、「
一
時
に
一
事
」
で
シ
ス
テ
ム
を

教
え
る
こ
と

③　

教
師
は
、
短
く
趣
意
説
明
を
す
る
こ
と

④�　

教
師
は
子
供
を
褒
め
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
授

業
を
進
め
る
こ
と

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
は
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
、
授
業
動
画
を
見
て
ほ
し
い
。
教
師
が

笑
顔
で
、
楽
し
そ
う
に
、
学
習
シ
ス
テ
ム
を
子
供

た
ち
に
教
え
て
い
る
の
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
思
う
。

　
　
国
語
ノ
ー
ト
の
書
か
せ
方

「
ジ
ャ
ン
ボ  

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｍ

Ｙ
ノ
ー
ト
」
が

お
す
す
め
だ
。
子
供
た
ち
の

ノ
ー
ト
と
同
じ
升
目
で
あ
る
。

下
写
真
の
よ
う
に
黒
板
に
貼

る
。

「
一
行
空
け
ま
す
」
と
指
示

し
て
も
、
空
け
て
い
な
い
子

が
い
る
。
聴
覚
か
ら
の
指
示
が
入
り
に
く
い
子
な

の
か
も
し
れ
な
い
。「
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
ま

す
か
！
」
と
、
叱
っ
て
は
い
け
な
い
。「
ジ
ャ
ン

ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
な
ら
、
教
師
が

一
行
空
け
て
書
け
ば
い
い
。

「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
も
お
す
す
め
だ
。
表
紙
裏
に

「
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
を
書
く
五
つ
の
法
則
」
が
あ
る
。

「
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
こ
に
ミ
ニ
定
規

で
線
を
引
く
と
い
い
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
定

規
で
線
を
引
く
と
、
ノ
ー
ト
が
き
れ
い
に
な

る
ん
だ
よ
」
と
趣
意
説
明
が
で
き
る
。

　

前
年
度
、
学
級
崩
壊
し
て

い
た
ク
ラ
ス
の
場
合
、
教
師

の
指
示
に
反
発
す
る
場
合
も

あ
る
。
教
師
の
趣
意
説
明
に

反
発
す
る
子
も
い
る
。
教
師

の
言
葉
だ
け
で
な
く
、「
Ｍ

Ｙ
ノ
ー
ト
」
の
力
を
借
り
て

趣
意
説
明
す
る
と
よ
い
。

　
　
漢
字
の
学
習
の
さ
せ
方

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
使
っ
て
、
漢
字
の

楽しい雰囲気で、 
学習システムを入れる
タケノコ読みで１回も立たない子をどうするか？　瞬時の対応が安定した１年間につな
がる。

学習システム【学習システムの導入から安定まで】─国語編
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学
習
の
仕
方
を
教
え
る
。
一
番
、
大

事
な
こ
と
は
、
声
を
出
し
な
が
ら
指

書
き
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。

「
漢
字
の
練
習
を
し
ま
す
」

「
指
、
出
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
指
を
頭
の
上
に
上
げ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
川
と
い
う
字
を
書
き
ま
す
」

「
せ
ー
の
、
イ
チ
、
ニ
、
サ
ン
」

　

子
供
た
ち
は
、
声
を
出
さ
な
い
。
そ
れ
が
自
然
だ
。

「
書
き
順
、
声
を
出
す
と
、
漢
字
が
早
く
覚
え
ら

れ
ま
す
」

「
も
う
一
度
、
イ
チ
、
ニ
、
サ
ン
」

「
山
」

「
せ
ー
の
、
イ
チ
、
ニ
ィ
～
～
、
サ
ン
」

　

子
供
た
ち
は
、
ニ
ィ
～
～
と
伸
ば
さ
な
い
。
そ

れ
が
自
然
だ
。

「
折
れ
曲
が
る
と
こ
ろ
は
、
ニ
ィ
～
～
っ
て
伸
ば

し
て
言
い
ま
す
」

「
も
う
一
度
、
イ
チ
、
ニ
ィ
～
～
、
サ
ン
」

「
い
い
声
だ
ね
ぇ
！
」

「
山
を
机
の
上
に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
指
を

机
に
く
っ
つ
け
て
。
こ
れ
を
指
書
き
と
言
い
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
空
書
き
、
指
書
き
を
教
え
る
。

　
　
音
読
の
さ
せ
方

「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」
が
お
す
す

め
だ
。
楽
し
い
詩
文
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
る
。
読
ま
せ
方
も
載
っ
て

い
る
。
一
人
読
み
、
交
代
読
み
、
タ
ケ
ノ
コ
読
み

な
ど
、
楽
し
い
読
み
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

数
年
前
の
こ
と
。
追
い
読
み
、
交
代
読
み
、
ス

ピ
ー
ド
読
み
、
間
違
い
読
み
、
そ
し
て
タ
ケ
ノ
コ

読
み
を
さ
せ
た
。

多
く
の
子
は
楽
し
そ
う
に
読
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
で
あ
る
。
気
に
な
る
太
郎
君
は
、
タ
ケ
ノ
コ

読
み
で
一
回
も
立
た
な
い
。
タ
ケ
ノ
コ
読
み
は
、

自
分
が
好
き
な
行
で
立
っ
て
読
む
。
が
、
彼
は
立

た
な
か
っ
た
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。

こ
う
い
う
と
き
、
最
悪
な
対
応
は
、
注
意
す
る

こ
と
だ
。
学
習
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る
際
、
叱
る
こ

と
は
避
け
た
い
。

私
は
「
こ
れ
は
練
習
だ
か
ら
ね
」
と
言
っ
た
。

　

す
る
と
、
太
郎
君
が
、
に
こ
り
と
し
た
。
ほ
っ

と
し
た
よ
う
な
表
情
に
な
っ
た
。
彼
は
、
立
た
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
。
立
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
太
郎
君
は
ど
ん
ど
ん
立
っ
て
音
読
し

た
。
そ
し
て
放
課
後
。
彼
が
近
づ
い
て
き
た
。
彼

は
前
年
度
ま
で
、
職
員
室
で
た
び
た
び
話
題
に
な

る
、
す
ぐ
に
キ
レ
る
子
で
あ
っ
た
。

「
林
先
生
、
一
年
間
、
ぼ
く
迷
惑
掛
け
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
お
願
い
し
ま
す
。
握
手
し
て
く
だ

さ
い
」

　

私
は
彼
の
手
を
握
り
な
が
ら
、
話
し
た
。

「
大
丈
夫
だ
よ
、
先
生
は
、
君
の
味
方
だ
。
先
生

は
、
君
の
担
任
に
な
れ
て
嬉
し
い
ん
だ
よ
」

　

素
敵
な
授
業
開
き
に
な
っ
た
。

　
　
国
語
の
宿
題
の
出
し
方

　

一
回
読
ん
だ
ら
、
一

回
赤
丸
を
塗
る
。
授
業

で
教
え
「
家
で
読
ん
で

も
い
い
か
ら
ね
。
家
で

も
読
ん
だ
数
だ
け
赤
丸

し
て
い
い
か
ら
ね
」
と

言
う
。
次
の
日
、
赤
丸

だ
ら
け
と
な
っ
て
い
る

子
も
い
る
。
大
い
に
褒
め
る
。

赤丸だらけの教科書
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１　

算
数
の
ノ
ー
ト
の
書
か
せ
方

ゆ
っ
た
り
と
美
し
く
、
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
で
あ

る
こ
と
が
必
要
だ
。

算
数
第
一
時
間
目
の
ノ
ー
ト
指
導
で
あ
る
。

①
　
日
付
の
書
き
方

「
ご
く
簡
単
な
場
面
」
に
限
定
す
る
。
簡
単
だ
か

ら
全
員
に
徹
底
し
や
す
い
。

「
一
行
目
に
日
付
・
ペ
ー
ジ
を
書
き
な
さ
い
」
と

指
示
す
る
。
大
切
な
こ
と
は
、「
教
師
の
指
示
ど

お
り
に
書
け
る
か
」
だ
。
日
付
・
ペ
ー
ジ
を
ノ
ー

ト
の
欄
外
な
ど
に
書
く
子
が
い
る
。
持
っ
て
来
さ

せ
た
り
、
隣
同
士
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
た
り
し
て
指

示
ど
お
り
に
さ
せ
る
。　

②
　
丁
寧
に
数
字
を
書
か
せ
る

最
初
に
「
指
示
ど
お
り
に
書
け
な
い
と
書
き
直

し
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
宣
言
し
て
お
く
。

こ
れ
を
い
き
な
り
「
書
き
直
し
な
さ
い
」
で
は
、

子
供
も
反
発
す
る
。
伸
び
る
子
の
条
件
の
一
つ
が

「
丁
寧
な
子
」
だ
。
例
え
ば
線
を
引
く
と
き
に
は

定
規
を
使
っ
て
ま
っ
す
ぐ
な
線
が
引
け
る
子
だ
。

数
字
も
丁
寧
に
書
か
せ
る
。

③
　
ゆ
っ
た
り
間
を
あ
け
る

前
の
学
年
の
計
算
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
計

算
と
計
算
の
間
は
ゆ
っ
た
り
空
け
る
こ
と
だ
。
子

供
に
は
具
体
的
に
指
示
す
る
。「
上
下
の
間
を
一

行
か
二
行
空
け
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。
も
う
一

つ
、「
橫
の
間
」
も
大
切
だ
。
計
算
と
隣
の
計
算

の
間
で
あ
る
。

「
横
は
指
二
本
分
空
け
な
さ
い
」

子
供
は
実
際
に
指
二
本
を
ノ
ー
ト
に
置
い
て
確

か
め
る
。
向
山
学
級
で
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。
や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
が
う
っ
か
り
間
を
狭

く
書
い
て
し
ま
っ
た
。
向
山
氏
が
「
指
二
本
置
い

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
う
と
、
彼
は
指
を
二
本

「
上
下
に
重
ね
て
」
置
い
た
。
向
山
氏
は
思
わ
ず

大
笑
い
し
た
そ
う
だ
。

２　

算
数
で
使
わ
せ
る
道
具

第
一
時
間
目
に
算
数
で
使
わ
せ
る
道
具
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
一
年
間
の
学
力
を
左
右
す
る
大
切

な
道
具
だ
。

【
ミ
ニ
定
規
】

「
算
数
で
は
ミ
ニ
定
規
を
使
う
。
一
〇
㎝
く
ら
い

の
短
い
定
規
だ
。
定
規
を
全
員
使
い
こ
な
せ
る
ク

子供の事実と腹の底まで響く手応え。
教師の仕事に魅力とやりがいを感じる！
算数ほど「できた」「できない」がハッキリする教科はない。学習システムを導入し安
定させれば、「算数大好き」が急増し、子供や保護者から絶大な信頼を得られる。

学習システム【学習システムの導入から安定まで】─算数編

東京都日本文化大学・講師　木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お



　

年
間
を
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し
た
黄
金
の
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日
間

黄
金
の
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日
間
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ラ
ス
は
、
そ
れ
だ
け
で
平
均
一
〇
点
ア
ッ
プ
す

る
。」
私
（
木
村
）
は
毎
年
、
教
育
技
術
研
究
所

で
「
T
O
S
S
ミ
ニ
定
規
」
を
全
員
分
ま
と
め
て

購
入
し
て
配
っ
て
い
た
。

【
赤
鉛
筆
】

「
算
数
で
使
う
と
き
は
、
赤
の
鉛
筆
を
使
い
ま
す
。

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
な
く
赤
鉛
筆
で
す
。
赤
鉛
筆
は

く
っ
き
り
と
太
い
丸
が
書
け
ま
す
。
色
を
塗
る
と

き
も
濃
く
塗
っ
た
り
薄
く
塗
っ
た
り
加
減
が
で
き

ま
す
。
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
き
れ
い
に
色
が
塗
り

に
く
い
で
す
し
、
汚
れ
や
す
い
の
で
す
」

【
消
し
ゴ
ム
】

「
消
し
ゴ
ム
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
方
が
よ
い

の
で
す
。
間
違
い
は
消
さ
ず
に
残
し
て
お
く
方
が
、

次
に
役
立
ち
ま
す
」

子
供
は
消
し
ゴ
ム
で
必
要
な
こ
と
ま
で
消
し
て

し
ま
う
。
間
違
え
た
ら
二
本
線
を
引
い
て
横
に
正

し
く
書
く
こ
と
を
教
え
る
。「
ど
う
し
て
も
消
し

た
か
っ
た
ら
一
時
間
に
一
回
使
っ
て
い
い
で
す
」

な
ど
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
け
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

３　

ノ
ー
ト
の
持
っ
て
来
さ
せ
方

　

一
時
間
に
一
回
は
、
全
員
の
ノ
ー
ト
を
見
る
必

要
が
あ
る
。
教
師
が
毎
時
間
必
ず
一
回
は
子
供
の

ノ
ー
ト
を
見
て
や
る
、
そ
れ
が
学
力
保
障
の
基
本

条
件
だ
。

　

計
算
が
四
問
あ
っ
た
ら
「
二
問
目
ま
で
で
き
た

ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
指
示
す
る
。
一
問

目
ま
で
で
は
た
く
さ
ん
出
て
き
て
列
が
で
き
る
。

「
全
問
で
き
た
ら
」
で
は
終
わ
っ
た
子
に
空
白
が

生
ま
れ
る
。「
二
問
目
だ
け
」
を
見
て
、
○
か
×

だ
け
付
け
る
。
そ
こ
で
説
明
し
た
ら
列
が
で
き
て

し
ま
う
。

　

教
師
へ
の
ノ
ー
ト
の
見
せ
方
も
教
え
る
。

「
先
生
の
方
に
ノ
ー
ト
を
向
け
な
さ
い
」

「
両
手
で
ノ
ー
ト
を
持
ち
ま
す
」

　

勉
強
の
苦
手
な
子
で
見
せ
に
来
な
い
子
も
い
る
。

「
ま
だ
見
せ
て
い
な
い
人
？
」「
途
中
で
も
い
い
か

ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
の
配
慮
も
必
要

だ
。

４　

ペ
ア
で
の
相
談
の
さ
せ
方

　

全
員
の
前
で
発
表
さ
せ
る
前
に
、
隣
の
子
や
近

く
の
子
と
相
談
さ
せ
た
り
発
表
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
。
発
言
に
自
信
の
な
い
子
も
こ
れ
な
ら

発
言
し
や
す
い
。

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
説
明
を
取
り
上
げ
て
、

「
お
隣
同
士
で
交
代
で
説
明
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」
と
い
う
指
示
も
効
果
的
だ
。

５　

算
数
の
宿
題
の
出
し
方

　

学
力
は
基
本
的
に
は
学
校
の
授
業
で
身
に
付
け

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
宿
題
を
出
す
な
ら
ば
三
〇

分
程
度
で
で
き
る
も
の
、
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
も
の
に
す
べ
き
だ
。
授
業
で
間
違
え
た
問
題
だ

け
や
り
直
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。「
あ
か
ね

こ
計
算
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
」
も
お
す
す
め
で
あ
る
。

６　

学
習
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
向
け
て

　

学
習
シ
ス
テ
ム
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学

習
の
中
心
と
な
る
「
教
科
書
」
を
活
用
す
る
こ
と

だ
。
教
科
書
の
で
き
た
問
題
に
「

」
を
書
く
。

間
違
え
た
問
題
に
は
「
／
」
を
入
れ
る
。
間
違
え

た
問
題
だ
け
、
も
う
一
度
ノ
ー
ト
に
や
り
直
す
。

こ
の
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
の
だ
。
教
師
は
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
や
る
。
で
き
て
い
る
子
を
褒
め
続

け
る
の
で
あ
る
。
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（
ほ
う
き
が
二
つ
あ
り
ま
す
）

「
す
ご
い
な
ぁ
！　

二
つ
。
数
を
先

生
に
教
え
て
く
れ
た
！
」

　

褒
め
な
が
ら
、
驚
き
な
が
ら
、
子

供
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
発
言
さ
せ
る
。

〇
で
囲
ま
せ
る

「
先
ほ
ど
、
太
郎
君
が
、『
ぼ
う
し

が
一
個
あ
り
ま
す
』
と
言
い
ま
し
た

ね
」

「
み
ん
な
で
言
い
ま
す
。『
ぼ
う
し

が
一
個
あ
り
ま
す
』」

（
ぼ
う
し
が
一
個
あ
り
ま
す
）

「
先
生
み
た
い
に
、
ぼ
う
し
を
囲
み

ま
す
」

　

電
子
黒
板
で
提
示
す
る
。
教
師
は

帽
子
の
イ
ラ
ス
ト
を
〇
で
囲
む
。

「
ぼ
う
し
が
一
個
」
と
言
い
な
が
ら
囲

む
。
ま
ね
を
す
る
子
も
い
る
だ
ろ
う
。

（
ぼ
う
し
が
一
個
）

「
太
郎
君
、
偉
い
ね
ぇ
。
そ
う
や
っ

て
、
声
に
出
し
な
が
ら
勉
強
す
る
と
、

よ
り
賢
く
な
る
ん
だ
ね
」

２

「
か
ず
と
す
う
じ　

５
ま
で
の
か

ず
」
の
ペ
ー
ジ
。

　

模
擬
授
業
の
動
画

は
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
見
て
ほ
し
い
。

　

ま
ず
は
百
玉
そ
ろ
ば
ん
か
ら
授
業

に
入
る
。
そ
の
後
だ
。

「
先
生
と
同
じ
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」

絵
を
見
て
話
を
さ
せ
る

　

前
の
ペ
ー
ジ
は
、
犬
が
昇
降
口
に

い
た
。
物
語
の
続
き
な
の
で
あ
る
。

「
わ
ぁ
、
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

犬
さ
ん
が
、
教
室
に
入
っ
て
き

ま
し
た
ね
」

「
犬
が
い
ま
す
、
と
い
う
よ
う
に
先

生
に
教
え
て
く
れ
る
か
な
？
」

（
う
さ
ぎ
が
い
ま
す
）　

「
上
手
だ
ね
ぇ
！
」

（
ね
こ
が
本
を
読
ん
で
い
ま
す
）

「
わ
ぁ
！　

本
を
読
ん
で
い
る
ね
ぇ
。

詳
し
く
言
え
た
ね
」

１

具体物、半具体物、数
をつなげるフラッシュ
カードが必要である
算数LD※の子供はいないかアセ
スメントする。

啓林館・１年・P8-9

1年
Mathematics
算数

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

帽子１個。
ブロック１個。

１。
どれも１。

教科書は令和２年度版

TOSS授業技量検定七段
林健広の算数授業
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ブ
ロ
ッ
ク
を
置
く
と
こ
ろ
を
見
さ
せ
る

「
先
生
を
見
て
ね
」

　

教
師
は
、
手
に
持
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ

ク
一
個
を
見
せ
る
。
教
師
用
の
大
き
な

ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。

「『
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
』
っ
て
言
っ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」

（
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
）

「
わ
ぁ
、
賢
い
な
ぁ
！
」

「
帽
子
が
一
個
、
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
。
同

じ
一
個
だ
ね
」

「
帽
子
の
上
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
き
ま

す
」

　

電
子
黒
板
の
帽
子
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
置
く
。

「
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
ぼ
う
し
が
一
個
。
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
」

「
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
個
だ
け
出
し
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。
一
個
だ
け
、
一
個
だ
け
、

一
個
だ
け
」

　

一
年
生
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
個
だ
け

出
さ
せ
る
こ
と
は
、
大
変
だ
。
大
変
で

は
あ
る
が
、
具
体
物
↓
半
具
体
物
の
流

３

れ
だ
。
こ
こ
は
子
供
た
ち
に
さ
せ
た
い
。

多
少
時
間
が
掛
か
っ
て
も
い
い
。

「
手
に
持
っ
て
い
る
の
を
置
い
て
」

「
先
生
み
た
い
に
、
帽
子
の
上
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
置
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

（
置
け
た
！
）

「
わ
ぁ
！　

上
手
だ
ね
ぇ
！
」

「
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
ぼ
う
し
が
一
個
。
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
」

「
言
え
た
人
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
箱
に
戻

し
て
あ
げ
て
ね
」

数
字
１
を
教
え
る

「
こ
の
一
個
の
１
は
、
こ
う
書
く
ん
だ

よ
。
黒
板
見
て
ね
」

　

黒
板
に
、
大
き
く
大
き
く
１
を
書
く
。

「
み
ん
な
、
指
を
出
し
て
。
空
書
き
す

る
よ
」

「
い
〜
〜
ち
」

（
い
〜
〜
ち
）

「
わ
ぁ
、
上
手
！
」「
男
子
だ
け
」「
女

子
だ
け
」「
一
号
車
だ
け
」
と
変
化
を

付
け
て
繰
り
返
す
。

４

「
教
科
書
の
１
。
な
ぞ
っ
て
ご
ら
ん
な

さ
い
」フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
、
具
体
物
、

半
具
体
物
、
数
を
結
び
付
け
る

　

右
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
見
せ
る
。

「
ぼ
う
し
一
個
」（
ぼ
う
し
一
個
）

「
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
」（
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
）

「
１
」（
１
）

「
ど
れ
も
１
」（
ど
れ
も
１
）

　

２
以
降
も
、
同
じ
よ
う
に
、
〇
で
囲

５

ま
せ
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
か
せ
、
数
字
を

教
え
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
読
ま
せ
る
。

「
具
体
物
、
半
具
体
物
、
数
字
」
の
つ

な
が
り
と
同
時
に
、「
数
詞
、
数
字
、

具
体
物
」
と
の
つ
な
が
り
で
も
あ
る
。

数
処
理
だ
。
算
数
Ｌ
Ｄ
の
子
供
は
数
処

理
が
苦
手
な
場
合
が
あ
る
。
四
月
、
丁

寧
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た
い
。

※
学
習
障
害
。

国
算 4・8・1月号特別企画！ 林健広の算数授業
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『
二
つ
の
分
け
た
前
半
を
一
連
、
後

半
を
…
。
そ
う
、二
連
と
言
い
ま
す
』

「
い
る
か
」
の
読
み
方

『
一
連
、
一
行
だ
け
読
み
ま
す
』

　

自
由
に
読
ま
せ
、
列
指
名
で
一
行

ず
つ
読
ま
せ
る
。

　

読
み
の
違
い
を
指
摘
し
、
四
つ
の

読
み
方
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

子
供
か
ら
出
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
で

提
示
す
る
。

『
い
る
か
は
、
動
物
の
イ
ル
カ
。
も

う
一
つ
の
読
み
方
、意
味
は
何
で
す
か
』

「
い
る
か
？
」

『
そ
う
、
疑
問
、
尋
ね
る
言
い
方
で

す
ね
。
学
校
や
家
に
い
る
か
、
い
ま

す
か
の
意
味
で
す
ね
』

『
い
る
か
い
る
か
の
読
み
方
は
、
次

の
四
つ
に
な
り
ま
す
』

Ａ　

い
る
か　

イ
ル
カ

Ｂ　

イ
ル
カ　

い
る
か

Ｃ　

い
る
か　

い
る
か

Ｄ　

イ
ル
カ　

イ
ル
カ

３

『
海
の
鼠
は
？
』

「
ナ
マ
コ
」

『
海
の
豹
？
』

「
あ
ざ
ら
し
」

『
海
の
豚
？
』

「
イ
ル
カ
」

『
今
日
は
、
い
る
か
と
い
う
詩
で
、

お
勉
強
で
す
』

詩
の
二
分
割

　

連
を
結
合
し
た
教
材
を
配
付
し
、

自
由
に
読
ま
せ
る
。

『
自
由
に
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
』

　

自
由
に
音
読
さ
せ
る
。

　

四
月
な
の
で
、
題
名
の
横
に
〇
を

２

一
〇
個
か
か
せ
て
、
〇
を
赤
鉛
筆
で

塗
ら
せ
て
も
よ
い
。

　

音
読
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

『
詩
を
二
つ
に
分
け
る
と
す
る
と
、

ど
こ
で
分
か
れ
ま
す
か
』

　

こ
の
後
に
、
作
業
指
示
を
入
れ
る
。

発
問
と
作
業
指
示
を
セ
ッ
ト
で
行
う
。

『
線
を
引
い
た
ら
、
持
っ
て
き
な
さ

い
』

　

持
っ
て
き
た
子
に
〇
を
す
る
。

　

こ
の
〇
は
、
合
っ
て
い
た
〇
で
は

な
く
、
確
認
の
〇
で
あ
る
。

『
〇
を
も
ら
っ
た
子
は
、
理
由
を
考

え
て
お
き
な
さ
い
』

　

子
供
た
ち
は
次
の
よ
う
な
理
由
を

考
え
る
。

「
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
だ
か
ら
」

「
ま
た
き
て
み
る
か
で
、
夜
に
見
に

行
っ
て
い
る

か
ら
」

「
イ
ル
カ
が

い
な
い
、
イ

ル
カ
が
い
る

で
分
か
れ

る
」

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
導
入

『
何
て
読
み
ま
す
か
。
海
に
女
』

「
う
み
お
ん
な
」

『
あ
ま
』

「
あ
ま
」

『
海
に
老
』

「
え
び
」

『
ク
ラ
ゲ
は
海
の
何
で
し
ょ
う
。』

「
海
の
月
」

『
ヒ
ト
デ
は
？
』

「
海
の
星
」

『
海
の
馬
は
？
』

「
か
い
ば
」

『
そ
の
読
み
も
あ
り
ま
す
が
、
タ
ツ

ノ
オ
ト
シ
ゴ
』

１

東京都小平市立小平第一小学校

千
ち

葉
ば

雄
ゆう

二
じ

「いるか」（谷川俊太郎）で主
体的に楽しく音読させよう
「動物のイルカは何頭いるか？」を考
えさせる授業。原実践は伴一孝氏で
ある。授業開きや学校公開におすすめ
の授業。

平成17年度版・光村・２年下

2年
Japanese
国語

TOSS授業技量検定五段
千葉雄二の国語授業
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四
通
り
の
表
現
読
み

『
四
つ
の
読
み
方
を
練
習
し
な
さ
い
』

　

子
供
た
ち
は
、
Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
通
り

の
読
み
方
を
練
習
す
る
。

『
読
み
ま
す
。
Ａ
』

「
い
る
か　

イ
ル
カ
」

『
Ｂ
』

「
イ
ル
カ　

い
る
か
」

『
Ｃ
』

「
い
る
か　

い
る
か
」

『
Ｄ
』

「
イ
ル
カ　

イ
ル
カ
」

『
今
度
は
読
ん
だ
も
の
を
当
て
ま
す
』

『
イ
ル
カ　

い
る
か
』

「
Ｂ
」

『
イ
ル
カ　

イ
ル
カ
』

「
Ｄ
」

『
友
達
と
問
題
を
出
し
合
い
な
さ
い
』

　

隣
同
士
で
行
っ
た
後
、
教
室
内
の
誰

と
で
も
行
っ
て
よ
い
こ
と
に
す
る
と
活

動
が
盛
り
上
が
る
。

　

学
校
公
開
な
ど
で
あ
れ
ば
、
保
護
者

も
巻
き
込
む
。

『
お
う
ち
の
人
も
入
れ
て
、
三
人
の
人

４

と
問
題
を
出
し
合
っ
た
ら
座
り
ま
す
。

お
う
ち
の
人
が
来
て
い
な
い
人
は
、
お

友
達
の
お
う
ち
の
人
や
先
生
の
所
に
行

き
ま
す
』一

連
の
イ
ル
カ

　

一
連
に
限
定
し
、
イ
ル
カ
は
何
頭
い

る
か
検
討
さ
せ
る
。

『
い
る
か
と
い
う
言
葉
は
い
く
つ
あ
り

ま
す
か
』

「
６
」

『
ど
こ
を
動
物
の
イ
ル
カ
で
読
み
た
い

で
す
か
。
イ
ル
カ
に
〇
を
付
け
ま
し
ょ

う
』

　

イ
ル
カ
は
、
一
頭
か
ら
六
頭
ま
で
。

子
供
の
解
釈
で
頭
数
が
決
ま
る
。

『
〇
が
付
い
た
人
は
立
っ
て
、
読
み
の

練
習
を
し
ま
し
ょ
う
』

　

練
習
時
間
を
少
し
取
り
交
流
さ
せ
る
。

こ
れ
も
隣
同
士
や
教
室
全
体
で
交
流
さ

せ
る
。

５

二
連
の
イ
ル
カ

　

二
連
は
、
一
か
所
だ
け
動
物
の
イ
ル

カ
で
し
か
読
め
な
い
所
が
あ
る
。
そ
こ

を
意
識
さ
せ
る
。

『
い
る
か
と
い
う
言
葉
は
い
く
つ
あ
り

ま
す
か
』

「
７
」

『
一
か
所
だ
け
、
動
物
の
イ
ル
カ
で
し

か
読
め
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で

し
ょ
う
』

　

子
供
た
ち
は
口
々
に
つ
ぶ
や
く
。

『
次
の
よ
う
に
す
る
と
は
っ
き
り
し
ま

す
』

「
い
る
か
」
を
「
い
ま
す
か
」
に
変
え

て
提
示
す
る
。

『
一
か
所
だ
け

お
か
し
な
所
は
、

ど
こ
で
す
か
』

「
ね
て
い
る
い

ま
す
か
」

『
そ
う
、
こ
こ

だ
け
動
物
の
イ

ル
カ
で
読
ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
〇

で
囲
み
な
さ
い
』

６

『
他
に
、
動
物
の
イ
ル
カ
で
読
み
た
い

所
に
〇
を
付
け
ま
し
ょ
う
』

　

〇
を
付
け
た
ら
、
教
師
の
所
に
来
さ

せ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

『
動
物
の
イ
ル
カ
は
何
頭
で
読
み
ま
す

か
？　

発
表
し
合
い
ま
し
ょ
う
』

　

イ
ル
カ
の
場
所
に
〇
を
付
け
さ
せ
る
。

I
C
T
活
用
を
考
え
、
次
の
よ
う
な

画
面
も
有
効
で
あ
る
。

　

動
物
の
イ
ル
カ
に
イ
ル
カ
の
ア
イ
コ

ン
を
の
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

私
の
学
級
の
子
供
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
イ
ル
カ
を
動
か
し
て
い
た
。

動画

※
著
作
権
の
関
係
で
、
画
像
は
必
要
箇
所
以
外
を
ぼ
か
し
て
い
ま
す
。

国
算 4・8・1月号特別企画！ 千葉雄二の国語授業
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「きつつきの商売」は、
３つのコードを使って
物語の続きを考える
物語を分析するコードを学び、探
究的な学習を組み立てる。

3年

Ｔ
：
一
の
場
面
を
読
ん
だ
ら
座
り
ま

す
。

Ｃ
：（
音
読
す
る
）

　

次
に
、
三
つ
の
コ
ー
ド
で
物
語
を

整
理
し
て
い
く
。

Ｔ
：
一
の
場
面
の
場
所
は
、
ど
こ
で

す
か
？

Ｔ
：
場
所
が
分
か
る
と
こ
ろ
に
線
を

引
き
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
：
ど
こ
に
線
を
引
き
ま
し
た
か
？

Ｃ
：
森
。

Ｃ
：
ぶ
な
の
森
。

Ｔ
：
ぶ
な
の
森
の
中
の
お
話
で
す
ね
。

ノ
ー
ト
に
、「
ぶ
な
の
森
」
と
書

き
ま
す
。

Ｔ
：
一
の
場
面
の
登
場
人
物
は
、
誰

で
す
か
？

Ｔ
：
ノ
ー
ト
に
、
一
の
場
面
に
出
て

く
る
登
場
人
物
を
す
べ
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

Ｃ
：
き
つ
つ
き
。

Ｃ
：
野
う
さ
ぎ
。

Ｔ
：
き
つ
つ
き
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

し
ま
し
た
か
？　

ノ
ー
ト
に
書
い

た
ら
、
先
生
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て

Ｔ
：
お
う
ち
で
読
ん
で
来
た
人
？　

太
郎
く
ん
、
何
回
読
ん
で
き
た

の
？

Ｃ
：
三
〇
回
。

Ｔ
：
三
〇
回
も
?!　

す
ご
い
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
と
楽
し

く
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

家
で
も
読
ん
で
き
た
子
を
褒
め
る
。

一
の
場
面
を
整
理
す
る

「
き
つ
つ
き
の
商
売
」
の
学
習
の
手

引
に
は
、
次
の
三
つ
の
コ
ー
ド
で
整

理
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

①　

場
所
・
天
気
な
ど
の
様
子

②　

登
場
人
物

③　

登
場
人
物
が
し
た
こ
と

こ
の
三
つ
を
使
っ
て
、
物
語
を
分

析
す
る
力
を
付
け
て
い
く
。

　

ま
ず
、
物
語
が
二
つ
の
場
面
に
分

か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

Ｔ
：
こ
の
お
話
は
、
い
く
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
か
？

Ｃ
：
二
つ
で
す
。

２

　

教
科
書
に
は
、
学
習
の
手
引
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
、
場
面
の
様
子
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
音
読
し
た
の
ち
に
、

登
場
人
物
の
し
た
こ
と
や
言
っ
た
こ

と
を
整
理
す
る
学
び
方
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
手
引
を
活
用
し
て
、
探

究
的
な
学
習
を
組
み
立
て
る
。

音
読

　

ま
ず
は
、
音
読
で
あ
る
。
第
一
時
、

二
時
は
、
す
ら
す
ら
と
読
め
る
よ
う

に
様
々
な
読
み
方
で
音
読
を
行
う
学

習
を
メ
イ
ン
に
す
る
。

１

【
追
い
読
み
】

Ｔ
：
先
生
の
後
に
続
い
て
読
み
ま
す
。

「
き
つ
つ
き
が
、
お
店
を
開
き
ま

し
た
。」

Ｃ
：「
き
つ
つ
き
が
、
お
店
を
開
き

ま
し
た
。」

【
交
代
読
み
】

Ｔ
：
今
度
は
先
生
と
交
代
し
て
読
み

ま
す
。「
き
つ
つ
き
が
、
お
店
を

開
き
ま
し
た
。」

Ｃ
：「
そ
れ
は
も
う
、
き
つ
つ
き
に

ぴ
っ
た
り
の
お
店
で
す
。」

Ｔ
：
今
度
は
、
男
の
子
と
女
の
子
で

交
代
読
み
。
さ
ん
は
い
。

Ｔ
：
こ
れ
で
何
回
読
ん
だ
？

Ｃ
：
七
回
く
ら
い
。

Japanese
国語

光村図書・３年上・P15-27

静岡県静岡市立清水有度第二小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県公立小学校

教科書は令和２年度版

TOSS授業技量検定九段
手塚美和の国語授業
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Ｔ
：
ど
ん
な
天
気
に
し
ま
す
か
？

Ｃ
：
雪
の
日
。

Ｃ
：
す
ご
く
暑
い
夏
の
日
。

Ｃ
：
嵐
の
日
。

Ｔ
：
次
は
、「
音
」
と
「
登
場
人
物
が

し
た
こ
と
」
を
書
き
ま
す
。

Ｃ
：
ど
う
く
つ
に
響
く
音
。

Ｃ
：
コ
コ
コ
コ
コ
。

　

本
授
業
で
学
ん
だ
三
つ
の
コ
ー
ド

を
使
っ
て
、
こ
の
後
に
出
て
く
る
物

語
教
材
も
ま
た
、
分
析
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
三
の
場
面
を
創
る
学
習
も
、

後
出
（
三
年
下
）
の
「
た
か
ら
島
の

ぼ
う
け
ん
」
で
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
う
し
て
、
探
究
的
な
学
習
を
組

み
立
て
な
が
ら
、
コ
ー
ド
を
少
し
ず

つ
増
や
し
、
物
語
を
分
析
す
る
方
法

や
物
語
を
創
造
す
る
方
法
を
学
ん
で

い
く
の
で
あ
る
。

さ
え
て
ご
ら
ん
。
そ
の
例
と
同
じ

よ
う
な
表
を
作
っ
て
整
理
し
ま
す
。

　

い
き
な
り
表
の
全
て
を
抜
き
出
す

こ
と
が
難
し
い
子
も
い
る
。
そ
こ
で
、

一
人
で
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

友
達
と
相
談
し
た
り
、
教
師
と
一
緒

に
考
え
た
り
し
て
も
良
い
こ
と
を
伝

え
る
。

　

授
業
の
最
後
に
、
全
体
で
確
認
を

す
る
。三

の
場
面
を
創
造
す
る

　

学
習
の
手
引
「
ま
と
め
よ
う
」
に

は
、
さ
ら
に
次
の
問
題
が
あ
る
。

　

あ
な
た
が
、「
き
つ
つ
き
の

商
売
」
の
「
３
」
の
場
面
を
作

る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
物
語
に

し
ま
す
か
。

場
面
一
と
二
で
、
三
つ
の
コ
ー
ド

を
学
ん
だ
。
そ
の
学
ん
だ
コ
ー
ド
を

使
っ
て
、
物
語
の
続
き
を
書
く
の
で

あ
る
。

　

ま
ず
は
、「
登
場
人
物
」
に
限
定

４

し
て
考
え
さ
せ
る
。

Ｔ
：
今
度
は
、
自
分
で
お
話
の
続
き

を
作
り
ま
す
。

　

二
の
場
面
で
整
理
し
た
表
と
同

じ
表
を
作
り
な
が
ら
考
え
ま
す
。

Ｔ
：
三
の
場
面
の
登
場
人
物
は
、
誰

に
し
ま
す
か
？　

こ
れ
ま
で
に
出

て
こ
な
い
登
場
人
物
で
い
い
で
す

よ
。

Ｃ
：
き
つ
つ
き
。

Ｃ
：
野
う
さ
ぎ
。

Ｃ
：
猿
！

Ｃ
：
か
え
る
。

Ｔ
：
場
所
は
、
ど
こ
に
し
ま
す
か
？

書
け
た
ら
持
っ
て
き
ま
す
。

Ｃ
：
洞
窟
の
中
。

Ｃ
：
木
の
上
。

Ｃ
：
森
に
流
れ
て
い
る
川
の
近
く
。

　

教
師
に
見
せ
て
○
を
も
ら
っ
た
子

か
ら
、
黒
板
に
書
か
せ
る
。

　

場
所
や
様
子
を
考
え
る
段
階
に
な

る
と
、
鉛
筆
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
子

が
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
子
た
ち
の

参
考
に
な
る
よ
う
に
黒
板
に
書
か
せ

る
の
で
あ
る
。

き
ま
す
。

Ｃ
：
お
店
を
つ
く
っ
た
。

Ｃ
：
か
ん
ば
ん
を
つ
く
っ
た
。

Ｃ
：
音
を
聞
か
せ
た
。

Ｔ
：
こ
れ
で
、
全
部
で
す
か
？

Ｃ
：
音
を
う
っ
と
り
聞
い
た
。

Ｔ
：
そ
れ
で
は
、
野
う
さ
ぎ
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
か
？　

野

う
さ
ぎ
の
し
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に

書
い
た
ら
、
お
隣
の
人
に
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
：
き
つ
つ
き
と
い
っ
し
ょ
に
、

う
っ
と
り
聞
い
た
。

Ｔ
：
き
つ
つ
き
が
聞
か
せ
た
音
は
、

ど
ん
な
音
で
す
か
？

二
の
場
面
を
整
理
す
る

Ｔ
：
一
の
場
面
は
、
先
生
と
み
ん
な

で
場
面
を
整
理
し
ま
し
た
。
二
の

場
面
は
、
自
分
で
整
理
し
て
い
き

ま
す
よ
。

Ｔ
：
教
科
書
二
六
、
二
七
ペ
ー
ジ
に
、

整
理
を
す
る
ノ
ー
ト
の
例
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
青
の
３
を
指
で
押

３
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上
の
よ
う
に
、

各
連
の
前
に
、

「
一
れ
ん
」「
二

れ
ん
」「
三
れ

ん
」
と
表
記
す

る
と
、
視
覚
的

に
、
分
か
り
や

す
く
な
る
。

発
問  

第
二
問
。
第
一
連
で
は
、
話

者
の
視
点
は
、
ど
の
よ
う
に
移
動

し
て
い
ま
す
か
。

※
目
玉
を
描
き
、
視
点
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

（
横
に
い
動
し
て
い
る
）

※
「
一
直
線
に
あ
る
」
と
書
い
て
あ

る
か
ら
。（
二
次
元
）

扉
の
詩
を
活
用

　
私
は
、
扉
の
詩
を
活
用
し
て
、
授

業
開
き
を
し
て
い
る
。
東
京
書
籍
四

年
上
「
水
平
線
」（
小
泉
周
二
・
作
）

を
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
た
。

﹇
授
業
展
開
例
﹈

指
示  

題
名
の
横
に
、
〇
を
一
〇
個
、

か
き
ま
し
ょ
う
。

指
示  

先
生
の
後
に
つ
い
て
、
読
み

ま
す
。

※
追
い
読
み
↓
交
代
読
み
↓
一
人
読

み
を
し
、
一
〇
回
は
読
ま
せ
る
。

指
示  

ノ
ー
ト
に
①
〜
⑥
ま
で
、
番

号
を
書
き
な
さ
い
。

発
問  

第
一
問
。
何
連
の
詩
で
す
か
。

連
と
は
、
詩
の
か
た
ま
り
の
こ
と

で
す
。

（
三
れ
ん
）

４月、国語の授業開き
扉の詩（水平線）の授業展開。

4年

三重県玉城町立下外城田小学校

福
ふく

井
い

慎
まこと

東京書籍・４年上・扉

Japanese
国語

※著作権の関係で、引用以外はボカしています。

【
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
】（
イ
メ
ー
ジ
）

教科書は令和２年度版

TOSS授業技量検定六段
福井慎の国語授業



35 2024. 4

※
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
効
果

を
活
用
し
、
目
が
横
に
移
動
し
て
い
る
よ
う

な
動
き
を
付
け
る
。

発
問  

第
三
問
。
第
二
連
で
は
、
話
者

の
視
点
は
、
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て

い
ま
す
か
。

（
た
て
に
い
動
し
て
い
る
）

※
「
空
と
は
ち
が
う
ぞ
」
と
書
い
て
あ

る
か
ら
。（
二
次
元
）

発
問  

第
四
問
。
第
三
連
で
は
、
話
者

の
視
点
は
、
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て

い
ま
す
か
。

※
三
次
元
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
、
目
玉
と
共

に
、
奥
行
き
を
表
す
図
を
添
え
る
。

（
お
く
に
い
動
し
て
い
る
）

※
「
ど
こ
ま
で
も
あ
る
」
と
書
い
て
あ

る
か
ら
。（
三
次
元
）

説
明  

話
者
の
視
点
は
、
第
一
連
で
は
、

横
に
。
第
二
連
で
は
、
縦
に
。
第
三

連
で
は
、
奥
に
移
動
し
て
い
ま
す
。

指
示  

こ
の
詩
に
、
話
者
の
視
点
に
、

時
間
を
加
え
て
、
第
四
連
を
作
り
ま

す
。（
四
次
元
）

発
問  

第
五
問
。
最
初
の
行
は
、『
水

平
線
が
あ
る
』
と
な
り
ま
す
が
、
次

の
行
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

（
い
つ
ま
で
も
）

発
問  

第
六
問
。
次
の
（　
　
）
の
中

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ

う
。
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
入
り
そ
う

で
す
か
。

指
示  

自
分
の
作
っ
た
第
四
連
を
、

ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

指
示  

第
一
連
か
ら
自
分
の
作
っ
た
第

四
連
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
読
ん
で
ご

ら
ん
。

　
下
の
よ
う
に
、
四
連
を
付
け
加
え
て
、

詩
を
作
成
す
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
一

人
一
人
に
発
表
さ
せ
て
も
よ
い
。
第
四

連
に
、
個
性
が
出
る
。

　
こ
の
授
業
は
、

伴
一
孝
氏
の
実
践

の
追
試
で
あ
る

（
授
業
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
福
井
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
）。

　
四
月
最
初
の
授

業
で
、
話
者
の
視

点
を
考
え
た
り
、
詩
を
創
作
し
た
り
と
、

知
的
な
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

国
算 4・8・1月号特別企画！ 福井慎の国語授業
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愛知県豊田市立中山小学校

井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

４月単元　詩「ガラス
窓の向うで」（立原道造）
子供のどの意見も褒める。「自分の考えを言うこと」に
価値があることを伝える。書いてあることを根拠に発言
できたときには、さらに驚いて褒める。褒めることで子
供が意見を言いたくなる授業を展開する。そして、子供
に見えないことを見えるようにする。それが授業である。

東京書籍・５年上・P37

5年

子
供
の
言
葉
で
説
明
さ
せ
て
も
良
い
。

「
話
者
は
、『
朝
に
小
鳥
が
飛
ん
で
い

ま
す
』
で
は
な
く
、『
朝
が
小
鳥
と

ダ
ン
ス
し
て
ま
す
』
と
言
っ
て
い
ま

す
。
今
出
た
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
っ

て
、『
朝
が
小
鳥
と
ダ
ン
ス
し
て
ま

す
』
を
も
う
一
度
、説
明
で
き
る
人
」

「
朝
の
光
が
差
し
て
い
る
中
で
、
鳥

が
楽
し
そ
う
に
飛
び
回
っ
て
い
る
様

子
を
朝
が
小
鳥
と
ダ
ン
ス
し
て
ま
す
、

と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
よ
う
に
説
明
す
る
子
も
い
る

だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
説
明
す
る
子
、

あ
る
い
は
挑
戦
し
た
子
が
一
人
で
も

い
れ
ば
、
力
強
く
褒
め
る
。「
す
ば

ら
し
い
。
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の

考
え
を
言
え
る
こ
と
で
す
」

小
鳥
に
つ
い
て
考
え
る

発
問
６
「
小
鳥
は
飛
ん
で
い
る
」

と
い
う
考
え
が
出
ま
し
た
が
、
小

鳥
は
飛
ん
で
い
る
の
で
す
か
、
飛

ん
で
い
な
い
の
で
す
か
。

　
Ａ　
飛
ん
で
い
る

３

子
「
ガ
ラ
ス
窓
の
向
う
で
、
で
す
」

「
そ
の
と
お
り
。
こ
の
教
室
で
考
え

る
と
、
ガ
ラ
ス
窓
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
向
こ
う
、
つ
ま
り
こ
の
詩

は
外
の
景
色
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。
話
者
は
中
に
い
る
」

「
朝
が
小
鳥
と
ダ
ン
ス
し
て
ま
す
」

の
表
現
に
つ
い
て
考
え
る

指
示
２
「
朝
が
小
鳥
と
ダ
ン
ス
し

て
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
朝
は
時

間
帯
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ダ
ン
ス

は
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
ど
う
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
説
明

で
き
る
人
。

子
「
擬
人
法
で
す
」

子
「
朝
に
、
小
鳥
が
元
気
に
飛
ん
で

い
る
様
子
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」

発
問
５
話
者
に
見
え
て
い
る
も
の

は
何
で
す
か
。

子
「
小
鳥
」「
青
い
空
」「
ガ
ラ
ス
窓
」

「
太
陽
」「
太
陽
の
光
」「
木
」「
風
」

　
こ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
て
、

２

基
本
的
な
こ
と
か
ら
考
え
る

　
ま
ず
、
教
師
が
読
ん
で
聞
か
せ
る
。

指
示
１
一
回
読
ん
だ
ら
座
り
ま
す
。

　
読
み
た
い
子
数
人
に
読
ま
せ
る
。

挑
戦
し
た
こ
と
を
褒
め
る
。

発
問
１
詩
の
題
名
は
何
で
す
か
。

発
問
２  

作
者
は
誰
で
す
か
。

発
問
３
一
日
の
う
ち
の
い
つ
で
す
か
。

子
「
朝
で
す
」

「
朝
で
す
ね
。
ど
こ
に
書
い
て
い
ま

す
か
。
指
で
押
さ
え
な
さ
い
。（
子

供
た
ち
の
指
の
動
き
を
確
認
し
）
そ

う
で
す
。
二
行
目
で
す
ね
」

説
明
１
こ
の
詩
を
書
い
た
作
者
は

立
原
道
造
で
す
が
、
作
者
が
誰
か

１

に
な
っ
て
こ
の
詩
の
内
容
を

語
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
夏
目

漱
石
が
書
い
た
「
吾
輩
は
猫
で
あ

る
」
と
い
う
小
説
。
作
者
は
夏
目

漱
石
で
す
が
、
話
者
は
猫
。
猫
が

話
者
に
な
っ
て
こ
の
物
語
を

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
で
は
、

「
朝
が
鳥
と
ダ
ン
ス
し
て
ま
す
」

と
言
っ
て
い
る
人
が
話
者
で
す
。

発
問
４
話
者
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
。

子
「
家
の
中
で
す
」

「
一
言
で
言
う
と
？
」

子
「
中
で
す
」

「
家
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

外
で
は
な
く
、
中
で
す
ね
。
ど
の
言

葉
か
ら
分
か
り
ま
す
か
」

TOSS授業技量検定八段
井戸砂織の国語授業

Japanese
国語
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Ａ　
透
明
ガ
ラ
ス

　
Ｂ　
す
り
ガ
ラ
ス

　
こ
の
発
問
で
、
子
供
た
ち
も
盛
り

上
が
っ
た
。「
天
気
の
い
い
青
い
空

で
あ
る
こ
と
や
小
鳥
が
ダ
ン
ス
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
の
は
透
明
ガ
ラ

ス
」
と
す
る
考
え
や
、「
す
り
ガ
ラ

ス
で
影
だ
け
見
え
て
い
た
方
が
ダ
ン

ス
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
い

う
考
え
も
出
さ
れ
た
。

二
時
間
目
の
発
問

　
次
の
三
つ
の
発
問
も
楽
し
い
。

発
問
10

ガ
ラ
ス
窓
の
「
向
こ
う
」

と
「
こ
ち
ら
」
で
、
対
比
さ
れ
て

い
る
も
の
は
何
で
す
か
。

発
問
11
こ
の
詩
の
最
後
に
も
う
一

行
加
え
る
と
し
ま
す
。
ど
ん
な
一

行
が
入
り
ま
す
か
。

発
問
12
話
者
は
、
幸
せ
な
気
持
ち

な
の
で
す
か
。
不
幸
せ
な
気
持
ち

な
の
で
す
か
。

６

子
「
複
数
で
す
。
何
羽
か
い
た
方
が

ダ
ン
ス
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か

ら
で
す
」

「
お
天
気
の
い
い
青
い
空
」
に

つ
い
て
考
え
る

発
問
８
「
お
天
気
の
い
い
青
い
空
」、

こ
の
表
現
は
お
か
し
く
な
い
で

す
か
。

　
Ａ　
お
か
し
い

　
Ｂ　
お
か
し
く
な
い

子
「
お
か
し
い
で
す
。
わ
け
は
、
青

い
空
な
ら
、
天
気
が
い
い
こ
と
は
分

か
る
の
で
、
言
っ
て
い
る
こ
と
が
重

な
っ
て
い
ま
す
」

子
「
お
か
し
く
な
い
で
す
。
雲
が
一

つ
も
な
い
こ
と
を
お
天
気
の
い
い
と

言
っ
て
い
て
、
空
の
色
が
青
い
か
ら

で
す
」

「
青
い
空
と
い
う
よ
う
に
名
詞
で
終

わ
っ
て
い
る
技
法
を
何
と
い
う
の
で

し
た
か
」

子
「
体
言
止
め
」

説
明
２
そ
の
と
お
り
。
体
言
止
め

４

は
、
強
調
す
る
と
き
に
使
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
青
い
空
か
ら
お
天

気
の
い
い
こ
と
は
分
か
る
し
、
お

天
気
の
い
い
、
と
言
え
ば
、
青
い

空
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で

す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
お
天
気
の
い

い
青
い
空
」
と
言
う
こ
と
で
、
と

て
も
良
い
天
気
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ガ
ラ
ス
窓
に
つ
い
て
考
え
る

発
問
９
教
室
を
よ
く
見
る
と
、
ガ

ラ
ス
窓
に
二
種
類
あ
り
ま
す
ね
。

透
明
の
ガ
ラ
ス
と
、
透
明
で
は
な

い
こ
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
。
す
り
ガ

ラ
ス
、
と
言
い
ま
す
。
す
り
ガ
ラ

ス
は
、
は
っ
き
り
は
見
え
ま
せ
ん

が
、
近
づ
け
ば
、
こ
の
よ
う
に
何

が
そ
ば
に
あ
る
か
見
え
ま
す
ね

（
実
際
に
窓
の
反
対
側
か
ら
手
や

顔
を
近
づ
け
、
様
子
が
分
か
る
こ

と
を
押
さ
え
る
）。

　
話
者
に
見
え
て
い
る
ガ
ラ
ス
は

ど
ち
ら
で
す
か
。

５

　
Ｂ　
飛
ん
で
い
な
い

　
そ
れ
ぞ
れ
挙
手
さ
せ
、
立
場
を
明

確
に
さ
せ
る
。

「
説
明
し
た
い
人
」

子
「
飛
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。『
ダ

ン
ス
し
て
ま
す
』
と
書
い
て
い
る
の

で
、
小
鳥
が
窓
の
向
こ
う
で
元
気
に

飛
び
回
っ
て
い
る
様
子
を
言
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

子
「
飛
ん
で
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

木
の
上
で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
い

る
様
子
を
ダ
ン
ス
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

「
飛
ん
で
い
る
派
、
鳥
の
様
子
を

や
っ
て
み
た
い
人
」

　
挙
手
し
た
子
に
教
室
の
空
い
て
い

る
場
所
で
動
作
化
さ
せ
る
。
楽
し
い

雰
囲
気
に
な
る
。
そ
し
て
、
鳥
が
ダ

ン
ス
し
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
よ
り

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、

飛
ん
で
い
な
い
派
も
や
ら
せ
て
み
る
。

発
問
７
小
鳥
は
一
羽
で
す
か
。
複

数
で
す
か
。

Ａ　
一
羽　
　
Ｂ　
複
数

「
理
由
。
言
い
た
い
人
」
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指
示
３  

頂
点
に
番
号
を
振
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
始
め
て
、
番
号
を

振
り
、
ゴ
ー
ル
に
着
く
よ
う
に
し

ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト

は
「
ス
」

ゴ
ー
ル
は

「
ゴ
」。
間
に
、

番
号
を
振
っ

て
い
く
。
今

回
で
あ
れ
ば
「
１
」
と
書
く
こ
と
に

な
る
。

「
ス
タ
ー
ト　

ゴ
ー
ル
」
同
様
に
言

い
な
が
ら
や
ら
せ
る
。

発
問
１  

１
の
点
に
対
応
す
る
点
は
、

ど
こ
で
す
か
？

　

こ
れ
は
既

習
事
項
で
あ

る
。
下
図
の

よ
う
に
、
↓

を
補
足
し
な

が
ら
、「
下

も
っ
と
も
簡
単
な
図
で
導
入
す
る

指
示
１  

点
対
称
の
作
図
を
し
ま
す
。

先
生
が
送
っ
た
図
を
見
な
さ
い
。

点
対
称
の
図
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

下
の
よ
う

な
図
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
送

る
。
ま
ず
は
、

頂
点
を
一
つ

だ
け
か
い
て

結
べ
ば
、
完
成
す
る
図
で
あ
る
。

指
示
２  

頂
点
を
分
か
り
や
す
く
し

ま
す
。「
頂

点
ぐ
り
ぐ

り
」
と
言

い
な
が
ら

や
っ
て
ご

ら
ん
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
化
す
る
こ
と
で
、
手

順
を
記
憶
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

１

点対称の作図
どの教科書会社でも、作図は２つ
程度かいただけで終わってしまう。
そこで、タブレットを活用し、作
図のスキルをスモールステップで
十分に高めてから、教科書問題
を行うように組み立てた。

6年

大阪府摂津市立鳥飼小学校

本
もと

吉
よし

伸
のぶ

行
ゆき

東京書籍・６年・P14-18

Mathematics
算数

教科書は令和２年度版

キーワード

TOSS授業技量検定五段
本吉伸行の算数授業

※マス目の数と対称の中心を利用した点対称の作図である。



39 2024. 4

２
右
２　

下
２
右
２
」
と
言
い
な
が
ら
、

対
称
の
点
を
見
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

指
示
４  

点
を
見
付
け
た
ら
、
番
号
を

書
い
て
、

線
で
結
び

ま
す
。
今

回
は
、
１

の
ペ
ア
な

の
で
、
①

と
書
き
ま

す
。「
番

号
線
」
と

言
い
な
が

ら
、
ゴ
ー

ル
か
ら
線

で
結
ん
で

ご
ら
ん
な

さ
い
。

　

最
終
的
に
、
ス
タ
ー
ト
に
戻
る
と
、

点
対
称
の
図
の
完
成
で
あ
る
。

間
の
点
を
増
や
し
て
、習
熟
さ
せ
る

指
示
５  

二
個
目
の
図
形
を
送
り
ま
し

2

た
。
同
じ
よ
う
に
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　

左
下
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

ゴ
ー
ル
ま
で
の
頂
点
が
一
つ
か
ら
二
つ

に
増
え
た
図

で
あ
る
。
先

ほ
ど
教
え
た

キ
ー
ワ
ー
ド

を
言
い
な
が

ら
、
作
図
さ

せ
る
。

「
頂
点
ぐ
り
ぐ
り
」

「
ス
タ
ー
ト　

ゴ
ー
ル
」

「
番
号
。
線
」

　

確
認
し
な
が
ら
、
作
図
を
進
め
て
い

く
よ
う
に
す
る
。

問
題
を
難
し
く
し
、手
放
し
で
解
か

せ
る

指
示
６  

三
個
目
の
図
形
を
送
り
ま
す
。

今
度
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
し

て
、
自
分
で
作
図
を
し
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。

3

　

今
度
は
、

手
放
し
で
作

図
を
さ
せ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト

で
作
図
を
さ

せ
て
い
る
の

で
、
提
出
箱

に
提
出
さ
せ

る
こ
と
も
で

き
る
が
、
あ

え
て
そ
う
し

な
い
。

指
示
７  

で
き
た
人
は
、
先
生
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
て
、
見
せ
な
さ

い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
て
、

個
別
評
定
を
す
る
。
個
別
評
定
は
、
や

は
り
、
間
近
で
の
や
り
取
り
の
方
が
圧

倒
的
に
良
い
。
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合

も
指
導
が
し
や
す
い
。

教
科
書
で
作
図
を
す
る

　

こ
こ
ま
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ス
キ
ル
を

高
め
て
お
き
、
手
順
を
理
解
で
き
た
状

態
で
、
教
科
書
に
入
る
。
教
科
書
で
も

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
も
と
に
し
て
、
解

か
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

教
科
書
で
も
、
同
様
の
ス
テ
ッ
プ
で

進
め
る
。

①　

頂
点
ぐ
り
ぐ
り

②　

ス
タ
ー
ト
↓
ゴ
ー
ル

　

こ
こ
ま
で
進
め
た
後
は
、
児
童
の
実

態
に
よ
っ
て
指
導
を
変
え
る
と
良
い
。

③　

番
号
を
書
き
、
線
を
か
い
て
図
形

を
完
成
さ
せ
る

　

し
か
し
、
混
乱
が
伴
う
と
思
っ
た
場

合
は
、「
３
番
の
線
ま
で
か
け
た
ら
持
っ

て
き
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
に
し
て
、

途
中
で
確
認
を
入
れ
る
と
良
い
。
動
画

を
事
前
に
撮
影
し
て
、
児
童
に
送
る
な

ど
の
支
援
も
考
え
ら
れ
る
。

　

作
図
の
習
熟
に
は
一
定
の
練
習
が
必

要
で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
駆
使

し
て
、
い
か
に
そ
れ
を
行
う
か
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。

4

国
算 4・8・1月号特別企画！ 本吉伸行の算数授業

動画
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ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

世
界
史
授
業
。
写
真
真
ん
中
の
年
表

１
歴
史
人
物
を
年
表
の
部
屋
へ

移
動
さ
せ
よ

に
歴
史
事
象
を
貼
っ
て
い
く
。
作
業

し
な
が
ら
、
ど
の
時
代
に
何
が
あ
っ

た
か
大
ま
か
に
理
解
で
き
る
。

小
学
校
歴
史
で
応
用
し
て
み
た
。

上
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
コ

ピ
ー
し
て
使
え
る
。

歴
史
人
物
を
年
表

の
部
屋
へ
移
動
さ
せ
る
。
移
動
さ
せ

る
場
面
は
二
画
面
だ
け
だ
が
、
学
習

指
導
要
領
に
例
示
さ
れ
て
い
る
四
二

人
全
て
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
（
著
作

権
フ
リ
ー
の
も
の
だ
け
で
作
成
し
て

い
る
）。
コ
ピ
ー
し
て
何
枚
で
も
移

動
画
面
が
作
成
で
き
る
。

ま
た
、
現
在
学
習
し
て
い
る
人
物

だ
け
を
選
ん
で
年
表
の
部
屋
へ
移
動

さ
せ
る
画
面
も
あ
る
。
学
習
の
ま
と

め
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。

　

ど
の
人
物
が
ど
の
時
代
に
活
躍
し

た
か
、
大
ま
か
に
理
解
で
き
る
。

　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で

は
、
事
象
を
貼
っ
た
後
、
違
う
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
紙
に
歴
史
事
象
を
ま
と
め

さ
せ
て
い
た
。

こ
れ
も
応
用
し
て

み
た
。

　

こ
ち
ら
も
上
の
Ｑ

２
G
I
G
A
版
歴
史
人
物
調
べ

Ｒ
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
使
え
る
。

真
ん
中
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
歴
史

人
物
を
ま
と
め
て
い
く
。
シ
ー
ト
は

四
五
枚
。
左
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
欄

も
つ
け
て
い
る
の
で
、
子
供
も
教
師

も
進
行
状
況
が
分
か
る
。
学
習
指
導

要
領
例
示
の
四

二
人
の
デ
ー
タ

も
載
せ
て
あ
る
。

授
業
パ
ー
ツ
に

よ
か
っ
た
ら

使
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

社会

基礎・基本

Social studies

６年歴史単元　
基礎基本で使える
GIGAコンテンツ
「人物を年表の部屋へ移動
させよ」「歴史人物調べ
シート」LD専門 ランド
マークハイスクールで見
た世界史授業を小学校歴
史単元に応用する。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き
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と
も
で
き
る
。

　

完
成
し
た
子
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
な

ど
に
つ
な
ぎ
発
表
さ
せ
る
。
シ
ー
ト

に
は
、
出
席
番
号
で
感
想
を
書
く
欄

も
作
成
し
て
い
る
。

「
発
表
を
聞
く
」「
感
想
を
読
む
」

こ
と
に
よ
り
、
交
流
も
生
ま
れ
、
新

た
な
考
え
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

①　
あ
な
た
の
地
域
・
日
本
・

世
界
に
役
立
つ
よ
う
に
、
タ

イ
ム
マ
シ
ン
で
歴
史
人
物
を

一
人
呼
び
寄
せ
よ
。

②　
地
域
・
日
本
・
世
界
に
役

立
つ
た
め
（
よ
く
す
る
た

め
）
そ
の
人
は
、
ど
こ
で
何

を
す
る
と
思
う
か
、
ま
た
は
、

あ
な
た
は
何
を
し
て
ほ
し
い

か
。

③　
結
果
、
地
域
・
日
本
・
世

界
は
ど
う
な
っ
た
か
。
ま
た

は
、
あ
な
た
は
ど
う
な
っ
て

ほ
し
い
か
。

　

右
の
課
題
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
書

き
込
む
こ
と
に
よ
り
「
政
治
」「
歴

史
」「
世
界
」「
日
本
の
役
割
」
を
網

羅
し
、
未
来
へ
の
課
題
解
決
を
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

完
成
し
た
ら
デ
ー
タ
で
送
る
の
で

は
な
く
、
端
末
を
教
師
に
持
っ
て
行

く
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
具
体
的
に
画
面
を
見
な
が

ら
教
師
と
一
緒
に
課
題
を
考
え
る
こ

右
ペ
ー
ジ
の
人
物

調
べ
も
終
わ
り
、
一

年
間
の
学
習
終
了
後
、

上
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
書
か
せ
る
。

右
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
使
え

る
。
使
い
方
は
、
一
枚
目
に
全
て
書

い
て
あ
る
の
で
、
子
供
だ
け
で
進
め

る
こ
と
も
で
き
る
。

子
供
た
ち
は
、
一
年
間
で
「
政

治
」「
歴
史
」「
世
界
」「
日
本
の
役

割
」
を
学
習
し
て
い
る
。
学
習
し
た

こ
と
、
日
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
か
ら
、

子
供
た
ち
な
り
の
地
域
や
日
本
・
世

界
の
課
題
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

社会
Social studies

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

６年　１年間のま
とめで使える
GIGAコンテンツ
「あなたの地域・日本・世界に
役立つように、タイムマシン
で歴史人物を１人呼び寄せよ」
６年社会科学習終了後のまと
めとして、歴史人物を１人選
び発表、感動を交流し合う。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き
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標
を
書
い
た
。

　

大
谷
選
手
が
書
い
た
「
目
標
達
成

シ
ー
ト
」
を
見
せ
て
問
う
。

指
示
１  

こ
の
シ
ー
ト
を
見
て
、
気

付
い
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
教
科
書
に
あ
る
九
マ
ス

の
「
目
標
達
成
シ
ー
ト
」
を
作
る
。

指
示
２  

学
校
の
こ
と
で
も
習
い
事

の
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
五

年
生
に
な
っ
て
、「
こ
ん
な
こ
と

を
頑
張
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
を

一
つ
選
ん
で
、
シ
ー
ト
の
真
ん
中

に
書
き
な
さ
い
。

　

真
ん
中
を
書
き
入
れ
た
子
か
ら
、

達
成
す
る
た
め
の
行
動
を
書
き
込
ま

せ
る
。
そ
れ
も
書
き
終
わ
っ
た
子
に

は
、枠
の
多
い
「
目
標
達
成
シ
ー
ト
」

を
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
配
付
し
、

作
成
さ
せ
る
。

　

新
年
度
ス
タ
ー
ト
に
ぴ
っ
た
り
の

目
標
シ
ー
ト
が
出

来
上
が
る
。

る
場
合
は
オ
ス
ス
メ
の
教
具
で
あ
る
。

「
学
校
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

は
、
低
・
中
学
年
で
使
う
こ
と
が
多

い
。
高
学
年
で
は
、
最
後
に
「
偉
人

の
格
言
（
林
健
広
氏
作
成
）」
を
暗

唱
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
や
ク
ラ
ス
の
実

態
に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
道
徳
授
業

の
「
型
」
を
つ
く
り
、
四
月
の
授
業

開
き
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　

五
年
最
初
の
教
材
で
あ
り
、
今
話

題
の
大
谷
翔
平
選
手
を
扱
っ
た
教
材

で
あ
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
行
っ
た
あ

と
、
教
材
文
を
読
み
聞
か
せ
る
。

発
問
１  

大
谷
選
手
が
、
夢
を
叶
え

る
た
め
に
や
っ
た
こ
と
は
何
で

す
か
。

◆
「
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
」

と
言
い
続
け
た
。

◆
「
目
標
達
成
シ
ー
ト
」
に
夢
や
目

２　
「
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
」

の
授
業
プ
ラ
ン

　

四
月
は
、
教
師
の
授
業
シ
ス
テ
ム

を
子
供
た
ち
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
の

に
最
適
な
時
期
で
あ
る
。

　

道
徳
授
業
を
一
年
間
安
定
し
て
行

う
た
め
に
は
、
四
五
分
の
授
業
の
流

れ
（
型
）
が
必
要
だ
。

　

私
は
、
四
五
分
の
道
徳
授
業
の

「
型
」
を
い
く
つ
か
も
っ
て
い
る
。

【
読
み
聞
か
せ
型
】

①　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

②　

教
科
書
読
み
聞
か
せ
×
２

（
読
み
聞
か
せ
↓
感
想
を
書
く
↓

指
名
な
し
発
表
）

１　

道
徳
授
業
の
「
型
」
を
決
め
よ

③　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た

【
教
科
書
メ
イ
ン
型
】

①　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

②　

教
科
書
読
み
聞
か
せ

③　

主
発
問
↓
議
論
へ

④　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た

「
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
型
」
や
「
テ
レ

ビ
番
組
活
用
型
」
な
ど
特
殊
な
型
は

あ
る
が
、基
本
は
前
述
の
二
つ
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
「
学
校

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
」
と
「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」（
い

ず
れ
も
教
育
技
術
研
究
所
）
を
使
う
。

特
に
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
が
い

道徳授業の「型」を
作ろう！
４月に、授業の「型」を子
供にインプットすることで、
安定して楽しい道徳授業が
１年間保証される。

5年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

光村図書・５年
Ｐ10-13

「夢を実現するためには」

目標達成シート
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

１　話しただけで褒められる
　４月一番始めの授業で「Everyone, Hello!」
といきなり伝える。そうすると一定数の子が

「Hello!」と返してくる。
　このときに大事にしているのは

すぐに言った子を褒める

ということだ。
　教師と子供が出会う最初の場で、子供たち
は当然緊張している。外国語専科であればな
おのこと、どのような教師なのかを子供たち
は探る。教師が言ったことに対して、「すぐ
に反応することは良いこと」だと、褒めて価
値付けをする。４月～５月は絶えず、実行し
ようとしたことを褒めることが必須である。
２�　リズム・テンポがつくれる教材は�
絶対に用意する

　外国語の授業において、最も大切なことは
「リズム」と「テンポ」である。これが淀む
と重たい空気の中授業が進み、いつの間にか
英語が苦手な授業が増えてしまう。そうなら
ないためにも教材はあった方がよい。

　私のおススメは教
育技術研究所の「フ
ラッシュカード」。こ
のフラッシュカード

は絵が単体で載っているカードだけではなく、
いくつかの絵がまとまっているカードもある。
　 上 の １ 枚 だ け で も「What food do you 
like?」と聞くことや、「Pizza （Pizza）, Salad 

（Salad）, Steak （Steak）」といったように単語
練習をすることもできる。
３　TOSS型英会話指導法を使って覚えよう！
　TOSS型英会話指導法を使って、子供たち
は力を付けている。TOSS型英会話指導法は
①単語練習②状況設定付きダイアローグ口頭
練習③アクティビティとなっている。
　外国語の授業は、音とその物が結びついて
いないと習得が難しいように感じる。単語練

習をするにも２回、１回、０回となるべく負
荷をかけながら自然と言えるようにしていく。

番外編�　間違ってもよい学級風土を�
作っていこう

　外国語は言い間違いをよくすることがある。
『英語は“速く”間違えなさい』（ウィリアム
ルーカス著　朝日新聞出版）には、言語を習
得するには「百万回間違える」ことが必要だ
と述べられている。週に数度しか学習しない
からこそ、間違えても大丈夫。そのように、
日々子供たちに言い聞かせながら、授業に臨
む姿勢を子供たちにも伝えたい。

学級開きから授業
の学び方を獲得す
る方法
子供にとって英語の勉強って
「難しそう」から「楽しいなあ」
と変えられるステップを紹介。

埼玉県公立小学校

本
ほん

澤
ざわ

 航
わたる

5年英語
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便利さに圧倒される。どうして今までこれを
やってこなかったのかと思う。朝の忙しい時
間、保護者はスマホひとつで学校に連絡でき
る。フォーム入力なのだからあっという間に
終わる。教師は教室にいながらフォーム入力
結果を確認できる。端末や場所にも縛られな
い。いつでもどこでもインターネットさえつ
ながれば入力結果にアクセスできる。

Google Classroomには、入力結果を集計し
たスプレッドシートのリンクを貼り付けてお
く。一度アクセスすれば、アプリからでもす
ぐに確認できるようになる。ひっきりなしに
電話が鳴り続ける朝の職員室が、これで激変
する。保護者にとっても教師にとっても良い
ことばかりだ。

朝の時間帯が激変
する「欠席等連絡
フォーム」の導入
Google Classroomは 授
業だけでなく「校務」で
も大活躍する。Google 
Classroomを使い倒して
働き方改革を実現しよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

　１

30．８％

「欠席連絡を完全デジタル化」している全国
の学校割合※１である。７割の学校は「電話
連絡」を主流としているということだ。これ
はひとつの事例にすぎない。まだまだ多くの
学校がデジタル化社会から取り残されている。
そんな中、３割の学校は校務DXに成功して
いる（デジタル化社会の「当たり前」にやっ
と追い付いた）。コロナ禍のピンチをチャン
スに変え、校務のDXを実践したからだ。
２
スキル①　欠席等の連絡をデジタル化する

７割の学校が実践できていないのが、もし
技術的な問題だとしたら、解決策はインター
ネット上に溢れている。文科省も「StuDX 
Style※２」や「リーディングDXスクール※３」
などの情報を広く発信している。取組事例も
たくさん公開されている。兵庫県教育委員会
では「GoogleWorkspace活用方法 －欠席等
連絡自動集計表の作り方－※４」というマニュ
アルPDFも公開している。このとおりにやれ
ば、どの学校でも実践できる。
３
学校は、ひとつの大きなシステム（仕組

み）で動いている。年度はじめに設計したシ
ステムを年度途中で変更するのは難しい。学
級と同じである。途中で変更すると混乱する。

ポイントは、
４月の職員会議で提案をとおすこと

である。忙しい４月の職員会議では提案がと
おりやすい。そこで一気に新しいシステムを
導入し設計してしまう。

欠席連絡システムを導入してみれば、その

※１　 「GIGAスクール構想の下での校務 DX化チェックリスト」に基づく自己点検結果の報告について
　　　 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02597.html
※２　 StuDX Style（スタディーエックススタイル）　 https://www.mext.go.jp/studxstyle/
※３　 リーディングDXスクール　 https://leadingdxschool.mext.go.jp/
※４　 「GoogleWorkspace活用方法－欠席等連絡自動集計表の作り方－」
　　　 https://www.hyogo-c.ed.jp/̃tanba-bo/img/fi le201.pdf
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

教師が「教科書を調べま
しょう」「ノートに整理し
ましょう」と逐一、指示を
して学習を進めている「だ
け」では、子供たちは「自
立した学習者」にならない。
学びを自走させ、情報活
用能力を発揮させるため
には、学習過程の「型」を
与えることが必要だ。

「学びのサイクル」
を学習過程の「型」
とする

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

１　子供が学習過程を動かす
　高橋純氏は次のように指摘している。
そうした教師からの指示がなくても学ぶ順
序がわかるためにも、自ら学習過程が動かせ
るようになる必要がある。

（『学び続ける力と問題解決　シンキング・レ
ンズ，シンキング・サイクル，そして探究へ』
高橋純著　東洋館出版社）
　子供自ら「学習過程」を動かすためには、

「型」が必要だ。

２ 　「型」となる学習過程サイクル
　高橋氏が命名した「シンキング・サイクル」
のように、サイクルになっている方が分かり
やすい。学習過程の「型」を思案している時、
向山洋一氏の次の文章が、目に飛び込んでき
た。1990年２月に行われた「雪国のくらし」
の授業指導案に書かれた文章である。
 「子どもが活動した授業」であるためのポイ
ントを次のように考える。
ａ 　子どもたちが、学習問題をつかんでいる。
　 　何を調べるのか、何を話し合うのかがわ
かっている。
ｂ 　子どもたちが、学習問題を追求する方法
を知っている。
　 　何を調べるのか、どのように調べるのか
がわかっている。
ｃ 　子どもたちが、お互いの意見を交流させ
る技能をもっている。

（『新・向山洋一実物資料集第４巻　社会科
「厚みのある教材研究」とは』教育技術研究所）
　ａは「問い」を発見したり、設定できたり
するということだ。
　ｂは「追求する方法」を知っているという
ことだ。追求する方法には「情報を収集する」

「情報を整理・分析する」などが含まれる。
　ｃは交流させる技能であるから、指名なし
発表や指名なし討論の技が含まれる。
　またクラウド上の共同編集での他者参照、

相互参照などのクラウドを活用したスキルも
ここに入る。向山氏が書かれている「ポイン
ト」を学習過程として、サイクルの形に整理
した。「学びのサイクル」と呼称する。

３　「学びのサイクル」
　この学習過程の「型」を、子供たちが自ら
動かす授業をつくっていく。学習過程を動か
す中でこそ、情報活用能力は発揮され、伸び
ていくと考えている。今後の連載で具体的な
実践を発表していく。
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質
問
は
男
女
一
回
ず
つ
交
代
し
て

い
く
。
相
手
の
質
問
も
利
用
し
つ
つ
、

ど
ち
ら
が
最
初
に
回
答
で
き
る
か
を

競
う
。
生
活
班
対
抗
戦
も
で
き
る
。

③
（
生
活
班
内
）
出
題
：
生
徒

／
回
答
：
生
徒

　
生
活
班
で
一
人
ず
つ
出
題
し
て
い

く
。
答
え
は
教
師
が
用
意
し
て
も
、

出
題
者
が
考
え
て
も
よ
い
。
必
ず
一

度
は
出
題
者
を
経
験
す
る
の
で
、
普

段
発
表
が
苦
手
な
生
徒
も
受
け
答
え

の
経
験
が
で
き
る
。

　
最
後
に
学
級
全
体
で
も
行
い
、
や

ん
ち
ゃ
な
男
子
が
大
活
躍
だ
っ
た
。

　
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
回
答

ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
く
。

教
師
　
質
問
の
コ
ツ
は
何
で
す
か
。

生
徒
　
広
い
範
囲
を
問
う
質
問
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
と
狭
い
範
囲
を
問
う
質

問
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

教
師
　
確
認
の
た
め
に
も
う
一
問
！

　
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
、
発
言
耐

性
も
付
け
ら
れ
る
楽
し
い
授
業
と

な
っ
た
。

①
出
題
：
教
師
／
回
答
：
全
生
徒

（
画
面
を
白
く
し
て
お
き
、
次
画
面

に
答
え
を
用
意
）

教
師
　
一
つ
め
の
質
問
を
ど
う
ぞ
。

生
徒
　
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

教
師
　
…
…
分
か
り
ま
せ
ん
。

生
徒
　「
は
い
」
か
「
い
い
え
」
で

答
え
る
質
問
だ
ぞ
。

教
師
　（
笑
顔
で
深
く
頷
く
）

生
徒
　
そ
れ
は
、
動
物
で
す
か
。

教
師
　
い
い
え
。
三
つ
め
。

（
こ
の
よ
う
に
問
答
を
繰
り
返
す
）

教
師
　
い
い
え
。
〇
個
め
。

生
徒
　
そ
れ
は
東
京
タ
ワ
ー
で
す
か
。

教
師
　
は
い
！
（
画
面
提
示
）

と
い
う
よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
。
こ

れ
だ
け
で
も
盛
り
上
が
る
が
、
途
中
、

「
〇
組
は
、
五
つ
め
の
質
問
で
正
解

し
た
よ
」
と
煽
り
を
入
れ
て
い
く
と
、

一
段
と
盛
り
上
が
る
。

　
さ
ら
に
次
の
方
法
で
行
っ
た
。

②
出
題
：
教
師
／
回
答
：
男
女

対
抗

グ
ル
ー
プ
で
、
封
筒
の
中
に
隠

さ
れ
た
言
葉
を
当
て
る
た
め
に
、

内
容
を
考
え
て
質
問
し
合
う
。

　
ど
の
よ
う
な
質
問
で
あ
れ
ば
答
え

に
た
ど
り
着
く
か
、
適
切
な
質
問
を

考
え
て
い
く
授
業
で
あ
る
。

　
実
践
例
を
紹
介
す
る
。

教
師
　
今
か
ら
質
問
ゲ
ー
ム
を
し
ま

す
。【
例
題
】
で
す
。
答
え
が
分

か
っ
た
ら
挙
手
し
ま
す
。

　
説
明
後
、
画
面
に
質
問
を
一
つ
ず

つ
提
示
し
、教
師
が
「
は
い
」
か
「
い

い
え
」
だ
け
で
答
え
て
い
く
。

【
例
題
】

①
　
動
き
ま
す
か
？

②
　
動
物
で
す
か
？

③
　
人
間
よ
り
大
き
い
で
す
か
？

④
　
四
足
歩
行
で
す
か
？

⑤
　
上
野
公
園
の
西
郷
隆
盛
と
一
緒

に
い
ま
す
か
？

　
分
か
っ
た
生
徒
に
は
、
途
中
で
も

答
え
を
聞
い
て
い
っ
た
。
正
解
は
言

わ
ず
、
⑤
の
質
問
を
す
る
と
、
東
京

で
の
校
外
学
習
を
思
い
出
し
た
生
徒

は
「
あ
れ
だ
」
と
声
を
上
げ
た
。
答

え
を
全
員
に
言
わ
せ
る
。（
犬
）

教
師
　
今
度
は
み
な
さ
ん
が
質
問
、

私
が
答
え
ま
す
。
ど
ち
ら
と
も
答

え
づ
ら
い
質
問
に
は
、「
分
か
り
ま

せ
ん
」
と
言
い
ま
す
。
早
く
答
え

に
た
ど
り
着
い
た
人
が
勝
ち
で
す
。

国 語
授 業 実 践
中 学 校 の

質問する力を付
ける「伝え合う
言葉」
（教育出版２年）
ゲーム感覚で楽しい！　
自然と発言したくなる授
業。

埼玉県朝霞市立朝霞第四中学校

伊
い

藤
とう

圭
けい

一
いち
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英 語
授 業 実 践
中 学 校 の

楽しくルールを
教えながら授業
できたら勝ち！
出会いの授業で、活動し
ながらルールを教えられ
れば、１年間安泰が決定
する。

埼玉県さいたま市立宮前中学校

森
もり

田
た

健
たけ

雄
お

徒
は
認
識
す
る
。
こ
う
や
っ
て
、
授

業
で
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
教
え

て
い
く
。

　

で
は
、
活
動
中
に
立
ち
上
が
る
よ

う
に
言
っ
た
の
に
、
数
人
し
か
立
た

な
か
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

放
っ
て
お
け
ば
、
立
た
な
く
て
も
良

い
と
い
う
の
が
ル
ー
ル
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
は
ま
ず
い
。

　

出
会
い
の
場
面
だ
。
褒
め
て
ル
ー

ル
を
教
え
た
い
。

「
そ
う
、
〇
〇
君
の
よ
う
に
立

ち
上
が
る
ん
だ
ね
」
と
、
し
っ

か
り
と
立
ち
上
が
っ
た
生
徒
を

褒
め
る
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
他
の
生
徒
も
、

あ
の
指
示
は
立
ち
上
が
る
と
い
う
指

示
だ
っ
た
の
だ
と
気
付
く
は
ず
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
で
き
て
い
な
い
場

合
に
は
、
で
き
て
い
る
生
徒
の
行
動

を
褒
め
る
こ
と
で
、
ル
ー
ル
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
っ
さ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
今

か
ら
準
備
し
て
お
く
。

で
き
る
こ
と
を
行
う
の
が
大
切
だ
。

　

例
え
ば
、
先
程
紹
介
し
た
活
動
は

全
て
教
師
の
発
音
を
生
徒
が
リ
ピ
ー

ト
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
リ
ピ
ー

ト
な
ら
ば
全
員
が
で
き
る
は
ず
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
声
が
小
さ
い
時
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
全
員
が
活
動
で

き
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
で
良
い
。

　

さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

説
明
な
し
で
活
動
か
ら
入
る
。

　

説
明
を
せ
ず
に
活
動
か
ら
入
る
こ

と
で
、
生
徒
は
ボ
ー
っ
と
せ
ず
に
授

業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
ル
ー
ル
も
説
明
し
な
い

　

出
会
い
の
授
業
で
は
、
ル
ー
ル
を

教
え
る
こ
と
が
大
事
だ
が
、
説
明
を

せ
ず
に
行
う
こ
と
が
大
事
だ
。

　

例
え
ば
、
リ
ピ
ー
ト
の
活
動
か
ら

行
う
時
に
、
教
師
の
後
に
、
全
員
が

リ
ピ
ー
ト
で
き
た
ら
、
し
っ
か
り
と

褒
め
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

褒
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ

う
す
る
こ
と
が
良
い
こ
と
だ
と
、
生

１
い
き
な
り
活
動
か
ら
入
る

　

新
卒
の
出
会
い
の
授
業
で
、
私
は

こ
う
生
徒
に
聞
い
た
。

「
英
語
を
学
ぶ
意
味
は
何
で
す
か
。

考
え
て
み
よ
う
」

　

生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
答
え
を
言
っ

た
が
、
そ
れ
で
五
〇
分
間
終
え
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
の
後
も
授
業
は
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
で
、
生
徒
は
ど
ん
ど
ん
言

う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
た
。

　

今
は
、
説
明
せ
ず
に
最
初
か
ら
活

動
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

教
育
技
術
研
究
所
か
ら
出
て
い
る

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
を
使
う
。

黒
板
に
数
字
を
書
い
て
、
数
字
の
英

語
か
ら
復
習
す
る
。
教
室
に
あ
る
物

の
リ
ピ
ー
ト
か
ら
始
め
る
。
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
。

①　

全
員
が
で
き
る
こ
と
を
行
う

②　

ル
ー
ル
を
教
え
な
が
ら
行
う

２
「
一
人
残
ら
ず
」
を
意
識

　

新
年
度
の
授
業
初
日
は
、
ど
の
生

徒
も
や
る
気
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る

は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
授
業
で
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
と
、
や
る
気

を
失
う
だ
ろ
う
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
全
員
が

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



「
へ
と
へ
と
」
と
「
く
た
く
た
」

時
に
課
題
を
疑
い
、
疑
義
を
論
述
し
つ
つ
、
授
業
を
構
想
す
る
。

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き
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出
題
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
課
題
は

「『
へ
と
へ
と
』
と
『
く
た
く
た
』
と
で
は
、
ど

ち
ら
が
疲
れ
て
い
ま
す
か
。
と
い
う
発
問
で
討

論
を
組
み
立
て
る
授
業
を
考
え
な
さ
い
」
で
あ

る
。

　

私
な
ら
ば
、「『
へ
と
へ
と
』
と
『
く
た
く

た
』
を
授
業
し
な
さ
い
」
と
す
る
と
こ
ろ
だ
。

な
ぜ
な
ら
ば
、「
両
者
の
ど
ち
ら
が
疲
れ
て
い

る
か
」
と
い
う
観
点
で
は
、
広
が
り
の
あ
る
討

論
が
困
難
だ
か
ら
だ
。

　

挑
戦
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
素
直
に
こ
の
課
題

に
向
き
合
っ
て
い
た
。
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

課
題
に
正
対
す
る
の
が
筋
だ
か
ら
、
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
課
題
を
疑
い
、
そ
の
理
由
を
論
じ

つ
つ
、
そ
れ
で
も
離
れ
切
ら
ぬ
よ
う
に
工
夫
し

た
方
が
、
よ
り
深
み
の
あ
る
授
業
に
な
る
の
も
、

ま
た
道
理
で
あ
る
。

「
へ
と
へ
と
」
と
「
く
た
く
た
」
と
で
は
、
ど

ち
ら
が
疲
れ
て
い
る
か
。
こ
れ
を
討
論
と
し
て

成
り
立
た
せ
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。
単
な
る

印
象
や
感
覚
で
は
討
論
は
成
立
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
ま
し
て
や
、
言
葉
の
意
味
（
辞
書
的
な

意
味
）
が
既
に
確
定
し
て
あ
る
。
あ
る
い
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

文
章
も
す
ぐ
見
付
か
る
。

　

つ
ま
り
「
へ
と
へ
と
」
と
「
く
た
く
た
」
を

比
べ
た
場
合
、
疲
れ
切
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
持
っ
て
い
る
「
へ
と
へ
と
」
の
方
が
限
界
を

迎
え
て
い
る
度
合
い
が
強
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（https://ddnavi.com
/review

/490757/a/

）

　

子
供
に
討
論
さ
せ
る
場
合
、
情
報
の
蓄
積
が

必
要
に
な
る
。
も
し
も
「
辞
書
を
使
わ
せ
な

い
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
さ
せ
な
い
」

と
い
う
制
約
を
設
け
る
な
ら
ば
、
印
象
や
感
覚

が
蔓は

び
こ延

る
。
根
拠
の
な
い
発
言
が
飛
び
交
う
。

そ
れ
は
討
論
と
は
言
え
な
い
。

�

（
山
形
県　

佐
藤
智
彦
氏
）

　

調
べ
て
す
ぐ
答
え
が
確
定
す
る
課
題
は
討
論

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

佐
藤
氏
は
、
次
の
よ
う
に
思
考
を
展
開
す
る
。

で
は
、
ど
う
す
る
か
。「
命
題
」
を
疑
う
、

と
い
う
方
法
が
あ
る
。

発
問
１  「『
へ
と
へ
と
』
と
『
く
た
く
た
』

と
で
は
、
ど
ち
ら
が
疲
れ
て
い
ま
す
か
」。

こ
の
質
問
は
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
、
討

論
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
辞
書
は
使
っ
て
良
い
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
も
し
か
り
。
し
か
し
こ
れ
な
ら
、
そ
も

そ
も
の
「
お
題
」
と
異
な
る
。
よ
っ
て
、
本
論

と
し
て
は
成
立
し
な
い
。

　

で
は
、
ど
う
す
る
か
。
局
面
を
限
定
す
る
、

と
い
う
方
法
が
あ
る
。�

（
同
右
）

　

疲
弊
し
て
い
る
ド
ラ
え
も
ん
の
イ
ラ
ス
ト
二

種
を
提
示
し
、「
ド
ラ
え
も
ん
が
□
□
□
□
。」

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

発
問
２  

疲
れ
た
こ
と
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
、

他
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

C
h
a
t
G
P
T
に
も
き
い
て
み
る
。「
ぐ
っ

た
り
」「
バ
テ
バ
テ
」「
ボ
ロ
ボ
ロ
」
を
挙
げ
た
。

指
示
２  

へ
と
へ
と
、
く
た
く
た
、
ぐ
っ
た
り
、

バ
テ
バ
テ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
。

　

こ
の
五
つ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
、
疲
れ
が
軽

い
方
か
ら
順
に
並
べ
替
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

授
業
す
る
な
ら
ば
、
私
も
ま
た
課
題
の
二
語

に
類
す
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
列
挙
さ
せ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
。
並
べ
替
え
も
良
い
。m

iro

等
付

箋
を
用
い
た
協
働
の
形
を
採
る
と
ス
ム
ー
ズ
だ
。

討
論
は
本
来
言
い
っ
ぱ
な
し
で
良
い
の
だ
か
ら
、

最
終
的
に
結
論
付
け
る
必
要
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
、「
へ
な
へ
な
」「
へ
ろ
へ
ろ
」

「
ぐ
だ
ぐ
だ
」「
よ
れ
よ
れ
」
等
列
挙
さ
れ
た
語

を
「
二
語
ど
ち
ら
の
仲
間
で
す
か
」
と
し
「
よ

れ
よ
れ
」
の
所
属
を
討
論
さ
せ
た
下
窪
理
政
氏

の
授
業
、
及
び
、
濁
点
や
半
濁
点
の
有
無
、

「
ぐ
っ
す
り
と
す
や
す
や
」「
に
っ
こ
り
と
に
こ

に
こ
」
等
発
展
的
に
授
業
し
た
市
川
心
吾
氏
の

授
業
も
興
味
深
か
っ
た
。

た
く
た
に
疲
れ
て
、
そ
う
し
て
、
も
う
、
何
も

し
た
く
な
い
。︹『
女
生
徒
』︺（
二
例
略
）

　

こ
れ
ら
の
「
く
た
く
た
」
は
、
す
べ
て

「
私
」
の
︿
現
時
点
﹀
で
の
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
︿
私
自
身
が
今
現
在
疲
れ
て
い
る
﹀
文
脈

で
「
く
た
く
た
」
を
使
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
へ
と
へ
と
」
は
ど
う
か
。

■
私
は
、
弱
い
男
で
あ
る
か
ら
、
酒
も
呑
ま
ず

に
、
ま
じ
め
に
対
談
し
て
い
る
と
、
三
十
分
く

ら
い
で
、
も
う
、
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
、
卑
屈

に
、
お
ど
お
ど
し
て
来
て
、
や
り
き
れ
な
い
思

い
を
す
る
の
で
あ
る
。︹『
酒
ぎ
ら
い
』︺（
二
例

略
）

　

つ
ま
り
︿
過
去
を
振
り
返
っ
た
と
き
の
疲

れ
﹀
や
︿
他
人
の
疲
れ
﹀
に
「
へ
と
へ
と
」
を

使
う
。
時
間
的
・
空
間
的
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
あ

る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
の
は
、「『
へ
と
へ

と
』
と
『
く
た
く
た
』
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
疲

れ
て
い
る
か
」
で
討
論
は
組
め
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

（
茨
城
県　

後
藤
隆
一
氏
）

　

そ
し
て
後
藤
氏
は
、
次
の
ご
と
く
展
開
す
る
。

の
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ
さ
せ
、「
二
枚
目

（
一
層
疲
れ
切
っ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
）
の
絵
に

合
う
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
討
論
し
て
ご
ら
ん

な
さ
い
」
と
す
る
。
良
い
工
夫
で
あ
る
。

　

討
論
が
組
め
な
い
理
由
を
研
究
的
に
論
述
し

た
の
が
、
茨
城
県
の
後
藤
隆
一
氏
で
あ
る
。

　

鎌
倉
時
代
の
『
古
今
著
聞
集
』
や
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
に
お
い
て
「
く
た
く
た
」
は
、︿
生

死
を
彷
徨
う
ほ
ど
倒
れ
込
ん
だ
様
子
﹀
を
あ
ら

わ
す
こ
と
ば
だ
っ
た
（
ち
な
み
に
、
鎌
倉
時
代

に
「
へ
と
へ
と
」
は
な
い
）。

■
法
師
は
く
た
く
た
と
絶
え
入
り
て
、
わ
づ
か

に
息
ば
か
り
ぞ
か
よ
ひ
け
る
。︹『
古
今
著
聞

集
』︺（
一
例
略
）

　

一
方
の
「
へ
と
へ
と
」
は
割
と
新
し
い
こ
と

ば
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
︿
疲
れ
切
る
﹀︿
へ

た
る
﹀
を
意
味
す
る
「
憊
（
へ
と
）
る
」
が
生

ま
れ
、
そ
こ
か
ら
「
憊
憊
」（
へ
と
へ
と
）
が

生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
両
者
は
同
様
の
意
味
、
同

様
の
文
脈
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。（
中
略
）

　

太
宰
治
の
「
く
た
く
た
」
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

■
朝
の
私
は
一
ば
ん
醜
い
。
両
方
の
脚
が
、
く
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宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

「
ギ
フ
テ
ッ
ド
」

社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
、
そ
の
基
盤
を
育
て
る
。

ギ
フ
テ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
子
供
た
ち

　

実
は
各
国
の
人
口
の
二
〜
五
％
程
度
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
二
〇
二
三
年
に
文

部
科
学
省
が
「
特
異
な
才
能
あ
る
児
童
支
援
」

を
打
ち
出
し
た
。
一
般
的
に
Ｉ
Ｑ
１
３
０
以
上

と
い
う
の
が
ギ
フ
テ
ッ
ド
の
基
本
的
な
判
断
基

準
と
な
っ
て
い
る
。

「
知
性
や
創
造
性
、
芸
術
性
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

あ
り
、
特
定
の
学
問
分
野
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
も
優
れ
て
い
る
」。
つ
ま
り
様
々
な
分
野
に

お
い
て
並
外
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る

子
供
た
ち
の
こ
と
だ
。

　

得
異
な
才
能
を
経
済
活
動
で
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
今
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
新
た
な
文
化
や

生
活
を
創
造
す
る
。
世
界
的
企
業
を
創
業
し
率

い
て
い
る
有
名
な
人
物
の
中
に
は
、
２
Ｅ

型
※
１
で
Ａ
Ｓ
Ｄ
※
２
の
特
徴
を
併
せ
も
っ
て
い

る
人
物
が
い
る
と
い
う
の
も
有
名
な
話
だ
。　

社
会
性
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

　

海
外
と
日
本
で
の
状
況
の
相
違
を
考
え
る
と
、

ま
ず
、
幼
少
期
か
ら
児
童
期
に
か
け
て
の
環
境

が
大
き
く
違
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
海
外
で

は
、
既
に
一
九
九
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

教
育
省
か
ら
ギ
フ
テ
ッ
ド
に
つ
い
て
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
は
ギ
フ
テ
ッ
ド
の

傾
向
と
し
て
社
会
性
が
低
い
と
い
う
点
に
対
し

て
「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
※
３
」
を
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
心
の
発
達
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

（
指
標
）
を
一
つ
一
つ
理
解
し
身
に
付
け
、
社
会

性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
最
終
的
に
「
自
分
が

社
会
を
知
っ
て
、
社
会
で
生
き
て
い
る
」
と
い

う
状
態
ま
で
社
会
性
脳
の
向
上
を
図
る
の
で
あ

る
。
大
ま
か
な
流
れ
と
し
て
、
四
歳・
自
己
抑
制
、

五
歳
・
自
他
の
心
を
感
じ
る
。
六
歳
・
他
者
の

考
え
を
予
測
す
る
行
動
を
す
る
。
中
学
年
へ
向

け
、
内
省
の
芽
生
え
。
一
一
歳
・
自
己
有
用
感

へ
の
挑
戦
。
一
二
歳
・
メ
タ
認
知
へ
と
い
う
よ

う
に
学
び
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
学
校
ご
と
に

Ｓ
Ｅ
Ｌ
担
当
者
が
配
置
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
で
き
る
こ
と
は
何
か

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
が
示
さ
れ
る
の
は
、
我
々
現

場
の
教
師
の
「
指
導
技
術
」
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
て
「
小
児
神
経
医
学
的
知
識
」
を
も
ち
相

互
に
駆
使
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

　

教
室
で
「
困
っ
て
い
る
子
（
不
適
応
）」
を

指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
時
に

ギ
フ
テ
ッ
ド
と
発
達
障
害
と
の
共
通
点
や
違
い

を
知
識
と
し
て
も
ち
、
教
師
の
よ
り
良
い
関
わ

り
方
の
ヒ
ン
ト
を
豊
富
な
臨
床
経
験
か
ら
示
し
、

さ
ら
に
日
本
の
文
化
・
社
会
や
成
育
環
境
を
考

慮
し
て
い
く
大
切
さ
を
指
摘
さ
れ
る
。

　

教
師
の
子
供
へ
の
全
対
応
の
根
底
に
は
「
自

分
自
身
の
有
用
感
」
を
も
た
せ
ら
れ
る
存
在
で

あ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ギ
フ
テ
ッ
ド
を
通
し
、

教
師
の
仕
事
の
基
本
を
学
ん
だ
。
こ
の
四
月
の

幸
せ
な
出
逢
い
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
先
生
は
あ

な
た
の
こ
と
好
き
よ
」
と
い
う
宮
尾
ド
ク
タ
ー

の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
頂
く
。
さ
あ
、
張
り
切
っ

て
全
て
の
子
供
に
温
か
い
環
境
を
用
意
し
よ
う
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
神
奈
川
県
小
学
校
教
諭　

田た

村む
ら

千ち

絵え

医師・研究者の目から見た特別支援教育

※
１  

ギ
フ
テ
ッ
ド
と
発
達
障
害
を
併
発
し
て
い
る
状
態
。

※
２  

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
。

※
３  S

ocial・
Em
otional・

Learning

の
略
。

日
本
語
で
は
「
社
会
性
と
情
動
の
学
び
」。



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気

2024. 451

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供を授業で伸ばす！
～通常学級・特別支援学級の小嶋実践より

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

四
月
。
子
供
た
ち
は
新
し
い
先
生

と
の
出
会
い
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
。

　

出
会
っ
た
瞬
間
か
ら
そ
の
先
生
が

ど
ん
な
先
生
か
？　

そ
の
好
奇
心
で

先
生
の
周
り
に
子
供
た
ち
が
集
ま
っ

て
く
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
陰
で
不
安
な
顔
を

し
て
緊
張
し
て
い
る
子
供
も
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
た
ち
は
、

「
変
化
が
苦
手
」

な
の
だ
。

　

四
月
は
様
々
な
変
化
が
訪
れ
る
。

「
教
室
が
替
わ
る
」

「
学
年
が
一
つ
上
が
る
」

「
ク
ラ
ス
替
え
が
あ
る
」

「
先
生
が
替
わ
る
」

　

そ
の
「
不
安
の
中
で
生
活
を
し
て

い
る
」
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
に
と
っ
て
最
優
先
順
位
は
、

「
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
」

　

そ
の
次
に
、

「
友
達
に
慣
れ
る
こ
と
」

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
超
え
て
か
ら
で
な
い
と
、

「
先
生
に
慣
れ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
は
到
達
し
な
い
。

　

多
く
の
定
型
発
達
の
子
供
が
、
一

週
間
程
度
で
担
任
の
先
生
に
慣
れ
る

の
に
対
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
が
慣
れ

る
の
は
三
〜
四
週
間
程
度
掛
か
る
と

い
う
の
が
私
の
実
感
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
三
週
間
で
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
い
く

つ
か
示
す
。

①
　
笑
顔
で
接
す
る

　

不
安
傾
向
を
打
ち
消
す
の
は
大
人

の
圧
倒
的
な
笑
顔
で
あ
る
。
ま
ず
は

担
任
の
先
生
が
ニ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
で

あ
る
こ
と
が
良
い
印
象
と
安
心
感
を

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

②
　
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
潰
す
対
象
に

し
な
い

　

学
級
経
営
上
ア
ド
バ
ル
ー
ン
対
応

が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
一
人
を
立

た
せ
て
詰
め
る
場
面
」
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
を
こ
の
対
象
に
す
る

こ
と
は
、
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
覚

え
て
お
き
た
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
は
、
こ
の
時
期
に
一

瞬
で
も
「
こ
の
人
は
怖
く
て
駄
目

だ
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
一
年

間
そ
の
ま
ま
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

結
果
、
学
級
崩
壊
を
免
れ
な
か
っ
た

ベ
テ
ラ
ン
の
事
例
を
た
く
さ
ん
知
っ

出
会
い
か
ら
A
S
D
※
の
子
供
が
担
任
に
慣
れ
る
ま
で
の

支
援
プ
ラ
ン

最
大
難
関
は
A
S
D
の
あ
る
子
供
と
の
信
頼
関
係
で
あ
る
。

て
い
る
。

③
　
成
功
体
験
を
絶
対
に
積
み
上
げ

る

　

こ
の
三
週
間
は
あ
る
意
味
で
一
年

間
の
信
頼
関
係
構
築
の
布
石
で
あ
る
。

「
こ
の
先
生
は
僕
を
成
功
さ
せ
て
く

れ
る
」
と
い
う
感
覚
を
三
週
間
で
積

み
上
げ
て
い
き
た
い
。

④
　
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い

る

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
は
理
解
さ
れ
に
く
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
担
任
が
そ
の
子
の
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　

す
ぐ
に
理
解
は
で
き
な
い
が
、
理

解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
そ
の
子

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
最
初
の

一
歩
に
も
二
歩
に
も
な
っ
て
い
く
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit

※
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
。
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二
重
跳
び
が
跳
べ
な
い
、
リ
コ
ー

ダ
ー
が
吹
け
な
い
、
字
を
マ
ス
目
に
収

め
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
子
供
に
対

し
て
、「
練
習
が
足
り
な
い
」、「
怠
け

て
い
る
」、「
だ
ら
し
な
い
」、「
何
度
も

繰
り
返
せ
ば
、
必
ず
で
き
る
よ
う
に

な
る
」
と
言
っ
て
、
何
度
も
練
習
を

強
要
さ
せ
る
教
師
や
保
護
者
が
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
子
供
に
挫
折

感
や
屈
辱
感
を
与
え
、
本
人
の
自
尊

感
情
を
大
き
く
損
う
。

　

最
悪
の
場
合
、
虐
待
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
、

感
覚
や
運
動
レ
ベ
ル
の
障
害
に
と
ど

ま
ら
ず
、
二
次
的
な
精
神
障
害
ま
で

負
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｃ
Ｄ
（
発
達
性
強

調
運
動
障
害
）
は
発
達
障
害
の
一
種

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
本
人
の
特

性
に
合
わ
せ
た
合
理
的
配
慮
を
行
い
、

適
切
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

合
理
的
配
慮
の
一
環
と
し
て
、
便

利
グ
ッ
ズ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
サ

ポ
ー
ト
法
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
ソ
ニ
ッ
ク
の
ス
ー
パ
ー

コ
ン
パ
ス
「
く
る
ん
パ
ス
」
が

良
い
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｄ
の
あ
る
子
供
は
、
コ
ン
パ

ス
で
円
を
描
い
て
い
る
途
中
、
針
や

線
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

つ
ま
み
を
う
ま

く
持
て
な
い
た

め
、
き
れ
い
に

円
を
描
き
に
く

い
。

　

そ
の
点
、
く

る
ん
パ
ス
に
は
持
つ
手
が
自
由
に
動

く
「
く
る
ん
キ
ャ
ッ
プ
」
が
付
い
て

い
る
た
め
、
そ
こ
を
つ
か
ん
で
回
す

だ
け
で
、
き
れ
い
に
円
が
描
け
る
。

次
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を
上
手
に

吹
く
シ
ー
ル
と
し
て
、
演
奏
補

助
シ
ー
ル
「
ふ
え
ピ
タ
」
が
あ
る
。

　

リ
コ
ー
ダ
ー

の
穴
を
指
で
押

さ
え
る
と
き
、

指
に
力
が
入
ら

ず
、
穴
か
ら
ず

れ
た
り
す
る
た

め
、
き
ち
ん
と

押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
上
手
に

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
ふ
え
ピ
タ
」
の
素
材
は
滑
り
止
め

グ
リ
ッ
プ
に
使
わ
れ
て
お
り
、
指
が

穴
か
ら
ず
れ
る
こ
と
が
な
い
。
上
手

に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

演
奏
が
し
や
す
く
な
る
。

最
後
に
字
を
き
れ
い
に
消
せ
る

薄
型
消
し
ゴ
ム
と
し
て
、「
モ

ノ
ス
マ
ー
ト
」
を
紹
介
す
る
。

　

手
先
が
器
用

で
な
く
、
字
を

書
く
こ
と
が
慣

れ
て
い
な
い
子

供
の
場
合
、
細

か
い
箇
所
で
よ

く
間
違
う
。

　

こ
の
消
し
ゴ
ム
は
「
モ
ノ
ス
マ
ー

ト
」
と
い
う
名
前
の
通
り
、
細
長
い

形
を
し
て
い
る
た
め
、
小
さ
い
手
に

持
ち
や
す
い
。
ま
た
、
細
か
い
線
も

消
せ
る
だ
け
で
な
く
、
指
に
力
を
入

れ
な
く
て
も
き
れ
い
に
消
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
便
利
グ
ッ
ズ
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｄ
の
あ

る
子
供
で
も
、
負
担
な
く
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
。

医療・療育現場からの発信！

Ｄ
Ｃ
Ｄ
（
発
達
性
強
調
運
動
障
害
）
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

便
利
グ
ッ
ズ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
。

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 手づくり教材

１　

教
師
の
願
い
と
教
材
作
成

　

休
み
時
間
。
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
Ｙ
君

が
突
然
、
カ
ー
ド
を
投
げ
捨
て
た
。
隣
の
友
達
の

肩
を
い
き
な
り
殴
る
。
そ
し
て
、
教
室
の
ド
ア
を

蹴
っ
て
出
て
い
く
。
理
由
は
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で

自
分
が
負
け
た
か
ら
。
悔
し
い
気
持
ち
を
う
ま

く
表
現
で
き
ず
、
人
や
物
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
そ
の
よ
う
に
し
か
自
分
の
気

持
ち
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
。
Ｙ
君
自
身
も
、

う
ま
く
気
持
ち
を
表
現
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

の
だ
。
周
り
の
友
達
も
、
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら

Ｙ
君
の
様
子
を
う
か
が
う
。

な
ん
と
か
し
て
、
適
切
に
気
持
ち
を
表
現

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

そ
う
願
っ
て
教
材
を
作
成
し
た
。
作
っ
た
教
材

は
、「
感
情
表
出
ボ
ッ
ク
ス
」（
写
真
１
）
で
あ
る
。

２　

教
材
概
要
と
作
り
方

　

材
料
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
色
画
用
紙
。
ま
ず
、

段
ボ
ー
ル
箱
に
画
用
紙
を
貼
り
付
け
る
。
次
に
、

一
か
所
を
丸
く
切
り
落
と
し
、
中
に
感
情
を
表

現
す
る
言
葉
を
書
く
。
こ
れ
で
出
来
上
が
り
で

あ
る
。
感
情
表
現
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
今
回

は
「
い
ら
い
ら
、
さ
み
し
い
、
か
な
し
い
、
く

や
し
い
」
の
四
種
類
と
し
た
（
写
真
２
）。
感

情
が
揺
れ
動
い
た
と
き
に
、
自
分
の
頭
を
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
入
れ
、「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
！
」
な

ど
、
言
葉
で
感
情
を
表
現
す
る
（
写
真
３
）。

　
感
情
を
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
吐
き
出

さ
せ
る
。

　

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
が
理
想

だ
が
、
そ
う
簡
単
に
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、

第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
感
情

を
吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
を
保
証
し
た
い
。

３　

Ｙ
君
の
事
実
と
今
後

　

Ｙ
君
に
い
き
な
り
使
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

教
師
が
見
本
を
見
せ
、
穏
や
か
な
時
に
何
度
か

練
習
し
た
。
Ｙ
君
は
、
箱
の
中
で
声
を
出
す
の

が
面
白
い
の
か
、
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
対
戦
。
横
に
感
情

表
出
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
た
。
状
況
が
劣
勢
の
Ｙ

君
。
負
け
そ
う
に
な
っ
た
そ
の
時
、
ボ
ッ
ク
ス

を
手
に
し
た
。
頭
を
入
れ
「
な
ん
で
だ
よ
！
」

と
自
分
の
感
情
を
表
出
し
た
。
怒
り
を
爆
発
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
で
表
現
し
た
の
で
あ

る
。
い
つ
も
う
ま
く
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、

確
実
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
。
感
情
を
言
葉
で

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
認

め
、
価
値
付
け
し
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
た

い
。教
材
づ
く
り
は
、試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
。

「
感
情
表
出
ボ
ッ
ク
ス
」
で
感
情
を
表
現
す
る

感
情
を
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
で
行
動
を
変
え
て
い
く
。

山
梨
県
甲
府
市
立
国
母
小
学
校
　
武た

け

井い

恒
ひ
さ
し

写真１

写真２

写真３
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崩
壊
学
級
で
も
大
熱
中
！
　「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
と

「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
の
活
用

二
つ
の
教
材
を
使
っ
て
、
木
村
重
夫
氏
実
践
「
正
方
形
は
い
く
つ
」
を
追
試
。

藤ふ
じ

原は
ら

司
つ
か
さ

広
島
県
三
次
市
立
酒
河
小
学
校

　

前
年
度
に
崩
壊
し
て
い
た
四
年
生

単
学
級
。
特
に
授
業
中
に
大
騒
ぎ
を

し
て
い
た
学
級
だ
が
、
し
ー
ん
と
し

た
状
態
に
な
り
、
集
中
し
て
取
り
組

ん
だ
。
学
級
開
き
二
日
目
の
出
来
事

で
あ
る
。
正
方
形
を
習
っ
て
い
る
二

年
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
の
学
年
・

校
種
で
も
大
変
熱
中
す
る
。
発
問
指

示
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

指
示  

先
生
と
同
じ
よ
う
に
書
き
ま

す
。（
点
を
四
つ
書
く
）
※
左
画

像
参
照

発
問  

正
方
形
は
い
く
つ
あ
り
ま
す

か
。
↓
一
つ

指
示  

書
き
ま
す
。（
点
を
九
つ
書
く
）

発
問  

正
方
形
は
い
く
つ
あ
り
ま
す

か
。
↓
六
つ

指
示  
書
き
ま
す
。（
点
を
一
六
書
く
）

発
問  
正
方
形
は
い
く
つ
あ
り
ま
す

か
。

指
示  

で
き
た
ら
、
持
っ
て
き
ま
す
。

　

↓
一
五

「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
と
「
ジ
ャ
ン
ボ

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
が
対
応

し
て
い
る
の
で
、
ど
の
子
も
視
覚
的

に
困
ら
ず
に
済
む
。

　

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
も
休

憩
時
間
も
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
。

クラス全員が熱中するこの教材！

効
果
を
実
感
！
　
体
感
覚
優
位
の
子
に

有
効
な
漢
字
の
学
び
方
「
指
書
き
」

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
で
更
に
個
別
最
適
な

漢
字
指
導
が
可
能
に
な
る
。

大お
お

松ま
つ

幹み
き

生お

京
都
府
城
陽
市
立
富
野
小
学
校

１　
「
学
び
方
」
を
教
え
、
デ
ジ
タ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
で
サ
ポ
ー
ト

　

二
週
間
ほ
ど
は
毎
日
、
指
書
き
、

な
ぞ
り
書
き
、
写
し
書
き
の
「
学
び

方
」
を
、
一
斉
指
導
の
中
で
一
緒
に

教
え
る
。
同
時
に
、
書
き
順
を
覚
え

る
の
が
苦
手
な
子
た
ち
に
「
あ
か
ね

こ
漢
字
ス
キ
ル
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
使
用
す
る
。

「
書
い
て
練
習
」
で
は
、
色
の
付
い

た
部
分
を
指
で
な
ぞ
る
こ
と
が
で
き
、

正
し
い
書
き
順
を
覚
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

知
的
障
害
の
子
も
、

「
は
げ
ま
る
は
嫌
」

と
熱
心
に
花
丸
に
な
る
ま
で
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ど
の
子
に
も
配
慮
さ
れ
た
仕
組
み

の
あ
る
教
材
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
子

も
熱
中
し
て
学
習
す
る
の
を
実
感
し

て
い
る
。

２　

一
〇
〇
点
を
取
れ
る
よ
う
に
な

る
！　

だ
か
ら
熱
中
す
る

「
先
生
！　

俺
初
め
て
一
〇
〇
点
取

れ
た
！
」

　

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
、
そ
う
言
っ

て
苦
手
を
克
服
し
た
子
供
た
ち
を
見

て
き
た
。
苦
手
が
克
服
で
き
る
「
仕

組
み
」
と
「
学
び
方
」
が
、
は
っ
き

り
し
て
い
る
か
ら
だ
。
勉
強
が
苦
手

だ
っ
た
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
事
実
は
、
学
級
の
子
供
た
ち
に

も
伝
播
す
る
。



　定番の教室の遊びは「椅子取りゲーム」「なんでもバスケット」である。しかし、トラブル
が多い。「１回目に座れなくてずっと暇」「わざと鬼になる」というトラブルが生じやすい。
「空白禁止の原則」を基に、ルールを工夫することでトラブルが激減する。さらに、リズム
テンポをよくすることで大盛り上がりになる。
「椅子取りゲーム」では、「座れなかった子も、その後もずっと参加」にする。30人学級なら、
29個の椅子があり、常に１人が座れない状態でゲームを行っていく。これで常に全員が遊び
に参加できる。慣れてきたら、椅子を１つ減らし２人が座れないゲームにする。曲ははやり
の踊れる曲がよい（Adoの「唱」など）。椅子の周りを踊りながら回ると盛り上がる。
「なんでもバスケット」は、リズムテンポを速くする。そのために、教師が掛け声をする。「バー
スケット、バスケット、３、２、１、どうぞー」（〇〇な人）テンポがよくなると、考える暇
がなくなるので、「わざと鬼にならないでよ」といったトラブルが激減する。さらに、「どうぞー」
の後にお題を言うので、「聞こえない！」というトラブルもなくなる。ポイントは、全員が座っ
たらすぐに言うことだ。QRの音声データを参考にしてほしい。

トラブル激減！　盛り上がる「教室の遊び」のコツ
「なんでもバスケット」「椅子取りゲーム」を熱中させるちょっとの工夫。

静岡県三島市立山田小学校　橋
はし

本
もと

諒
りょう

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

55 2024. 4

「
春
」
の
授
業
に
は
Ｍ
さ
ん
と
い

う
女
の
子
が
登
場
す
る
。
お
そ
ら
く

配
慮
の
必
要
な
子
な
の
だ
ろ
う
。

指
名
な
し
音
読
を
し
て
い
る
場
面

で
、
Ｍ
さ
ん
が
脚
を
椅
子
に
乗
せ
て

い
る
。
大
勢
の
参
観
者
が
い
る
授
業

だ
。
向
山
氏
は
ど
う
対
応
す
る
だ
ろ

う
か
。

Ｍ
さ
ん
、
レ
デ
ィ
が
す
る
こ
と

じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
は
い
、

下
ろ
し
な
さ
い
。

　

こ
の
向
山
氏
の
対
応
は
学
び
の
宝

庫
だ
。
ま
ず
声
が
柔
ら
か
い
。
さ
ら

に
言
葉
の
選
び
方
が
優
し
い
。「
下

ろ
し
な
さ
い
」
で
は
な
い
。「
レ

デ
ィ
が
す
る
こ
と
で
は
な
い
」、
つ

ま
り
、「
君
は
レ
デ
ィ
な
ん
だ
よ
」

と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
表
情
だ
。

言
葉
を
言
い
終
え
て
、
数
秒
後
に
向

山
氏
の
表
情
が
映
る
。
上
の
画
像
の

よ
う
な
、
あ
た
た
か
な
笑
顔
を
向
け

て
い
る
。

Ｍ
さ
ん
は
、
ニ
コ
ッ
と
し
て
す
ぐ

に
膝
を
下
ろ
す
。
そ
の
後
の
授
業
に

も
参
加
し
て
い
る
。
貴
重
な
映
像
か

ら
向
山
氏
の
ど
こ
ま
で
も
、
優
し
い

対
応
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

動画

　デジタル連動

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

繰
り
返
し
観
た
い
「
あ
た
た
か
な
対
応
」

映
像
全
集
第
二
巻
「
春
」
の
授
業
映
像
か
ら
向
山
氏
の
対
応
を

学
ぶ
。

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
北
見
市
立
三
輪
小
学
校

すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～
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TOSSランドを印刷して教科書に挟む
TOSSランドの実践を行うための準備。

神奈川県立津久井高等学校 日
にっ

戸
と

勇
ゆう

希
き

１　アナログでTOSSランドを活用するために
　私は教材研究で、先行実践を調べたり、TOSSの先生方の実践を調べたりするときにTOSS
ランドを活用している。しかし、授業のどの場面で実践しようか忘れてしまうことがある。そ
のたびにTOSSランドで検索をするので、手間が掛かってしまう。
　そこで、アナログではあるが、該当の教科書ページにTOSSランドから印刷したものを挟む
ようにする。印刷はこのように設定している。
①　TOSSランドの「印刷ボタン」を押す。
②　印刷設定を「ポートレート」「１枚当たりのページ数２枚」「A4」で設定する。
③　印刷して教科書に挟む。
　このような手順を踏むことで、探す手間を省くことができる。また、TOSSランドの実践を
単元ごとに見通して授業することができるので便利である。

２　デジタルでTOSSランドを活用するために
　１人１台端末の活用により、TOSSランドを紙で印刷するのではなく、デジタルにまとめた
方が便利なときがある。北海道の佐々木基氏が「TOSS高校ミニランド」を作成した。教科・
校務それぞれにおいてまとめたものを活用することで、授業中でもすぐに探し出すことができ
る。

　アナログでもデジタルでもTOSSランドが手元にあることですぐに追試が可能になり、また
良い実践であれば同僚にも勧めることができる。

【今月のコンテンツ】
TOSSランドを印刷して
教科書に挟む、TOSS高
校ミニランドへのリンク

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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こ
の
よ
う
に
法
律
で
語
る
の
は
、

子
供
た
ち
に
響
く
。

　

ま
た
、
常
に
声
掛
け
し
た
い
こ
と

は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

⑴　

休
み
時
間
か
ら
授
業
へ
の
切
り

替
え
の
際
、
先
生
か
ら
３
回
言
わ

れ
た
ら
端
末
取
り
上
げ
。

⑵　

小
さ
な
文
字
を
読
む
と
き
は

ズ
ー
ム
で
大
き
く
す
る
。

　

⑴
は
小
嶋
悠
紀
氏
の
追
試
で
あ
る
。

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
片
付
け
ま
す
。
一
回

目
〜
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
片
付
け
ま
す
。

二
回
目
〜
」「
三
回
目
…
」
と
い
う

順
で
声
掛
け
す
る
だ
け
で
、
子
供
た

ち
は
バ
タ
バ
タ
片
付
け
る
よ
う
に
な

る
。
三
回
目
と
い
う
猶
予
が
あ
る
た

め
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
た
ち

も
無
理
な
く
切
り
替
え
ら
れ
る
。
こ

の
声
掛
け
の
効
果
は
大
き
い
。

　

⑵
は
「
視
力
の
低
下
を
防
ぐ
」
た

め
に
重
要
な
声
掛
け
で
あ
る
。
こ
の

声
掛
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、
見

え
に
く
い
ま
ま
、
目
を
細
め
て
見
る

児
童
が
い
る
。
視
力
低
下
の
要
因
で

あ
る
。
教
師
が
教
え
て
あ
げ
た
い
。

て
お
き
た
い
。

②　

他
人
の
端
末
を
勝
手
に
触
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
、
大
人
の
世
界
で
も
、「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」
で
あ
る
こ
と

や
、「
使
用
窃
盗
」
で
あ
る
こ
と
を
話

し
て
お
き
た
い
。
ま
た
触
る
だ
け
で

は
、
刑
事
罰
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

場
合
も
あ
る
が
、
何
か
の
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
ア
プ
リ
を
立
ち

上
げ
た
り
し
た
場
合
は
、「
不
正
ア
ク

セ
ス
禁
止
法
」
に
よ
り
、「
三
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
万
円
以
下

の
罰
金
」
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
話

し
て
お
く
と
、よ
り
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

③　

他
人
を
撮
る
場
合
、
相
手
の
許
可

な
し
に
写
真
や
動
画
を
撮
ら
な
い
。

　

こ
れ
も
②
と
同
様
、
大
人
の
世
界

で
も
禁
止
行
為
で
あ
る
。
撮
影
し
た

場
合
、「
肖
像
権
の
侵
害
」
に
当
た

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
刑
事
罰

の
対
象
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ

ら
に
そ
れ
を
他
の
人
に
流
し
た
場
合

は
、「
三
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

禁
錮
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰

金
」
に
課
せ
ら
れ
る
の
だ
。

　

一
人
一
台
端
末
を
使
用
す
る
際
の

留
意
点
も
、
四
月
初
め
か
ら
指
導
し

て
お
く
と
よ
い
。
私
は
、
黄
金
の
三

日
間
の
中
で
行
う
。
子
供
が
一
番
教

師
の
言
う
こ
と
を
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
期
間
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
際
指
導
し
て
お
く
べ
き
こ
と

は
、
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

①　

先
生
の
話
の
時
は
、
端
末

を
反
対
に
向
け
る
。

②　

他
人
の
端
末
を
勝
手
に
触

ら
な
い
。

③　

他
人
を
撮
る
場
合
、
相
手

の
許
可
な
し
に
写
真
や
動
画

を
撮
ら
な
い
。

①　

先
生
の
話
の
時
は
、
端
末
を
反

対
に
向
け
る
。

　

こ
の
指
導
を
最
初
に
入
れ
て
お
か

な
い
と
、
先
生
の
話
が
始
ま
っ
て
も
、

端
末
を
触
る
こ
と
を
や
め
ら
れ
な
い

子
供
が
出
て
く
る
。
切
り
替
え
が
う

ま
く
で
き
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま

う
児
童
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
四
月

の
初
め
か
ら
、
こ
の
指
導
は
徹
底
し

黄金の三日間で
行うタブレット
指導
４月、初めから指導して
おくべき３つのことと、
意識したい２つの声掛け。

長崎県南島原市立有家小学校

水
みず

田
た

秀
ひで

明
あき

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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ら
、
そ
の
時
は
、
先
生
に
言
っ
て
ね
」

と
伝
え
、
次
の
三
つ
を
教
え
る
。

⑴　

こ
っ
そ
り
先
生
に
言
う
。

⑵　
「
先
生
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
き

ま
す
」
と
伝
え
る
。

⑶　

そ
っ
と
教
室
の
ド
ア
を
開
け
て

行
く
。

３　

成
功
体
験
で
終
え
る

　

初
日
に
、
子
供
た
ち
の
名
前
を
呼

ん
で
た
く
さ
ん
褒
め
た
い
。
そ
し
て
、

達
成
感
を
も
た
せ
て
帰
ら
せ
た
い
。

そ
の
た
め
に
暗
唱
が
お
す
す
め
だ
。

「
十
二
支
」
が
一
番
い
い
。
な
ぜ
な

ら
、
と
て
も
短
く
て
、
誰
で
も
言
え

る
可
能
性
が
高
い
か
ら
だ
。

⑴　

黒
板
に
書
く
。

⑵　

範
読
↓
一
斉
音
読
（
追
い
読

み
・
様
々
な
交
代
読
み
な
ど
）
で

楽
し
く
何
度
も
読
ま
せ
る
。

⑶　

少
し
ず
つ
板
書
を
消
し
て
い
く
。

⑷　

暗
唱
テ
ス
ト
を
す
る
。

　

あ
と
は
、
〜
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。
〜

さ
ん
、
す
ご
い
。
〜
さ
ん
、
合
格
。
と

名
前
を
呼
び
な
が
ら
、
褒
め
る
だ
け
。

３　

成
功
体
験
で
終
え
る

２　

ト
イ
レ
の
使
い
方

　

学
校
の
ト
イ
レ
を
怖
い
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
る
子
も
い
る
の
で
安
心

さ
せ
た
い
。
一
年
生
は
と
も
か
く
、

二
年
生
で
も
、
ト
イ
レ
に
行
け
ず
、

お
漏
ら
し
を
す
る
子
供
も
い
る
。

①　

ト
イ
レ
は
怖
く
な
い
と
こ
ろ
だ

と
伝
え
る

　

学
校
の
ト
イ
レ
は
、
特
別
な
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
子
に
、
先
生
も

同
じ
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
を
伝
え
る
。

②　

ト
イ
レ
の
場
所
を
伝
え
る

　

子
供
た
ち
を
先
導
し
て
ト
イ
レ
ま

で
連
れ
て
行
く
。

③　

ト
イ
レ
の
使
い
方
を
教
え
る

　

足
の
置
く
場
所
、
ペ
ー
パ
ー
の
取

り
方
、
流
し
方
、
手
の
洗
い
方
を
教

え
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
参
照

（https://x.gd/yT
X
Ji

）

④　

授
業
中
の
ト
イ
レ
の
行
き
方
を

伝
え
る

「
休
み
時
間
中
に
ト
イ
レ
に
行
く
よ

う
に
し
よ
う
ね
。
で
も
、
ど
う
し
て

も
、
お
勉
強
中
に
行
き
た
く
な
っ
た

２　

ト
イ
レ
の
使
い
方

　

四
月
は
全
て
の
始
ま
り
、
初
日
か

ら
子
供
た
ち
の
心
を
つ
か
め
ば
、
一

年
が
安
定
す
る
。

１　

名
前
は
全
て
の
始
ま
り

　

誰
に
と
っ
て
も
一
番
大
切
な
言
葉

で
あ
る
名
前
。
名
前
は
相
手
の
心
の

取
っ
手
を
つ
か
む
た
め
の
最
大
の
手

段
で
あ
る
。
名
前
を
通
し
て
、
子
供

た
ち
に
安
心
感
を
与
え
る
。

①　

先
生
の
名
前
を
覚
え
よ
う

　

次
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
意

し
て
、
提
示
し
な
が
ら
子
供
に
言
わ

せ
る
。

は
ら
だ
先
生
（
苗
字
の
み
）

と
も
や
先
生
（
名
前
の
み
）

１　

名
前
は
全
て
の
始
ま
り

は
ら
だ
と
も
や
先
生
（
全
て
）

　

ど
の
呼
び
方
で
も
良
い
こ
と
を
伝

え
る
。

②　

次
に
子
供
た
ち
の
名
前
を
呼
ぶ

　

事
前
に
子
供
た
ち
の
名
前
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
意
（
念
の
た

め
、裏
に
フ
リ
ガ
ナ
を
振
っ
て
お
く
）

し
て
お
き
、
そ
れ
を
呼
び
な
が
ら
、

「
は
い
。
は
ら
だ
先
生
」
と
返
事
を

さ
せ
る
。

③　

全
員
と
握
手

　

②
の
時
に
し
て
も
良
い
し
、
最
後

に
し
て
も
良
い
。
そ
の
際
、
名
前
を

呼
び
な
が
ら
、
笑
顔
で
、「
先
生
は
、

あ
な
た
の
味
方
だ
」
と
い
う
こ
と
を

伝
え
る
。

子供たちの心を
つかむ極意

初日で「学校は楽しいところ」
というメッセージを送る。

大阪府富田林市立大伴小学校

原
はら

田
だ

朋
とも

哉
や

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える
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３　

こ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
た
実
感

　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
の
強
み
は
、

「
協
働
編
集
」
が
で
き
る
こ
と
だ
。

初
め
て
で
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
づ
ら
い

取
組
だ
が
、
途
中
で
他
の
学
年
の
様

子
を
見
な
が
ら
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
年
間
指
導
計
画
の
作
成
な
ど
、

他
の
校
務
で
も
応
用
し
て
い
き
た
い
。

３　

こ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
た
実
感

に
な
っ
て
い
る
。
取
組
の
一
環
と
し

て
、「
独
自
教
科
」
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。
小
中
で
一
つ
の
教
科
を
作

り
、
地
域
や
実
態
に
根
ざ
し
た
資
質

能
力
を
育
て
る
と
い
う
も
の
だ
。
既

存
の
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

と
組
み
合
わ
せ
て
、
作
っ
て
い
く
。

　

今
年
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
こ

と
に
な
っ
た
。

六
学
年
分
の

「
単
元
計
画
」

「
育
成
す
る
資

質
能
力
」
を

一
つ
の
デ
ー
タ

に
ま
と
め
た
い
。

　

そ
こ
で
、
ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
に
ま
と
め

る
こ
と
に
し
た
。
縦

軸
に
時
間
、
横
軸
に

「
教
科
・
科
目
」「
単

元
名
」「
育
成
す
る
資

質
能
力
①
〜
⑦
」
を

入
れ
た
。

【
本
コ
ー
ナ
ー
の
趣
旨
】

　

現
場
で
す
ぐ
に
使
え
る
ア
プ
リ
を

紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。

情
報
を
も
っ
て
い
る
の
は
「
人
」

　

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ
て
く
る

ア
プ
リ
情
報
は
玉
石
混
交
で
あ
る
。

　

使
っ
て
み
た
い
と
は
思
う
。
だ
が
、

使
っ
て
み
て
、
操
作
方
法
を
理
解
す

る
た
め
の
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、

使
っ
て
み
た
「
人
」
の
情
報
が

欲
し
い
。

　

と
り
わ
け
、「
使
っ
て
み
た
人
の

実
感
」
が
知
り
た
い
。「
使
っ
て
み

た
人
の
実
感
」
の
有
無
が
、
情
報
の

質
を
規
定
す
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
連
載
で
は
、「
使

え
る
実
感
の
あ
る
ア
プ
リ
」
を
毎
月

一
つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

１　

こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
時

　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
は
、
実
に

様
々
な
用
途
が
あ
る
。
し
か
し
、
実

際
に
「
校
務
」
の
中
に
使
わ
れ
て
い

る
例
は
少
な
い
。
今
回
は
、「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
」
で
の
活
用
例
を
紹

介
す
る
。

２　

こ
の
ア
プ
リ
の
使
い
方

　

勤
務
校
は
、
小
中
連
携
の
指
定
校

１　

こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
時

２　

こ
の
ア
プ
リ
の
使
い
方

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

スプレッドシート
でカリキュラム
づくり

年間指導計画やカリキュ
ラムは「協働編集」で効
率化を図る。

神奈川県横浜市立高田小学校

水
みず

本
もと

和
かず

希
き

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

今月のアプリ：スプレッドシート
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ど
お
り
動
け
た
子
を
賞
賛
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。「
太
郎
君
、
花
子
ち
ゃ
ん

早
い
な
〜
。
す
ご
い
瞬
発
力
だ
」。
こ

れ
で
、八
割
く
ら
い
は
、鉛
筆
を
置
く
。

「
鉛
筆
置
け
た
人
？　

さ
す
が
で
す
」。

こ
こ
ま
で
や
っ
た
上
で
、
ま
だ
鉛
筆

を
置
か
な
い
子
は
、
個
別
に
指
名
す

る
。
怒
る
必
要
は
な
い
。

「
二
郎
君
。
鉛
筆
を
置
き
ま
す
よ
」

と
指
示
を
出
す
。
こ
の
よ
う
な
簡
単

な
指
示
を
し
っ
か
り
と
通
し
て
い
く

こ
と
が
、
四
月
当
初
は
本
当
に
大
切

だ
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
行

う
上
で
大
切
な
こ
と
。
そ
れ
が
余
裕

感
で
あ
る
。
こ
れ
は
模
擬
授
業
で
も

一
緒
だ
ろ
う
。
余
裕
が
な
け
れ
ば
、

視
線
が
宙
に
浮
く
。
も
し
く
は
、
落

ち
る
。
四
月
当
初
は
、
活
動
内
容
を

簡
単
な
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
で

き
る
限
り
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
教
師

自
身
が
余
裕
感
を
も
つ
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
指
示
し
た
こ

と
を
、
し
っ
か
り
と
視
線
を
駆
使
し

て
確
認
す
る
。
こ
う
し
て
、
授
業
の

土
台
が
作
ら
れ
て
い
く
の
だ
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
確
認
が
で
き

る
の
か
？　

一
つ
の
解
決
策
が
「
視

線
」
と
「
余
裕
感
」
だ
と
考
え
る
。

　

授
業
技
量
検
定
Ｄ
表
に
「
目
線
」

の
項
目
が
一
〇
点
満
点
で
あ
る
。
こ

の
中
で
最
も
点
数
が
高
い
の
が
、

教
室
全
体
に
目
線
を
配
り
、
一

人
ひ
と
り
に
目
を
合
わ
せ
て

い
る
。

で
あ
る
。
こ
の
前
半
部
分
、「
教
室

全
体
に
目
線
を
配
り
」
が
、
非
常
に

難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
で
き
て

い
る
と
、
指
示
し
た
こ
と
を
、
ど
の

程
度
、
子
供
た
ち
が
で
き
て
い
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
作
業
中
に
、

「
鉛
筆
を
置
き
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
し
た
と
す
る
。
教
室
全

体
に
視
線
を
配
る
。
さ
っ
と
鉛
筆
を

置
く
子
が
い
る
一
方
、
全
く
置
こ
う

と
し
な
い
子
が
半
数
近
く
い
る
。
で

は
、
次
に
ど
う
す
る
の
か
？

　

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
ま
ず
指
示

　

か
つ
て
、
低
学
年
を
担
任
し
た
際

に
、
愕
然
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ク

ラ
ス
の
半
数
が
指
示
し
た
こ
と
を
し

な
い
。
悪
気
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

指
示
を
聞
き
流
し
て
い
る
と
い
う
感

じ
だ
っ
た
。「
教
師
が
指
示
し
た
こ

と
を
し
て
、
得
し
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
指
示
し
た
こ
と
を
し
な
く
て
も
、

損
し
な
か
っ
た
」
こ
の
繰
り
返
し
で
、

指
示
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
が
当

た
り
前
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
だ
。

　

何
が
こ
れ
ま
で
に
欠
け
て
い
た
の

か
？　

そ
れ
は
「
確
認
」
だ
。
確
認

を
し
て
、
指
示
ど
お
り
子
供
が
動
い

て
い
れ
ば
、
認
め
、
褒
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
確
認
し
て
、
指
示
ど
お
り

で
な
け
れ
ば
、
修
正
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
繰
り
返
し
で
、
指

示
が
通
る
と
い
う
状
態
に
な
り
、
授

業
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

で
は
、
確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
え

ば
い
い
の
か
？　

模
擬
授
業
で
行
わ

れ
る
常
套
手
段
は
、「
お
隣
同
士
確

認
」
で
あ
る
。
私
も
よ
く
使
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
は
成
立

す
る
た
め
の
大
前
提
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
ペ
ア
の
ど
ち
ら
か
片
方
が
、
指

示
ど
お
り
動
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
半
数
が
指
示
ど
お
り
に
動
け
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
途
端
に
こ
の
方

法
は
破
綻
す
る
。

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

「確認」を支える
視線と余裕感

子供が教師の指示どおりに動
いている。これが授業の大前
提である。しかし、その大前
提を実現するためには、「確認」
が必要である。その確認を支
えるのが視線と余裕感だと考
える。

大阪府摂津市立鳥飼小学校

本
もと

吉
よし

伸
のぶ

行
ゆき
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回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

始
業
式
の
日
、
ク
ラ
ス
分
け
に
つ
い
て
の

ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た

始
業
式
の
日
の
放
課
後
に
、
保
護

者
か
ら
、「
う
ち
の
子
は
Ａ
さ
ん
に

い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

今
か
ら
ク
ラ
ス
替
え
を
や
り
直
せ
。

そ
う
し
な
い
と
子
供
を
学
校
に
行

か
せ
ら
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
学
校
で
Ａ
さ
ん
と
一

切
接
触
し
な
い
よ
う
に
担
任
が

ず
っ
と
見
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
求
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
保
護
者
の
要
求
に
は
ど
う
対
応

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
分
け
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
担
任
の

先
生
が
関
与
す
る
と
し
て
も
、
校
長
に

対
し
て
意
見
を
伝
え
る
だ
け
で
す
。
究

極
的
に
は
校
長
の
権
限
で
決
め
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
仮
に
暴
力
的
な
い
じ
め
行
為

が
ず
っ
と
継
続
し
て
い
る
人
間
関
係
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
し
て
し
ま

い
、
や
は
り
暴
力
行
為
が
発
生
し
た
場
合

に
つ
い
て
は
、
学
校
と
し
て
も
責
任
を
負

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
い
じ
め
の
内
容
や
経
緯

を
き
ち
ん
と
確
認
し
た
上
で
ク
ラ
ス
分

け
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
言
葉

で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
関
係
の
場
合
で

も
、
校
長
が
担
任
が
対
応
で
き
る
範
囲

だ
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、「
担

任
が
対
応
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
説

明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
実
に
は
、
ど
う
組
み
合
わ
せ
て
も

誰
か
が
一
緒
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
場

面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ど
れ

が
一
番
子
供
が
傷
つ
か
ず
に
済
む
か
と

い
う
判
断
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
究
極
に
は
あ
く
ま
で
も
学
校

の
管
理
権
の
範
囲
内
で
す
の
で
、
確
実

に
も
の
す
ご
く
傷
つ
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
別
室
指

導
も
含
め
て
学
校
長
が
判
断
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
担
任
と
し
て
は
、「
ク

ラ
ス
は
一
年
間
こ
の
ま
ま
固
定
だ
と
思

い
ま
す
」と
言
う
ほ
か
は
な
い
場
面
で
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
欠
席
し
て
い

た
子
供
の
保
護
者
か
ら
休
ん
で
い

た
分
の
授
業
の
補
教
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

児
童
生
徒
の
ク
ラ
ス
分
け
は
、
学
校

長
の
管
理
権
限
の
一
環
で
す
。
担
任
の

先
生
に
は
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

イラスト：谷岡聡美
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１　

見
逃
さ
な
い

　

四
月
、
子
供
は
教
師
を
試
し
て
く
る
。
大
き

く
上
記
の
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
逃

し
た
り
、
曖
昧
に
対
応
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。

　

向
山
氏
は
出
会
い
の
日
、
子
供
た
ち
を
校
庭

に
連
れ
て
行
き
、
話
を
す
る
。

校
庭
の
端
に
つ
れ
て
い
っ
て
し
ゃ
が
ま

せ
た
。
二
人
の
子
供
が
、
近
く
の
丸
太
に

腰
か
け
た
。（
中
略
）「
先
生
の
言
っ
た
通

り
に
し
ゃ
が
み
な
さ
い
。」
と
、
少
し
強

く
指
示
し
た
。

（『
新
版
子
供
を
動
か
す
法
則
』
学
芸
み

ら
い
社
）

指
示
か
ら
は
ず
れ
た
行
動
を
見
逃
さ
ず
に
指

導
し
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
二
つ
。

①　

教
師
の
指
示
に
正
対
さ
せ
る
こ
と
。

②　

毅
然
と
短
く
伝
え
る
こ
と
。

　

で
は
、
⑴
⑵
の
Ｎ
Ｇ
対
応
は
ど
う
直
す
べ
き
か
。

「
も
う
一
度
言
い
ま
す
。
物
を
置
き
な
さ
い
」

「
先
生
は
『
鉛
筆
を
使
い
ま
す
』
と
言
い
ま
し

た
」
と
、
明
確
に
伝
え
る
の
だ
。

２　

反
発
を
未
然
に
防
ぐ

　

年
間
を
貫
く
ル
ー
ル
や
学
習
規
律
の
指
導
場

面
で
は
、
も
う
一
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

③　

予
告
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、
ノ
ー
ト
指
導
。
ミ
ニ
定
規
を
使
う

こ
と
を
指
導
す
る
な
ら
ば
、
趣
意
説
明
を
し
た

上
で
「
ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
い
な
い
人
は
や
り

直
し
て
も
ら
い
ま
す
」
と
予
告
し
て
お
く
。

そ
の
上
で
、
使
っ
て
い
な
い
子
に
「
先
生
は
、

ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
や
り
直
し

て
も
ら
い
ま
す
、
と
言
い
ま
し
た
」
と
毅
然
と

伝
え
、
や
り
直
し
を
さ
せ
る
。

教
師
の
明
確
な
指
示
と
予
告
、
そ
し
て
対
応

が
学
級
の
規
律
を
生
む
。

新
学
期　

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
る
？

⑴　

場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
動

　
　

教
師
「
話
を
し
ま
す
。
手
に
持
っ
て

い
る
物
を
置
き
な
さ
い
」

　
　

子
供
（
文
房
具
を
い
じ
っ
て
い
る
）

　
　

Ｎ
Ｇ
対
応
（
見
逃
す
、
対
応
し
な
い
）

⑵　

質
問

　
　

子
供
「
シ
ャ
ー
ペ
ン
で
も
い
い
で
す

か
？
」

　
　

Ｎ
Ｇ
対
応
「
鉛
筆
の
方
が
い
い
よ
」

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

新
潟
県
長
岡
市
立
越
路
小
学
校

田た

中な
か

修し
ゅ
う

一い
ち

規
律
を
生
む
向
山
型
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
対
応
術

「
毅
然
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
　
向
山
氏
は
言
う
。「
指
示
に
曖
昧
さ
が

な
い
こ
と
、
は
っ
き
り
と
し
た
態
度
で
あ
る
こ
と
」
だ
と
。
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子
供
の
事
実
、
大
人
の
事
実

関
係
し
た
子
供
や
大
人
が
向
上
的
変
容
を
遂
げ
て
い
く
。
そ
の
事
実
と
、
腹
の
底
か
ら
の
達
成

感
が
、
働
く
原
動
力
と
な
る
。

　
二
四
年
間
教
師
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
招
待

状
を
も
ら
っ
て
き
た
が
、
教
え
子
の
成
人
式
に

参
列
し
た
こ
と
は
な
い
。
す
べ
て
、
冬
合
宿
を

主
と
し
た
T
O
S
S
の
仕
事
と
重
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
一
度
だ
け
、
合
宿
先
の
箱
根
か
ら
秩

父
ま
で
車
を
飛
ば
し
、
成
人
式
後
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
三
〇
分
程
度
出
席
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
は
丁
重
に
断
っ
て
き
た
。

　
参
列
で
き
る
な
ら
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

T
O
S
S
の
中
に
も
、
そ
う
し
て
い
る
人
が
多

い
に
違
い
な
い
。

　
私
は
不
器
用
だ
か
ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き

な
い
だ
け
だ
。
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、
自
分

の
都
合
で
そ
れ
を
ぶ
れ
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
生
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
り
、
何
を
大
切
に
す
る
か
も
ま
た
、
人
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
く
こ
と
は
し
な
い

が
、
教
え
子
は
毎
年
来
宅
す
る
。
こ
の
正
月
も

然
り
。
一
人
で
来
る
の
も
い
れ
ば
、
仲
間
と
連

れ
立
っ
て
来
る
連
中
も
お
り
、
奥
さ
ん
と
赤
ん

坊
を
伴
っ
て
来
る
の
も
い
る
。

　
冬
休
み
す
ら
、
丸
々
家
に
い
る
日
は
一
、
二

日
し
か
な
い
。
訪
問
は
そ
こ
に
集
中
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
日
に
は
、
仕
事
を
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
が
鳴
る
と
出
て
行
っ
て
、
短
時
間
歓

談
し
て
見
送
り
、
仕
事
に
戻
り
、
ま
た
出
て
行

き
、
と
い
う
の
を
繰
り
返
す
。

　
久
し
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
教
え
子
と
も
、

話
は
尽
き
な
い
。
こ
れ
ま
た
い
つ
も
の
と
お
り
、

教
育
相
談
会
の
よ
う
な
時
間
に
な
る
。

　
中
に
は
教
師
を
し
て
い
る
の
も
い
て
、「
先

生
の
学
級
通
信
を
読
み
な
が
ら
書
い
て
い
ま

す
」
と
通
信
の
綴
り
を
置
い
て
い
く
。
何
か
が

確
か
に
伝
わ
っ
て
い
る
感
覚
を
味
わ
い
、
さ
さ

や
か
な
幸
福
感
に
包
ま
れ
る
な
ど
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
な
が
ら
、
隙
間
を
見
付
け
て
は

身
近
な
教
師
仲
間
と
議
論
し
た
り
、
相
談
に
応

じ
た
り
す
る
こ
と
も
続
け
て
い
る
。
知
ら
な
い

人
か
ら
の
相
談
に
も
、
毎
日
の
よ
う
に
応
じ
る
。

　
い
つ
か
書
い
た
が
、
私
は
そ
う
い
う
草
の
根

運
動
の
よ
う
な
活
動
が
好
き
な
の
だ
。

　
中
二
男
子
の
日
記
に
こ
う
あ
っ
た
。

■
母
も
日
記
を
書
き
始
め
た
ら
し
い
。
こ
っ
そ

り
見
て
み
た
け
ど
、
僕
の
試
合
の
こ
と
と
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
こ
と
し
か
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
試

合
の
内
容
も
、
不
調
の
こ
と
ば
か
り
書
か
れ
て

い
た
。
も
っ
と
良
い
内
容
を
書
い
て
も
ら
え
る

よ
う
、
も
っ
と
も
っ
と
結
果
を
残
し
て
い
く
。

母
に
負
け
な
い
よ
う
な
日
記
を
ひ
た
す
ら
書
き

続
け
て
い
き
た
い
。
■

　
子
供
の
成
長
が
親
の
言
動
を
も
変
え
て
い
く

一
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
こ
そ
、
私
の
原

動
力
で
あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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「
き
れ
い
に
な
っ
た
」
と
い
う
成
果

が
実
感
で
き
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
「
精
神
」
が
安

定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
向
山
氏
が
言
う
「
精
神
」

が
安
定
す
る
と
い
う
の
は
、

気
持
ち
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る

こ
と

で
あ
る
。

脳
の
中
に
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
分
泌
さ

れ
て
い
る
と
き
の
よ
う
な
状
態
と

言
っ
て
も
い
い
。

①　

趣
意
（
目
標
）
を
示
す

②　

行
動
を
示
す

　
（
考
え
が
安
定
す
る
）

③　

実
行
す
る

④　

目
標
が
達
成
さ
れ
る

　
（
精
神
が
安
定
す
る
）

こ
う
し
た
こ
と
が
「
毎
日
続
く
」

こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。（
続
く
）

「
教
室
を
き
れ
い
に
す
る
」

と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、

そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
行

動
を
示
す

の
で
あ
る
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
行
動

で
は
ダ
メ
だ
。
明
確
に
示
す
。

「
ゴ
ミ
を
一
〇
個
拾
う
」

と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

こ
の
行
動
は
「
選
択
肢
」
と
し
て

示
さ
れ
て
も
よ
い
。

や
が
て
、

「
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て

ご
ら
ん
」

の
よ
う
に
子
供
た
ち
に
任
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
更
に
良
い
。

教
室
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う

「
近
い
目
標
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ミ
を
一
〇
個
拾
う
と
い
う
具
体
的

な
行
動
も
例
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

行
動
の
意
味
も
分
か
る
。

「
考
え
」
が
安
定
し
た
状
態
で
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
行
動
す
れ
ば

指
示
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と

が
、
な
ぜ
大
切
な
の
か

向
山
氏
の
文
。

自
分
の
行
為
の
意
味
を
理
解
し
て

い
て
こ
そ
、「
考
え
」
も
「
精
神
」

も
安
定
で
き
る
。

こ
こ
で
向
山
氏
が
い
う
「
考
え
」

と
い
う
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

自
分
の
次
の
行
動
の
意
味

例
と
し
て
、
向
山
氏
は
次
の
指
示

を
挙
げ
て
い
る
。

教
室
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

ゴ
ミ
を
一
〇
個
ひ
ろ
い
な
さ
い
。

と
り
わ
け
、
自
閉
症
の
子
供
た
ち

は
、

「
自
分
た
ち
が
今
、
ど
こ
に
向
か
っ

て
い
る
の
か
」

が
分
か
ら
な
い
と
混
乱
す
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は

近
い
目
標
を
示
す

こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ぼ
ん
や

り
と
し
た
目
標
で
は
ダ
メ
だ
。
明
確

に
示
す
。

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（２）

自分の行為の意味を理解して
いるとき、子供たちの「考え」
も「精神」も安定する。それが
繰り返される教室では、子供た
ちは毎日のように達成感を味
わい、脳が活性化する。結果と
して発達障害の子供たちも落
ち着きをみせるようになる。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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◆
多
感
な
中
学
高
校
生
時
代
か
ら
、
人
生
の
師

と
仰
い
だ
方
が
昨
年
、
十
一
月
に
逝
去
さ
れ
た
。

そ
の
恩
師
の
著
作
で
読
ん
だ
「
私
の
最
後
の
事

業
が
教
育
」
と
の
言
葉
の
お
か
げ
で
、
私
は
教

師
道
の
師
・
向
山
氏
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
時
、
伊
丹
市
小
学
校
事
務
職
に
勤
務
し
、

そ
こ
で
教
育
実
習
と
教
採
試
験
勉
強
が
重
な
っ

た
。
そ
の
間
、
学
校
に
一
か
月
泊
ま
り
込
む
。

勤
務
を
終
え
、
夕
方
か
ら
翌
朝
を
迎
え
る
ま
で

理
科
室
で
必
死
に
勉
強
に
励
ん
だ
。
食
事
の
時

間
も
惜
し
み
、
給
食
の
残
り
物
で
腹
を
満
た
す
。

　

勤
務
校
の
先
生
方
か
ら
今
後
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
斎
藤
喜
博
と
「
水

道
方
式
」
の
名
を
初
め
て
知
っ
た
。

◆
昭
和
五
二
年
四
月
よ
り
教
員
生
活
が
始
ま
る
。

沼
津
の
書
店
で
片
端
か
ら
斎
藤
喜
博
の
本
を
見

付
け
て
は
購
入
し
た
。
そ
の
中
の
一
冊
に
『
斎

藤
喜
博
を
追
っ
て
』（
現
・『
向
山
の
教
師
修
業

十
年
』
学
芸
み
ら
い
社
）
が
混
じ
っ
て
い
た
。

そ
の
時
は
一
読
し
、
感
激
す
る
だ
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

三
年
後
、
東
京
都
港
区
の
小
学
校
に
転
任
す

る
。
再
度
、
前
掲
書
を
読
み
返
し
、
ど
う
し
て

も
こ
の
先
生
に
教
え
を
乞
い
た
い
と
熱
烈
な
願

望
が
湧
き
、
直
接
向
山
氏
に
電
話
を
掛
け
て
し

ま
う
。

　

そ
し
て
昭
和
五
五
年
五
月
、
向
山
氏
の
京
浜

教
育
サ
ー
ク
ル
の
門
を
た
た
く
。
以
来
四
十
三

星
霜
、
向
山
氏
の
人
格
と
実
践
に
憧
れ
、
師
と

仰
ぎ
、
様
々
な
仕
事
を
学
び
続
け
て
き
た
。

◆
例
え
ば
次
の
教
材
開
発
・
編
集
に
携
わ
る
。

１
福
武
書
店
の
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
指
導
計
画

２
光
村
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
教
材
開
発

３
授
業
フ
ァ
イ
ル
作
成
「
春
」「
う
と
て
と
こ
」

４
セ
シ
ー
ル
幼
児
・
小
学
生
用
教
材
開
発

５
旺
文
社
T
O
S
S
式
知
能
ト
レ
教
材
開
発

６
サ
ン
マ
ー
ク
す
じ
み
ち
ド
リ
ル
教
材
開
発

７
啓
林
館
「
ザ
・
作
文
」
教
材
開
発

８
光
村
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
教
材
開
発

９
正
進
社
「
算
数
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」
開
発

10
光
村
「
暗
唱
暗
写
ス
キ
ル
」
開
発

11
正
進
社
「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」
開
発

12
雪
小
写
真
の
読
み
取
り
モ
デ
ル
基
礎
研
究

13
『
学
年
別
教
え
方
基
礎
基
本
小
事
典
』
編
集

14
『
学
年
別
学
力
が
つ
く
勉
強
の
仕
方
』
編
集

15
『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
』

１
〜
73
巻
編
集

16
『
日
本
教
育
技
術
方
法
体
系
』
全
15
巻

17
『
百
マ
ス
計
算
徹
底
検
証
』
編
集

18
『
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
』
誌
の

編
集
…
50
種
目
、
５
０
０
０
人
の
ラ
ン
キ
ン

グ
作
成
。

　

こ
れ
ら
の
開
発
に
関
す
る
文
献
・
内
容
調
査

が
蓄
積
さ
れ
、
教
材
研
究
力
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　

向
山
洋
一
氏
に
憧
れ
、
一
途
に
師
弟
の
道
を
貫
く

向
山
氏
と
共
に
歩
ん
だ
教
材
開
発
へ
の
取
組
が
、
私
の
教
師
道
を
導
い
て
く
れ
た
。

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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本
書
は
辞
典
で
あ
る
。

　

間
も
な
く
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
手
塚
治
虫

の
生
涯
と
主
要
作
品
、関
連
人
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
、
豊
富
な
原
画
と
四
七
〇
項
目
に
分
け
て

解
説
し
た
辞
典
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ニ
ク
ル
（
年
代
記
）
で
も
あ
る
。
研
究
・

批
判
書
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。
む
ろ
ん
辞
典
だ

か
ら
索
引
と
し
て
も
使
え
る
。

　

最
大
の
特
長
は
、
作
品
の
魅
力
と
そ
の
再
発
見

に
焦
点
化
し
、
若
い
世
代
へ
の
継
承
を
意
図
し
た

構
成
に
あ
る
。

　

作
品
の
魅
力
と
は
「
手
塚
治
虫
の
特
異
点
」
で

あ
る
。

　

手
塚
は
戦
後
に
な
り
、
マ
ン
ガ
の
表
現
を
大
き

く
変
え
た
。
具
体
的
に
は
「
映
画
的
手
法
」
と
い
っ

た
画
法
の
工
夫
で
あ
る
。
こ
の
工
夫
が
な
け
れ
ば

新
宝
島
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
、
鉄
腕
ア
ト
ム
、
火

の
鳥
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
長
編
マ
ン
ガ

は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

　

手
塚
の
作
風
は
海
外
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
を
好
み
、
ゲ
ー
テ
な
ど
の
文
学
作
品

を
よ
く
読
ん
だ
。
ま
た
幼
少
期
か
ら
映
画
を
好
み
、

力
動
感
あ
ふ
れ
る
コ
マ
構
成
を
得
意
と
し
た
。
そ

う
し
た
技
法
の
駆
使
に
よ
り
、
戦
後
の
マ
ン
ガ
は
、

心
理
描
写
や
迫
力
あ
る
展
開
が
可
能
と
な
り
、
ス

ト
リ
ー
マ
ン
ガ
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立

さ
れ
て
い
く
。

　

再
発
見
と
は
「
手
塚
治
虫
の
現
代
性
」
を
問
う

こ
と
で
あ
る
。

　

著
者
は
六
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
テ
ー
マ
を
掘
り

下
げ
て
い
く
。
教
師
と
し
て
こ
の
本
を
読
む
と
き

参
考
に
な
る
の
は
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

〈
戦
後
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化
に
果
た
し
た
役

割
〉

　

手
塚
の
功
績
の
ひ
と
つ
は
、
娯
楽
で
あ
る
マ
ン

ガ
を
、
娯
楽
で
あ
る
こ
と
を
維
持
し
つ
つ
、
文
学

に
匹
敵
す
る
表
現
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
で
高
め
た
点
に

あ
る
。
こ
の
点
、
授
業
を
芸
の
域
ま
で
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
た
向
山
氏
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

手
塚
は
マ
ン
ガ
の
世
界
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

位
置
を
確
保
し
つ
つ
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
新
し
い
地
平
を
開
拓
し
続
け
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
長
期
に
わ
た
り
活
動
す
る

こ
と
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
と
り
わ
け

「
こ
ど
も
マ
ン
ガ
」
と
い
う
流
行
の
激
し
い
世
界
で

は
な
お
の
こ
と
。
自
分
が
描
き
た
い
こ
と
を
描
け

る
世
界
で
は
な
い
。
社
会
の
要
請
、
読
者
・
編
集

者
か
ら
の
要
求
と
の
闘
い
が
あ
る
。

　

創
作
活
動
の
歩
み
は
絶
え
ざ
る
自
己
変
革
の
連

続
だ
っ
た
。

　

マ
ン
ガ
の
神
様
に
も
危
機
が
あ
っ
た
。

　

異
質
の
画
風
「
劇
画
」
の
登
場
、
P
T
A
に
よ

る
悪
書
追
放
運
動
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
倒
産
の

三
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
び
に
手
塚
は
作
品
の
完
成

度
と
時
代
性
に
こ
だ
わ
り
、
超
人
的
な
努
力
を
課

し
て
切
り
抜
け
た
。

　

手
塚
に
と
っ
て
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」（
変
容
）

は
生
涯
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
法
則
化
運
動
の
黎
明

期
に
、
向
山
氏
も
よ
く
用
い
た
。

　

ま
た
「
作
品
の
魅
力
と
そ
の
再
発
見
」
は
、「
教

育　

新
宝
島
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
。

若
い
世
代
に
伝
え
た
い
作
品
の
魅
力
と

再
発
見
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

膨
大
な
資
料
群
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
か
。
整
理
さ
れ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
な

切
り
口
で
研
究
し
て
い
く
の
か
。「
教
育　

新
宝
島
」
と
の
共
通
点
を
探
っ
て
み
た
。

『手塚治虫語辞典』
（竹内オサム著　誠文堂新光社）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 初
日
か
ら
賢
く
な
っ
た
と
子
供
自
身
が

実
感
で
き
る
活
動
を
仕
組
め

子
供
た
ち
の
頑
張
る
方
向
性
を
示
し
て
あ
げ
る
。

「
あ
な
た
た
ち
は
、
一
日
目
で
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
帰
る
わ
け
で
す
。
お
う
ち

に
帰
っ
て
、『
な
ん
と
一
日
目
か
ら
社
会
の
勉
強

を
し
た
よ
。
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
、
飛
鳥
ま
で

覚
え
た
。
で
も
ね
、
僕
は
明
日
ま
で
に
自
主
的
に

四
つ
、
さ
ら
に
四
つ
覚
え
て
い
こ
う
か
な
と
思
っ

て
い
る
ん
だ
よ
』
な
ん
て
言
え
た
ら
す
ご
い
よ
ね
」

な
ど
、
言
い
ま
す
。
そ
れ
が
初
日
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
賢
く
な
っ
た
」
と
い
う
経
験

を
二
日
目
、
三
日
目
で
も
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
し
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
新
出
漢
字
が
二
日
目
に
し
て
、
大
体

四
文
字
か
ら
五
文
字
習
得
で
き
ま
す
。
こ
れ
も
、

賢
く
な
っ
た
と
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
向
山

型
算
数
で
授
業
を
す
る
と
、
練
習
問
題
を
全
て

解
け
ま
す
。

「
こ
の
問
題
を
ち
ゃ
ん
と
全
て
ノ
ー
ト
に
解
い

て
あ
り
ま
す
ね
。
賢
く
な
り
ま
し
た
ね
」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
実
感
を
伴
っ
て
、

子
供
た
ち
自
身
が
「
自
分
が
で
き
た
、
賢
く

な
っ
た
な
」
と
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
私
は
非

常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
徒
手
空
拳
で
、
最
初
の

三
日
間
、
学
級
開
き
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
子

供
た
ち
自
身
も
ど
こ
へ
向
か
っ
て
頑
張
れ
ば
い
い

か
と
い
う
方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
過
ぎ
て

い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
ち
を
賢
く
し
て
家
に
帰
ら
せ
ま
す
。

　
六
年
生
担
任
の
時
の
指
導
一
日
目
は
、
所
信

表
明
等
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
、

「
今
日
は
、
少
し
で
も
賢
く
な
っ
て
家
に
帰
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
六
年
生
の
社
会
で
は
、
六
月
か
ら

歴
史
を
習
い
ま
す
。
で
も
、
今
の
う
ち
に
少
し
そ

の
触
り
を
し
ま
す
。
今
は
何
時
代
で
す
か
。
令

和
時
代
。
そ
の
前
は
、
平
成
。
そ
の
前
は
昭
和

で
す
。
日
本
の
時
代
の
一
番
最
初
は
縄
文
と
言
い

ま
す
。
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
、
飛
鳥
、
奈
良
、

平
安
、
鎌
倉
、
室
町
、
安
土
桃
山
、
江
戸
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
一
五
の
時
代
が
あ

り
ま
す
。
今
日
は
四
つ
だ
け
覚
え
て
帰
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
、
飛
鳥
で
す
」

と
言
っ
て
子
供
た
ち
に
覚
え
さ
せ
ま
す
。
初
日
か

ら
、
所
信
表
明
の
後
に
、
い
き
な
り
追
い
読
み
を

し
ま
す
。
次
に
一
語
交
代
読
み
を
し
ま
す
。
そ
し

て
一
人
読
み
。
さ
ら
に
暗
唱
テ
ス
ト
を
始
め
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
私
は
学
級
開
き
を
し
ま
す
。

四
月
に
学
級
開
き
を
行
う
上
で
外
せ
な

い
重
要
ポ
イ
ン
ト
や
、
学
級
開
き
で
指

導
を
行
う
際
に
石
坂
先
生
が
、
特
に
重

要
視
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

石い
し

坂ざ
か

陽あ
き
ら

石
川
県
金
沢
市
立

千
坂
小
学
校

　「
賢
く
な
っ
た
」
を
実
感
さ
せ
る
こ
と

　「
賢
く
な
っ
た
」
と
一
日
ど
こ
ろ
か
、
一

時
間
、
数
十
分
で
も
早
く
実
感
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
私
は
こ
れ
を
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
初
日
に
、「
学
校
は
賢
く
な
る
。
仲
良
く
な

る
と
こ
ろ
だ
」
と
伝
え
ま
す
（
伴
一
孝
氏
の
追

試
）。
宣
言
ど
お
り
、
私
は
一
日
目
か
ら
子
供

A

動画
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入
学
式
の
風
景

　

だ
い
ぶ
前
に
、
教
育
の
国
際
化
の
た
め
に

秋
季
入
学
を
進
め
る
論
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
休
業
期
間
の
救
済
措
置
か
ら
の
導

入
論
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
胡
散
霧
消
し
た
。

　

桜
の
季
節
の
入
学
式
は
、
近
代
の
学
制
発

布
以
来
、
日
本
の
伝
統
的
風
景
と
し
て
多
く

の
人
の
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

帝
京
大
学
教
員
時
代
は
、
日
本
武
道
館
で

の
マ
ン
モ
ス
入
学
式
。
皇
居
の
満
開
桜
を
抜

け
て
、
武
道
館
に
向
か
う
。
晴
れ
姿
の
親
子

が
、
ス
マ
ホ
で
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
。
武
道
館

内
で
、
大
学
職
員
が
、
学
生
、
保
護
者
、
教

職
員
の
席
を
誘
導
す
る
。
全
国
か
ら
上
京
し

た
一
万
数
千
人
の
参
加
者
を
時
間
内
に
着
席

さ
せ
る
「
仕
切
り
」
は
見
事
で
あ
る
。

　

大
学
教
員
と
し
て
十
数
回
、
入
学
式
に
参

加
し
て
き
た
が
、
感
慨
と
い
う
も
の
は
な
い
。

き
っ
と
、
参
加
し
て
い
る
学
生
の
大
部
分
も

同
様
で
あ
ろ
う
。
淡
々
と
始
ま
る
大
学
の
始

　

私
は
、
そ
の
菓
子
は
「
道
明
寺
」
と
言
い

桜
餅
と
は
別
の
も
の
だ
と
主
張
す
る
。
神
奈

川
や
千
葉
が
同
調
す
る
。
大
阪
も
北
海
道
も
、

自
説
を
主
張
す
る
が
、「
全
国
そ
れ
ぞ
れ
だ

な
と
」
笑
い
話
に
な
っ
て
、
大
人
の
会
話
は

そ
れ
で
し
ま
い
と
な
る
。
酒
宴
が
盛
り
上
が

る
。

　

私
は
、
最
近
に
な
っ
て
、
東
京
で
は
「
道

明
寺
」
と
呼
ぶ
菓
子
こ
そ
が
、「
桜
餅
」
の

本
命
で
あ
る
と
知
っ
た
。
東
京
の
「
桜
餅
」

が
主
流
で
あ
る
と
の
説
は
勝
手
な
思
い
込
み

で
あ
っ
た
。
と
か
く
、
自
前
の
食
べ
物
こ
そ

が
「
普
通
」
で
あ
る
と
錯
覚
し
が
ち
だ
と
自

戒
し
た
。

二
　
入
学
式
の
季
節

　

桜
の
季
節
に
な
っ
た
。
新
し
い
年
度
の
始

ま
り
。
各
地
で
入
学
式
が
行
わ
れ
る
。
私
は

五
〇
年
間
、
入
学
式
に
出
席
し
て
き
た
。

一
　
桜
餅
と
道
明
寺

　

江
戸
時
代
、
大
川
（
隅
田
川
）
の
東
岸
の

土
手
は
軟
弱
だ
っ
た
。
智
恵
者
が
地
面
を
固

め
よ
う
と
土
手
に
桜
を
植
え
た
。
人
々
が
土

手
の
道
を
行
き
交
う
よ
う
に
な
り
、
大
川
端

は
桜
の
名
所
に
な
っ
た
。

　

土
手
添
い
の
長
命
寺
の
桜
餅
は
名
物
と

な
っ
て
今
に
伝
わ
る
。
東
京
の
桜
餅
は
、
餡

を
桃
色
の
薄
皮
で
挟
み
、
桜
の
葉
で
包
ん
だ

も
の
。
昨
春
、
奈
良
の
山
辺
の
道
を
歩
い
て

い
た
ら
、
付
近
の
桜
葉
は
桜
餅
用
に
出
荷
す

る
と
聞
い
た
。

　

各
地
の
校
長
が
集
う
会
。
桜
餅
の
話
題
に

な
っ
た
。
私
は
東
京
の
桜
餅
を
説
明
す
る
。

神
奈
川
や
千
葉
の
校
長
も
同
調
す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
大
阪
の
校
長
が
異
を
唱
え
る
。

桜
餅
は
、
つ
ぶ
つ
ぶ
の
薄
皮
で
餡
全
体
を
覆

う
も
の
。
北
海
道
の
校
長
も
同
意
す
る
。

の

新
時
代

72

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
入
学
間
も
な
い
一
年

生
の
私
を
見
て
、
そ
の
よ
う
な
会
話
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

あ
れ
か
ら
、
六
十
数
年
が
過
ぎ
た
が
、
そ

の
シ
ー
ン
が
胸
の
奥
に
残
る
。
大
人
の
何
気

な
い
会
話
が
、
入
学
間
も
な
い
幼
子
の
出
鼻

を
く
じ
い
た
。
そ
の
教
師
た
ち
に
恨
み
は
な

い
が
、
複
雑
な
感
情
は
あ
る
。

　

私
の
小
学
校
時
代
の
前
半
は
、
給
食
の
好

き
嫌
い
も
あ
っ
て
鬱
屈
と
し
て
い
た
。
も
し

か
す
る
と
、
入
学
直
前
の
父
親
の
逝
去
も
原

因
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
年
生
時

代
ま
で
は
成
績
も
そ
こ
そ
こ
だ
っ
た
。

　

五
年
生
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
リ
セ
ッ
ト

で
き
た
。
通
知
票
に
も
、「
明
朗
快
活
で
、

義
侠
心
が
あ
る
」
と
書
か
れ
た
。
成
績
も
向

上
し
た
。
入
学
前
後
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
脱

却
に
四
年
間
掛
か
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
今
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
入
学
式
に

集
う
。
願
わ
く
ば
、
六
か
年
な
り
三
か
年
な

り
を
無
事
に
卒
業
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。
親

の
辛
抱
と
子
供
自
身
の
克
己
心
に
教
師
の
努

力
が
あ
い
ま
っ
て
、
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
。

り
程
度
に
な
っ
た
。

　

両
親
そ
ろ
っ
て
の
出
席
が
主
流
と
な
っ
て
、

父
親
だ
け
、
母
親
だ
け
の
親
子
が
目
立
つ
よ

う
に
も
な
っ
た
。
今
は
片
親
の
家
庭
も
増
え

て
い
る
と
は
い
え
、
き
っ
と
、
当
該
の
親
子

が
一
番
そ
れ
を
感
じ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か

し
、
現
実
は
残
酷
だ
。
ぽ
つ
り
と
片
親
の
親

子
は
人
々
の
目
に
映
る
。

三
　
入
学
の
原
体
験

　

幼
少
期
、
あ
れ
は
、
初
め
て
の
全
校
朝
会

か
対
面
式
の
場
面
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
小
学

校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
校
庭
。
在
校
生
の

待
機
す
る
中
、
私
た
ち
一
年
生
が
入
場
す
る
。

保
育
所
も
幼
稚
園
も
経
験
の
な
い
私
に
、
初

め
て
見
る
大
集
団
が
目
の
前
に
あ
る
。

　

前
に
並
ぶ
女
の
先
生
の
会
話
が
、
か
す
か

に
聞
こ
え
て
く
る
。

「
ほ
ら
ほ
ら
、
あ
の
子
が
こ
の
間
お
父
さ
ん

の
亡
く
な
っ
た
向
山
君
」

「
三
年
生
に
な
っ
た
向
山
さ
ん
の
弟
さ
ん
」

「
か
わ
い
そ
う
に
ね
え
」

　

父
親
は
入
学
式
直
前
の
三
月
十
日
に
逝
去
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
、
一
か
月
弱
で
の
入
学
式
。

き
っ
と
小
学
校
の
教
師
た
ち
も
同
情
し
て
く

業
は
、
知
の
拠
点
の
場
所
と
し
て
、
そ
れ
が

ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

泰
明
幼
稚
園
の
入
学
式
は
、
入
園
児
八
名
、

年
長
児
一
〇
名
と
保
護
者
、
教
職
員
、
他
に

一
〇
名
ほ
ど
の
来
賓
で
こ
じ
ん
ま
り
。
場
所

も
幼
稚
園
の
遊
戯
室
。

　

園
長
と
し
て
の
式
辞
。
わ
ず
か
四
歳
の
子

供
相
手
の
話
は
、「
短
く
具
体
的
に
」
が
肝

要
。
し
か
し
、
来
賓
や
保
護
者
に
向
け
て
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

集
中
力
の
持
続
す
る
限
界
す
れ
す
れ
ま
で
の

勝
負
。
司
会
の
幼
稚
園
主
任
の
分
か
り
や
す

い
進
行
に
随
分
助
け
ら
れ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
小
学
校

の
入
学
式
は
、
絵
羽
織
を
羽
織
っ
た
母
親
と

子
供
の
二
人
連
れ
。
父
親
の
姿
は
見
か
け
な

か
っ
た
。
昭
和
の
時
代
、
男
に
は
子
供
の
入

学
式
の
た
め
に
勤
め
先
を
休
む
こ
と
な
ど
許

さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
の
時
代
に
な
っ
て
父
親
の

参
加
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
校
長
時

代
の
入
学
式
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
両
親

そ
ろ
っ
て
の
参
加
に
な
っ
た
。
集
合
写
真
も

各
家
庭
三
名
参
加
で
撮
影
で
き
る
座
席
に
し

つ
ら
え
た
。
着
物
姿
の
母
親
は
ぽ
つ
り
ぽ
つ
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員
に
任
さ
れ
て
い
る
。　

　

ま
た
、
最
近
は
、
学
生
の
授
業
評
価
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
各
学
期
が
終
わ
っ
た
時
に
、

学
生
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
そ

れ
が
数
値
化
さ
れ
て
公
表
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

学
生
か
ら
の
具
体
的
な
記
述
に
よ
る
意
見
も

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
次
学
期
以
降

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
参
考
に
さ
れ
、
ま

た
、
教
員
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
学
生
た
ち
の
評
価
は
的
確
で
あ

な
ど
れ
な
い
。

　

私
の
各
講
義
に
は
教
科
書
は
な
く
、
毎
回

の
授
業
で
は
私
が
用
意
し
た
資
料
を
教
材
と

し
て
配
付
、
ま
た
は
映
写
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
教
科
書
が
な
い
場
合
は
、
講
義
の
内
容
、

構
成
、
教
材
は
全
て
白
紙
か
ら
の
手
作
り
で

大
変
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
由
度
が

大
学
で
教
え
る
楽
し
さ
と
い
え
る
。

　

私
が
大
学
教
授
に
就
任
し
た
の
は
二
〇
二

〇
年
四
月
。ち
ょ
う
ど
、コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ

た
時
で
あ
る
。

　

授
業
も
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り
、
最
初

は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
Z
o
o
m
の
ラ
イ

三
　
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
授
業

　

本
学
は
、
春
学
期
、
秋
学
期
の
二
セ
メ
ス

タ
ー
制
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
期

で
講
義
は
完
結
し
、
成
績
が
付
け
ら
れ
る
。

私
の
四
つ
の
講
義
は
、
全
て
週
一
回
授
業
を

行
い
一
五
週
で
完
結
、
二
単
位
と
な
っ
て
い

る
。
週
二
回
の
授
業
で
四
単
位
と
い
う
科
目

が
多
い
が
、
私
は
週
一
回
ペ
ー
ス
の
方
が
や

り
や
す
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

大
学
は
、
小
中
高
校
の
よ
う
な
学
習
指
導

要
領
が
な
い
の
で
、
教
え
る
内
容
は
基
本
的

に
自
分
の
自
由
で
あ
る
。
た
だ
、
学
部
の
教

務
委
員
会
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
に
つ
い

て
の
審
議
を
経
る
必
要
は
あ
る
が
、
総
合
科

目
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
担
当
教

二
　
教
科
書
の
な
い
自
由
な
授
業

　

私
の
大
学
は
、
外
国
語
大
学
な
の
で
、
学

生
は
、
必
修
科
目
と
し
て
語
学
関
係
の
授
業

科
目
を
多
く
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に
総
合
科
目
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
一
般
教
養
的
な
科
目
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
自
由
に
選
択
し
て
履

修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
、
そ
の
総
合

科
目
の
担
当
で
、
こ
れ
ま
で
も
ご
紹
介
し
て

い
る
が
、
四
つ
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。

「
学
校
」
と
人
間
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
論
、

世
界
の
中
の
日
本
、「
公
共
」
探
求
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
時
代
に
自
分
が
携
わ
り
、
知
見

と
興
味
が
あ
る
分
野
の
こ
と
を
、
こ
の
よ
う

に
四
つ
に
分
け
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
私
の
講
義

私
の
授
業
ス
タ
イ
ル

学
生
と
創
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
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が
多
い
と
レ
ポ
ー
ト
採
点
な
ど
の
負
担
が
非

常
に
大
き
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
は

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
、
学
校
の
た
め
の

学
び
で
は
な
く
、
人
生
の
た
め
の
学
び
に
転

換
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
。

　

手
取
り
足
取
り
丁
寧
に
教
え
こ
む
の
が
大

学
教
育
の
本
質
で
は
な
い
。
授
業
は
学
生
の

思
考
の
き
っ
か
け
、
刺
激
に
な
れ
ば
い
い
。

あ
と
は
、
そ
れ
を
学
生
が
ど
う
自
分
の
も
の

に
し
発
展
さ
せ
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

大
教
室
で
も
、
学
生
が
内
容
に
興
味
を
も
て

ば
、
集
中
し
た
い
い
雰
囲
気
の
授
業
に
な
る
。

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

毎
回
の
教
室
で
の
授
業
が
、
私
の
学
生
た
ち

と
と
も
に
創
る
最
高
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
の
講
義

は
典
型
的
な
マ
ス
プ
ロ
授
業
で
あ
る
。
履
修

者
が
非
常
に
多
い
。

　

総
合
科
目
と
い
う
全
学
部
全
学
年
の
学
生

が
選
択
科
目
と
し
て
履
修
で
き
、
週
一
回
の

授
業
な
の
で
、
学
生
も
履
修
計
画
に
入
れ
や

す
い
の
だ
ろ
う
。
一
番
多
い
ク
ラ
ス
は
約
三

五
〇
名
で
、
他
の
ク
ラ
ス
も
す
べ
て
一
〇
〇

名
を
超
え
る
。
履
修
制
限
を
設
け
る
こ
と
も

可
能
だ
が
、
希
望
す
る
学
生
は
で
き
る
だ
け

受
け
入
れ
た
い
の
で
、
教
室
の
キ
ャ
パ
が
許

す
限
り
履
修
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

私
は
、
ピ
ン
マ
イ
ク
を
付
け
て
階
段
教
室

の
中
を
歩
き
回
り
な
が
ら
説
明
を
行
う
。
そ

の
中
で
突
然
指
名
し
て
答
え
さ
せ
る
。
ま
た
、

毎
回
の
授
業
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
四
、
五
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
全
体
の
前
で
発

表
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
学
生
か
ら
は
、「
他

の
授
業
に
比
べ
て
カ
オ
ス
状
態
で
あ
る
が
、

明
る
い
雰
囲
気
で
活
発
な
授
業
だ
」
と
い
う

感
想
が
多
い
。

　

私
も
、
ゼ
ミ
の
よ
う
な
少
人
数
で
学
生
と

濃
密
に
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
し

た
い
と
い
う
希
望
も
あ
る
。
ま
た
、
履
修
生

ブ
配
信
で
な
ん
と
か
授
業
を
開
始
し
た
。
通

常
の
講
演
の
よ
う
に
ス
ラ
イ
ド
を
示
し
な
が

ら
説
明
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
分
け
し

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
、
支
障

な
く
実
施
で
き
た
と
思
う
。
現
在
で
は
全
て

の
授
業
が
対
面
に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
、

対
面
の
方
が
、
反
応
が
分
か
り
や
す
く
、
学

生
と
の
対
話
も
活
発
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
経
験
を
一
過

性
の
も
の
で
終
え
る
の
は
惜
し
い
。
学
生
に

と
っ
て
は
通
学
時
間
の
節
約
に
な
る
し
、
教

室
規
模
に
関
係
な
く
、
よ
り
多
く
の
学
生
に

授
業
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
大

学
を
よ
り
開
放
し
て
、
学
び
た
い
人
が
距
離

や
時
間
の
制
約
な
く
大
学
教
育
に
触
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
学
が
真
の
生
涯
学
習
機

関
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
大

学
は
、
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
併

用
を
も
っ
と
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

最
近
の
大
学
は
、
学
修
成
果
の
可
視
化
や

単
位
の
実
質
化
な
ど
が
課
題
と
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
大
教
室
で
の
マ
ス
プ
ロ
授
業
に
批
判

四
　
マ
ス
プ
ロ
授
業

イラスト：水川　勝利
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向
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論
文

模
擬
授
業
に
よ
る
授
業
上
達
の
道
筋

こ
れ
ま
で
「
自
称
名
人
」
が
通
用
し
て
い
た
教
育
界
に
、
初
め
て
明
確
な
「
教
師
の
技
量
」

の
目
安
を
示
し
た
。

原は
ら

田だ

朋と
も

哉や

大
阪
府
富
田
林
市
立
大
伴
小
学
校

　

授
業
上
達
の
と
び
っ
き
り
の
方
法
が
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
で
広
ま
っ
て
い
る
。

サ
ー
ク
ル
内
で
の
模
擬
授
業
で
あ
る
。
本

人
の
希
望
に
よ
る
立
候
補
制
で
あ
る
。

サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
は
、
毎
回
全
員
が
希

望
す
る
所
が
あ
る
。

　

最
初
の
一
回
は
、
足
が
ふ
る
え
頭
が

ま
っ
白
に
な
り
、
コ
テ
ン
パ
ン
に
や
ら
れ

る
が
、
自
分
が
変
化
し
て
い
く
の
が
自
分

で
分
る
。
今
ま
で
の
自
分
の
授
業
の
欠
点

が
分
り
、
努
力
の
方
向
が
定
ま
る
。
教
師

の
変
化
は
す
ぐ
に
授
業
に
伝
わ
り
、
教
室

の
様
子
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
模
擬
授
業
希
望
者
は
病
み
つ

き
に
な
る
。
成
長
を
自
覚
で
き
る
か
ら
だ
。

模
擬
授
業
を
す
る
教
師
は
毎
日
毎
日
向
上

し
て
い
く
。
た
め
ら
う
教
師
は
と
り
残
さ

れ
る
。

　

一
年
た
て
ば
そ
の
差
は
、
絶
望
的
な
開

き
と
な
る
。
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

模
擬
授
業
は
、
七
分
間
の
計
画
を
準
備

し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
に
や
る
よ
う
に
実

施
す
る
。

　

大
切
な
の
は
、
授
業
の
批
評
だ
。

　

み
ん
な
で
批
評
す
る
の
は
、
あ
ま
り
良

く
な
い
。

　

ド
ン
グ
リ
は
、
い
く
ら
集
め
て
も
ド
ン

グ
リ
だ
。

　

技
量
高
い
人
が
、
ワ
ン
マ
ン
で
と
り
し

き
る
の
が
一
番
い
い
。

　

向
山
の
弟
子
筋
な
ら
文
句
な
い
だ
ろ
う
。

　

法
則
化
サ
ー
ク
ル
を
十
年
以
上
続
け
て

い
て
、
向
山
の
論
文
審
査
等
を
三
回
以
上

う
け
た
経
験
の
あ
る
人
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

模
擬
授
業
は
、
大
体
の
場
合
は
三
十
秒

　

向
山
洋
一
氏
が
教
育
界
に
数
多
く
提
言
・
提

唱
し
た
中
で
も
、
今
も
進
化
を
し
続
け
る
際
た

る
も
の
が
模
擬
授
業
文
化
だ
。

　

模
擬
授
業
文
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
「
自
称

名
人
」
が
通
用
し
て
い
た
教
育
界
に
、
初
め
て

明
確
な
「
教
師
の
技
量
」
の
目
安
を
示
さ
れ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

模
擬
授
業
文
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
レ

ポ
ー
ト
・
指
導
案
の
検
討
と
い
う
紙
面
上
の
検

討
か
ら
、
ラ
イ
ブ
の
検
討
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
。

　

そ
れ
は
、
ど
れ
だ
け
す
ば
ら
し
い
レ
ポ
ー
ト

や
子
供
の
感
想
な
ど
が
並
ん
で
い
て
も
、
本
当

に
ど
の
よ
う
な
授
業
が
さ
れ
、
本
当
に
効
果
が

あ
っ
た
の
か
が
伝
わ
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。そ
の
空
白
を
埋
め
た
の
が
模
擬
授
業
文
化
だ
。

　

優
れ
た
実
践
家
の
指
導
記
録
と
し
て
残
さ
れ

た
指
導
案
（
書
面
）
や
テ
ー
プ
な
ど
の
音
声
を

合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
が
さ
れ
た
か
を

予
想
し
て
、
皆
、
追
試
を
し
て
い
た
と
聞
く
。

　

そ
れ
が
、
模
擬
授
業
文
化
が
広
が
る
こ
と
に

よ
り
、
教
師
の
立
ち
位
置
、
目
線
、
声
の
強
さ
、

声
の
高
低
、
発
問
の
言
い
方
や
間
、
リ
ズ
ム
や

テ
ン
ポ
な
ど
が
模
擬
授
業
に
よ
り
、
よ
り
立
体

的
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

自
分
よ
り
も
技
量
が
高
い
人
に
評
定
、
コ
メ

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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ン
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
授
業
技
量
が
飛
躍

的
に
向
上
す
る
修
業
こ
そ
が
模
擬
授
業
文
化
だ
。

　

そ
の
模
擬
授
業
文
化
を
さ
ら
に
明
確
化
し
た

の
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
だ
。

教
師
の
技
量
を
測
る
信
頼
の
ラ
イ
セ
ン
ス
シ
ス

テ
ム

　

教
師
が
子
ど
も
役
の
教
師
相
手
に
模
擬
授
業

を
し
、
そ
れ
を
腕
の
あ
る
教
師
が
審
査
。

39
級
か
ら
十
段
ま
で
に
49
段
階
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
明
確
な
審
査
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
技
量
を
上
げ
る
の
は
、
一
つ
一
つ
の

授
業
の
蓄
積
で
あ
る
た
め
、
経
験
を
積
め
ば
誰

で
も
技
量
は
上
が
り
ま
す
。（
中
略
）

　

志
高
く
日
々
の
鍛
錬
を
惜
し
ま
な
い
教
師
た

ち
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
こ
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授

業
技
量
検
定
」
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
評
価
項
Ｈ
Ｐ
よ

り
引
用　

https://x.gd/LJY
7n

）

　

こ
れ
に
よ
り
、
優
れ
た
授
業
に
は
ど
の
よ
う

な
授
業
行
為
が
必
要
で
あ
り
、
ど
う
い
っ
た
修

業
が
必
要
な
の
か
の
視
点
の
一
端
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、個
人
で
も
、サ
ー
ク
ル
で
も
、

再
現
性
が
高
い
状
態
で
、
効
果
的
な
授
業
を
追

究
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

で
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る
。
わ
ず
か
三
十
秒

の
中
に
、
山
ほ
ど
の
問
題
点
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
最
初
の
指
示
、
わ
ず
か
五
秒

で
ス
ト
ッ
プ
も
め
ず
ら
し
く
な
い
。
駄
目

な
レ
ベ
ル
は
最
初
か
ら
駄
目
だ
。

　

指
示
以
前
も
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
声
の

大
き
さ
、こ
と
ば
の
明
瞭
さ
。
目
線
、立
っ

て
い
る
姿
。
顔
の
表
情
。
服
装
。
こ
れ
ら

の
こ
と
も
、
教
師
な
ら
当
然
で
き
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

カ
ッ
コ
イ
イ
、
明
る
い
、
ハ
キ
ハ
キ
し

て
い
る
、
優
し
い
、
清
潔
だ
！　

身
体
全

体
か
ら
こ
う
し
た
雰
囲
気
が
出
な
く
て
は

駄
目
だ
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
授
業
す
る
な
ど
、
三
流

の
証
拠
だ
。
子
ど
も
は
、
担
任
を
自
慢
し

た
い
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
の
心
さ
え
分
ら
な
い
の

だ
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
で
の
模
擬
授
業

な
ら
、
教
師
の
技
量
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ

う
に
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。

　

世
界
一
流
の
楽
団
を
小
澤
が
指
揮
を
す

る
と
、
ど
う
な
る
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
劇
的
に
変
化
す
る
。

　

弱
い
高
校
野
球
チ
ー
ム
を
、
甲
子
園
優

勝
の
監
督
が
指
導
す
る
と
ど
う
な
る
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
劇
的
に
変
化
す
る
。

　

実
力
を
見
抜
き
、
欠
点
も
長
所
も
と
ら

え
、
長
所
を
伸
ば
し
、
欠
点
を
直
し
て
い

く
指
導
者
が
い
れ
ば
、
技
量
は
激
変
す
る
。

　

授
業
だ
っ
て
、
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　

学
校
の
授
業
研
究
で
は
、
技
量
が
ほ
と

ん
ど
向
上
し
な
い
の
は
、
指
導
で
き
る
人

が
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
授
業
が
駄
目
な

管
理
職
は
、「
礼
を
さ
せ
ろ
」
ー
な
ど
見

当
違
い
の
こ
と
を
強
要
す
る
。
そ
し
て
、

駄
目
な
管
理
職
ほ
ど
「
授
業
の
本
筋
」
か

ら
離
れ
た
こ
と
を
言
う
。

　

指
導
者
が
中
心
に
い
て
、
一
人
と
り
し

き
っ
て
指
導
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
授
業

は
伸
び
な
い
。

　

俳
句
の
会
も
そ
う
だ
。
踊
り
の
会
で
も

そ
う
だ
。

　

将
棋
だ
っ
て
同
じ
だ
。

　

技
量
の
高
い
人
に
教
わ
れ
ば
、
伸
び
る
。

（『
教
育
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、
二
〇

〇
三
年
四
月
号
六
〇
ペ
ー
ジ
「
向
山
実
践

の
原
理
・
原
則
」
か
ら
）
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新
教
材
「
な
ら
べ
る
ん
」
を
向

山
先
生
が
見
守
る
中
、
お
孫
さ
ん

た
ち
に
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
た
。

　

こ
の
春
か
ら
小
学
校
入
学
の
歓

ち
ゃ
ん
と
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
食
事
に
行
っ
た

り
し
て
い
る
。

　

今
回
、
新
教
材
で
遊
ぶ
と
い
う

よ
り
、
説
明
書
の
よ
う
な
指
導
を

ど
の
よ
う
に
展
開
で
き
る
か
の
確

認
を
目
的
と
し
て
い
た
。
主
導
権

を
私
の
手
中
に
収
め
る
べ
く
、
先

手
を
打
っ
た
。

「
も
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
小
学
校
の
先

生
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
先
生
の
先
生
で
偉
い
ん
だ

よ
」

　

話
し
な
が
ら
、
肩
書
き
で
主
導

権
を
握
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
が

可
笑
し
い
。

「
歓
ち
ゃ
ん
、
四
月
か
ら
小
学
生

だ
か
ら
、
学
校
に
入
っ
て
の
練
習

し
よ
う
ね
」

　

向
山
先
生
の
授
業
開
始
の
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
に
「
前
置
き
な

し
！
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
長
い
前
置
き
か
ら
始

ま
っ
た
。

仲
間
分
け
遊
び

「
な
ら
べ
る
ん
」
は
名
作
編
の

カ
ー
ド
が
五
話
と
生
活
編
の
カ
ー

ド
が
五
種
類
入
っ
て
い
る
。

　

四
枚
ず
つ
輪
ゴ
ム
で
止
め
た

カ
ー
ド
を
一
〇
種
見
せ
、
た
く
さ

ん
お
話
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

名
作
編
カ
ー
ド
の
五
話
を
並
べ
、

タ
イ
ト
ル
を
確
認
す
る
。「
あ
か

ず
き
ん
」「
ラ
イ
オ
ン
と
ね
ず

み
」「
シ
ン
デ
レ
ラ
」「
つ
る
の
お

ん
が
え
し
」「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音

楽
隊
」
と
一
通
り
タ
イ
ト
ル
を
伝

え
る
と
、
歓
ち
ゃ
ん
が
「
つ
る
の

お
ん
が
え
し
」
を
指
さ
し
、
そ
れ

以
外
は
知
っ
て
い
る
と
言
う
。

　

タ
イ
ト
ル
を
順
に
ハ
キ
ハ
キ
と

答
え
て
い
っ
た
。

「
つ
る
の
お
ん
が
え
し
」
の
と
こ

ろ
で
一
瞬
、
間
が
空
い
た
。
私
が

「
つ
る
の
…
…
」
と
ヒ
ン
ト
を
出

す
と
、
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
た

二
歳
半
の
あ
お
ち
ゃ
ん
が
、
横
か

ら
「
お
ん
が
え
し
」
と
答
え
た
。

向
山
先
生
も
恵
理
子
さ
ん
も
、
私

も
び
っ
く
り
し
た
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
の
勉
強
の
様
子
を

じ
っ
と
見
つ
め
、
確
実
に
学
習
し

て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
う
い
え
ば
、
五
色
百
人
一
首

や
漢
字
な
ど
で
、
弟
や
妹
が
上
の

子
の
学
習
を
見
て
、
い
つ
の
間
に

か
下
の
子
の
方
が
早
く
身
に
付
け

て
い
く
話
を
よ
く
聞
く
。

　

す
か
さ
ず
歓
ち
ゃ
ん
が
「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
と
次
の
お

話
の
タ
イ
ト
ル
を
答
え
た
。

　

向
山
先
生
や
小
嶋
先
生
か
ら
ご

指
導
頂
い
た
と
お
り
、
二
つ
の
お

話
を
選
び
八
枚
の
カ
ー
ド
で
仲
間

分
け
を
始
め
た
。
カ
ー
ド
を
見
せ

な
が
ら
、
お
話
の
流
れ
を
簡
単
に

説
明
し
た
。

　

目
を
つ
ぶ
ら
せ
、
バ
ラ
バ
ラ
に

置
か
れ
た
八
枚
の
カ
ー
ド
を
見
せ
、

二
つ
の
お
話
に
分
け
る
こ
と
を
伝

え
た
。

　

歓
ち
ゃ
ん
は
、
八
枚
の
カ
ー
ド

か
ら
「
赤
ず
き
ん
」
の
カ
ー
ド
を

話
の
順
に
取
っ
て
い
っ
た
。
仲
間

分
け
を
す
る
だ
け
の
つ
も
り
だ
っ

た
が
、
順
に
並
べ
る
学
習
も
同
時

に
や
っ
て
い
た
。

「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
で

安
心
し
た
。
次
は
、
前
置
き
な
し

で
始
め
る
つ
も
り
だ
。

ISBN
978-5-88290-0986C8737

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

妹は兄ちゃんのお勉強を
見て学ぶ
歓ちゃんと「ならべるん」でお勉強。

税込2500円
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

令
和
六
年
一
月
六
・
七
日
、
府

中
に
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
恒

例
の
冬
合
宿
が
開
か
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
か

ら
初
め
て
の
本
格
的
な
合
宿
だ
っ

た
。

　

全
国
か
ら
四
〇
〇
名
を
超
え
る

参
加
者
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
は

二
二
〇
名
を
超
え
た
。
大
ホ
ー
ル

を
埋
め
た
現
地
参
加
者
は
約
一
八

〇
名
。

　

全
国
各
地
か
ら
会
場
に
届
い
た

差
し
入
れ
。
大
量
の
お
酒
や
お
茶
、

水
、
菓
子
、
つ
ま
み
類
を
見
た
施

設
の
方
は
「
先
生
方
っ
て
た
く
さ

ん
お
酒
を
召
し
上
が
る
の
で
す
ね

～
（
笑
）」
と
驚
い
て
い
た
。

　

昔
の
よ
う
に
大
人
数
で
の
パ
ー

テ
ィ
の
後
は
、
二
部
屋
に
分
か
れ

て
歌
や
一
発
芸
の
宴
会
。

　

そ
し
て
、
宿
泊
部
屋
が
ご
当
地

ブ
レ
ス
ト
会
場
と
な
り
、
夜
を
徹

し
て
語
り
合
い
、
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

【
池
上
線
】

　

つ
い
に
逃
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

い
く
ら
向
山
行
雄
先
生
の
リ
ク

エ
ス
ト
で
も
人
前
で
歌
う
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
。

　

ず
っ
と
長
い
間
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
が
当
た
ら
な
い
と
歌
え
な
い
と

か
、
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
が
回
っ
て
い
な

い
と
ム
リ
と
言
っ
て
逃
げ
て
き
た
。

　

つ
い
に
本
気
を
出
し
た
谷
先
生

が
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
買
う
よ
う
に

加
藤
雅
成
先
生
に
言
っ
た
。

　

私
は
、（
ふ
ふ
ふ
、
ミ
ラ
ー
ボ
ー

ル
な
ん
て
、
ス
ナ
ッ
ク
か
カ
ラ
オ
ケ

の
あ
る
温
泉
宿
で
し
ょ
、
売
っ
て
い

る
わ
け
な
い
も
ん
）
と
思
っ
て
い
た

ら
、
な
ん
と
売
っ
て
い
た
。
恐
る
べ

しA
m

azon

、
い
や
、
売
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
谷
先
生
だ
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
た
私
は
、
拝
み

倒
し
て
中
濱
麻
美
先
生
を
巻
き
込

ん
だ
。

「
ま
、
い
に
し
え
の
昭
和
歌
謡
、

若
い
先
生
は
知
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
ら
、
音
痴
で
も
気
付
か
れ
な
い
」

と
、
半
ば
開
き
直
り
つ
つ
も
、
中

濱
先
生
と
カ
ラ
オ
ケ
で
練
習
、

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

冬合宿が戻ってきた
私の世界も広がった。

Y
ouT

ube

を
聞
き
な
が
ら
自
主
練
。

　

そ
し
て
、
松
㟢
力
先
生
の
す
ば

ら
し
い
ギ
タ
ー
演
奏
に
助
け
ら
れ
、

恥
を
か
き
な
が
ら
歌
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

写
真
は
「
チ
ョ
イ
ワ
ル
松
㟢
先

生
」。

　

指
の
指
紋
が
消
え
て
痺
れ
る
ほ

ど
ギ
タ
ー
を
弾
か
れ
た
そ
う
だ
。

「
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
世
界
が

広
が
る
」
今
年
の
私
の
運
勢
。

　

あ
る
意
味
、確
か
に
広
が
っ
た
…
。

【
仕
事
納
め
】

向山先生のご挨拶に胸が詰まる。合宿のパーティで谷先生と美女軍
団（自称）。

午後から掃除、そしてちゃんこ鍋で打
ち上げ。向山先生と美女たち（自称）。
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小
こ

林
ばやし

　智
とも

子
こ

東京都公立小学校

　

前
任
校
も
、
現
任
校
も
、
通
勤

時
間
は
一
時
間
前
後
で
あ
る
。
電

車
や
バ
ス
の
接
続
具
合
に
よ
っ
て

は
、
少
し
長
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

往
復
で
二
時
間
以
上
か
か
る
た
め
、

通
勤
時
間
は
有
意
義
に
過
ご
し
た

い
。
通
勤
時
間
の
過
ご
し
方
と
、

必
携
物
を
紹
介
す
る
。

【
電
車
で
の
過
ご
し
方
】

　

満
員
電
車
で
も
隙
間
が
あ
れ
ば
、

K
indle

で
読
書
が
で
き
る
。
紙
の

本
も
読
み
た
い
が
、
人
の
顔
に
当

た
る
と
危
な
い
た
め
、K

indle

に

切
り
替
え
た
。
そ
の
隙
間
が
な
い

く
ら
い
混
雑
し
て
い
る
と
き
に
は
、

podcast

で
英
語
を
聴
い
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
関
係
の
番
組
を
聴
く
と
、
情

報
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
英

語
の
勉
強
に
も
な
る
。
ま
た
、

Y
ouT

ube

に
動
画
が
上
が
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
聞
き
取

れ
な
い
時
に
は
字
幕
も
出
せ
る
。

ホ
ー
ム
や
電
車
で
座
れ
た
ら
、
Ｐ

Ｃ
やiPad

で
作
業
を
す
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
区
間
で
は
英
語
、
こ

の
区
間
で
は
読
書
、
と
決
め
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

【
バ
ス
で
の
過
ご
し
方
】

　

バ
ス
は
大
抵
座
れ
る
の
で
、
ス

マ
ホ
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ-
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ダ
イ

ア
リ
ー
を
書
い
た
り
、
英
語
の
問

題
を
解
い
た
り
し
て
い
る
。
最
近

で
は
、iPad

で
『
谷
和
樹
の
教
育

新
宝
島
』
を
読
み
、
書
き
込
み
を

し
て
い
る
。

【
必
需
品
そ
の
一
】
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク

　

電
車
で
作
業
を
す
る
の
で
、
両

手
が
使
え
る
よ
う
に
、
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
で
通
勤
。
あ
る
程
度
し
っ

か
り
し
た
も
の
で
、
な
る
べ
く
シ

ン
プ
ル
か
つ
女
性
ら
し
い
も
の
に

し
て
い
る
。
通
勤
途
中
見
か
け
る
、

素
敵
な
女
性
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
も

参
考
に
す
る
。
大
容
量
を
買
う
と
、

そ
れ
だ
け
重
く
な
る
。
本
は

K
indle

に
し
て
、
な
る
べ
く
持
ち

歩
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
軽
く
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
男
性
の
美
容
師
さ
ん
に
「
小

林
さ
ん
、
修
行
で
も
し
て
い
る
の

で
す
か
」
と
リ
ュ
ッ
ク
を
預
け
る

た
び
に
言
わ
れ
る
。

【
必
需
品
そ
の
二
】
Ｐ
Ｃ
とiP

ad

　

授
業
準
備
等
が
で
き
る
よ
う
、

い
つ
もM

acbook

とiPad

を
持
ち

歩
い
て
い
る
。
時
間
が
で
き
た
時

に
は
、
い
つ
で
も
作
業
が
で
き
る
。

iPad

は
最
近
新
し
い
も
の
を
買
っ

た
。
ア
プ
リ
に
セ
ミ
ナ
ー
や
新
宝

島
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
書
き
込
ん
で

い
る
。
何
冊
も
の
ノ
ー
ト
を
持
ち

歩
く
必
要
が
な
く
、
画
像
も
す
ぐ

に
貼
れ
、
書
き
込
み
が
で
き
る
。

バ
ス
の
中
で
は
、
酔
わ
な
い
よ
う

に
工
夫
す
る
。

【
必
需
品
そ
の
三
】
デ
ジ
タ
ル
周

辺
機
器

　

充
電
が
減
り
が
ち
な
の
で
、
モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
各
種
コ
ー

ド
、
充
電
器
は
必
需
品
。
そ
の
他
、

イ
ヤ
ホ
ン
二
種
を
持
ち
歩
い
て
い

る
。
会
議
用
に
は
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン

セ
ル
機
能
付
き
の
イ
ヤ
ホ
ン
、
念

の
た
め
コ
ー
ド
付
き
の
イ
ヤ
ホ
ン

も
、
携
帯
し
て
い
る
。

【
お
ま
け
】

　

さ
り
げ
な
い
香
り
の
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
。
満
員
電
車
で
も
気
持
ち

を
落
ち
着
け
て
い
る
。

女性教師の fabulous school life

通勤時間を有効活用！
電車・バスでの過ごし方

東京の公立小学校教師は、通勤時間が 
地方より長くなりがちであると言われる 

（もちろん近い人もいる）。時間を無駄にしないよう、 
満員電車、徒歩、バスなどでの過ごし方を決めている。

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.
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「
も
う
や
め
た
い
」

「
毎
日
涙
が
こ
ぼ
れ
る
」

　

五
月
頃
、
そ
ん
な
つ
ぶ
や
き
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
目
立
っ
て
く

る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
ら
の
声
の
主
は
、
初
任
者
の

先
生
た
ち
だ
。

　

夢
を
抱
き
、
大
学
入
学
。
そ
し
て

教
育
実
習
、
採
用
試
験
と
厳
し
い
試

練
を
乗
り
越
え
、
教
壇
に
立
っ
た
。

　

そ
れ
が
わ
ず
か
一
か
月
ほ
ど
で
、

職
を
辞
す
ほ
ど
に
苦
し
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

一
体
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
初
任
者
研
修
か
、
教

員
養
成
課
程
か
、
そ
れ
以
外
か
。

　

そ
し
て
、
そ
の
し
わ
寄
せ
を
一
番

受
け
る
の
は
、
私
た
ち
が
最
も
大
切

で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

例
え
ば
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
「
知

り
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
、
学
び
の
楽
し
さ
は

倍
増
す
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ
、
学
生
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
学
生
サ
ー
ク
ル
を

創
り
、
育
て
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
の
力
を
試
す
場

が
あ
れ
ば
、
達
成
感
や
充
実
感
を
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
場
の
一
つ
と
し
て
、
私
た
ち

T
O
S
S
で
は
、「
T
O
S
S
全
国

学
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
磨
い
て
き
た
授
業

の
腕
を
、
模
擬
授
業
対
決
と
い
う
形

で
試
す
。

　

悔
し
い
思
い
も
す
る
が
、
全
国
の

仲
間
と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、「
友

情
」
も
芽
生
え
て
い
く
。
こ
こ
で
出

会
っ
た
仲
間
が
自
分
を
支
え
て
く
れ

た
と
い
う
話
を
多
数
、
耳
に
し
て
き

た
。

　

そ
し
て
同
様
に
、「
学
生
時
代
の

学
び
が
今
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

学
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声

も
届
く
。

　

学
生
支
援
が
、
先
生
た
ち
、
子
供

た
ち
の
笑
顔
を
生
ん
で
い
る
。

に
す
る
は
ず
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
原
因
は
複
合
的
で
あ

る
か
ら
、
全
て
を
事
前
に
予
防
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
で

き
る
こ
と
を
最
大
限
に
準
備
し
て
教

壇
に
立
っ
て
ほ
し
い
。

　

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
私
た
ち
は
、

「
学
生
支
援
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

学
生
支
援
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
三
つ
。

①
　
教
員
と
し
て
の
専
門
的
知
識
と

技
術
（
教
育
技
術
）

②
　
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
た
め

の
考
え
方
（
教
育
思
想
）

③
　
こ
れ
ら
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た

め
の
自
己
鍛
錬
方
法
（
教
員
と
し

て
の
学
び
方
）

　

こ
の
三
つ
を
、「
楽
し
く
」
学
ん

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　４月号　■CONTENTS■
【連載】
１． TOSS キッズスクール日記……星野裕二
２． 学校でのビジネスマナー……並木孝樹
３． 子ども観光大使活動報告……山口浩彦
４． NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●特集！　新年度に役立つTOSS教材2024
すべての子供たちに学力の保障をする、年間を通して学級経営
が安定するTOSS教材をご紹介します‼

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

社会貢献活動への取り組み

先
生
と
子
供
の
笑
顔
を
生
む
学
生
支
援

希
望
に
溢
れ
、
教
壇
に
立
つ
。
数
か
月
後
、
職
を
辞
す
。
そ
ん
な
若
者
を
救
う

道
の
一
つ
が
、
学
生
支
援
な
の
で
あ
る
。

堂ど
う

前ま
え

直な
お

人と

愛
知
県
名
古
屋
市
立
浮
野
小
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

誰でもできる！　「黄金の３日間」の１丁目１番地
初日に必ずやること３選。

埼玉県新座市立新堀小学校 見
み

澤
さわ

卓
すぐる

１　

笑
顔

　

子
供
に
好
か
れ
る
教
師
の
共
通
点
と

し
て
向
山
氏
（
２
０
１
５
）
は
、

明
る
く
、
優
し
く
、
公
平
で
あ
っ

て
、
知
性
的
で
あ
る
（
そ
し
て

若
々
し
い
）。

を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
明
る
さ
で
あ

る
。
一
日
中
笑
顔
を
保
つ
こ
と
が
難
し

い
人
は
、
子
供
と
の
出
会
い
と
別
れ
の

瞬
間
だ
け
で
も
笑
顔
で
過
ご
し
た
い
。

新
学
期
早
々
、
子
供
に
教
師
の
機
嫌
を

伺
わ
せ
て
は
い
け
な
い
。

２　

配
付
物

　

初
日
は
配
付
物
・
回
収
物
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
子
供
が
楽
し
め
る
様
々
な
授

業
や
レ
ク
も
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
学

校
や
学
年
で
指
定
さ
れ
て
い
る
資
料
の

配
付
す
ら
で
き
な
い
教
師
に
そ
れ
ら
を

実
行
す
る
力
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。

配
付
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
心
配
な
ら
、
教

師
が
事
前
に
全
て
配
っ
て
お
き
、
確
認

だ
け
で
済
ま
せ
る
く
ら
い
の
配
慮
が
欲

し
い
。
学
級
経
営
は
こ
の
確
認
作
業
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
子
供
を
褒
め
る

だ
け
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３　

学
級
経
営
方
針

「
学
校
で
は
、
か
し
こ
く
・
な
か
よ
く

な
り
ま
し
ょ
う
」
は
活
用
し
や
す
い
。

大
切
な
こ
と
は
、「
ど
ん
な
方
針
を
示

す
か
」
で
は
な
く
、「
ど
れ
だ
け
続
け

る
か
」
だ
と
思
う
。「
そ
の
行
動
は
か

し
こ
く
・
な
か
よ
く
な
り
ま
す
か
？
」

と
問
い
続
け
る
こ
と
が
指
導
に
な
る
。

★
そ
れ
で
も
や
り
き
れ
な
い
★

　

黒
板
に
全
て
書
き
出
す
（
下
図
）。

こ
う
す
る
と
子
供
か
ら
教
え
て
も
ら
え

る
。「
見
澤
先
生
、
⑧
え
が
お
で
さ
よ

う
な
ら
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）」
と
。

★
引
用
参
考
文
献
★

『
授
業
の
腕
を
挙
げ
る
法
則
』
学
芸
み
ら
い
教
育

新
書
①
（
向
山
洋
一
著　

二
〇
一
五
年
）

谷編集長の評定

こうした初歩的な工夫が「春フェス」（旧
教え方セミナー）などで紹介されるといい
なと思う。ただ「かしこく」「なかよく」
は若干抽象的で分かりにくい。相手の言う
がままになることだけが「なかよく」では
ない。自分にも相手にもともに「いいこ
と」が起きるのが「なかよく」である。そ
うした細部を伝えるのは難しいが意識はし
ておきたいところ。

A
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向
山
日
記

一
月
六
日
㈯	

府
中
の
セ
ミ
ナ
ー

研
修
所
で
冬
合
宿
に
出
席
。
コ

ロ
ナ
後
、
久
し
ぶ
り
の
一
八
〇

名
で
の
合
宿
。
オ
ン
ラ
イ
ン
か

ら
も
二
二
〇
名
が
参
加
さ
れ
た
。

一
月
七
日
㈰	
冬
合
宿
二
日
目
。

楽
し
か
っ
た
。

一
月
九
日
㈫	

荏
原
町
の
病
院
で

定
期
健
診
。
言
葉
掛
け
が
い
つ

も
す
ば
ら
し
い
。
も
ろ
ち
ゃ
ん

が
合
宿
の
写
真
を
見
せ
る
と

「
今
年
も
上
々
の
ス
タ
ー
ト
で

す
ね
」
と
。
昼
は
、
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
の
特
集
チ
ェ
ッ
ク
。

一
月
十
一
日
㈭	

夕
方
か
ら
ア

ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、
中
央
事
務

局
会
議
に
出
席
。
全
国
か
ら
五

〇
名
以
上
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
。
懇
親
会
は
、「
木
曽
路
」。

関
西
か
ら
、
溝
端
先
生
も
参
加

さ
れ
た
。

一
月
十
三
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
か
ら
、
大
阪
の
特
別
支
援
教

育
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

一
月
二
十
日
㈯	

「
教
材
活
用
術

＆
授
業
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
欠

席
。

一
月
二
四
日
㈬	

夕
方
か
ら
雨
宮

先
生
、
師
尾
先
生
と
荏
原
町

「
桂
庵
」
で
一
献
。

一
月
二
五
日
㈭	

昼
は
、
東
京
タ

ワ
ー
が
見
え
る
滝
の
流
れ
る
店
。

一
月
二
七
日
㈯	

九
段
会
館
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
模
擬
授
業
全
国
大
会

に
出
席
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
は
、

経
団
連
の
外
郭
団
体
で
あ
る
経

済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
で

二
〇
年
以
上
続
い
て
い
る
。

一
月
二
八
日
㈰	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
北
陸

レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

一
月
三
十
日
㈫	
韓
国
か
ら
、
韓

先
生
は
じ
め
二
〇
名
の
先
生
方

が
来
日
。
研
究
所
三
階
の
向
山

洋
一
資
料
部
屋
を
見
学
。
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
は
研
究
所
教
材
の

紹
介
。
兵
庫
か
ら
許
先
生
も
手

伝
い
に
き
て
く
れ
た
。

一
月
三
一
日
㈬	

昼
食
、
浅
草

「
み
よ
し
」
で
三
人
会
。

谷
日
記

一
月
三
日
㈬	

谷
・
林
セ
ミ
ナ
ー

を
東
京
駅
付
近
。
三
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
、
と
の
声
。
林

先
生
の
講
座
が
い
っ
そ
う
洗
練

さ
れ
て
き
た
。
五
次
会
ま
で
。

一
月
六
日
㈯
〜
七
日
㈰	

府
中
で

冬
合
宿
。
コ
ロ
ナ
後
、
初
の
本

格
合
宿
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

数あ
ま
た多

の
感
動
の
声
。
現
地
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
誠
実
に
汗
を
流
し

た
事
務
局
に
も
感
謝
。

一
月
九
日
㈫	

執
行
部
熊
谷
会
。

一
月
十
日
㈬	

池
上
彰
氏
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
挨
拶
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
収
録
で
。
夜
は

5m
in.

収
録
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
、
自
工
会
打
合
せ
。

一
月
十
一
日
㈭	

旗
の
台
で
中
央

事
務
局
会
議
。
洋
一
・
行
雄
先

生
、
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
と
。

一
月
十
四
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

一
月
十
五
日
㈪	

サ
ー
ク
ル
和
。

一
月
十
六
日
㈫	

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
材
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
賞
」
な
ど
を
選
定
。

向山・谷日記
2024年1月

一
月
十
七
日
㈬	

青
年
事
務
局
会

議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

一
月
二
十
日
㈯	

京
都
へ
日
帰
り

で
Ｕ
Ｗ
セ
ミ
ナ
ー
と
危
機
管
理

セ
ミ
ナ
ー
。
能
登
半
島
地
震
を

受
け
て
半
島
の
授
業
を
提
案
し

た
。
行
雄
先
生
と
薬
研
堀
へ
。

一
月
二
一
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

一
月
二
二
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

一
月
二
三
日
㈫	

長
谷
川
学
級
を

参
観
。
堀
田
龍
也
氏
、
文
科
省

の
課
長
も
参
観
。
徒あ

だ

な
探
究
で

は
な
く
ど
の
子
も
思
考
す
る
授

業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
議
論
で
き

た
。
終
了
後
は
熊
谷
で
寿
司
。

一
月
二
四
日
㈬	

翔
和
学
園
へ
。

一
月
二
七
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
全
国
大
会
。
九
段
会
館
に
て
。

全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
す
ば
ら

し
い
授
業
群
だ
っ
た
。
女
性
授

業
者
の
躍
進
が
目
立
つ
。
私
は

新
聞
読
み
取
り
の
授
業
。

一
月
二
九
日
㈪	

工
藤
勇
一
氏
と

対
談
。
翌
日
は
韓
国
の
教
師
団

が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
授
業
参
観
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

向山洋一の
言葉から学ぶ教育実践１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』５月号
予告　4月15日発行

いい先生になる！
TOSS春の教師力UPフェス特集

谷　和樹　長谷川博之　星野優子
手塚美和　井戸砂織　小嶋悠紀

林　健広　加納由美子

編
集
後
記

▼
黄
金
の
三
日
間
に
関
す
る
論
文
は
、
こ
れ
ま

で
に
数あ

ま
た多

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
論
文
で
は

教
育
効
果
の
高
い
教
育
技
術
や
学
習
活
動
が
山

ほ
ど
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
忠
実
に

行
う
だ
け
で
も
十
分
に
成
功
し
ま
す
。
腕
が
あ

れ
ば
、
目
の
前
の
子
供
た
ち
の
実
態
に
合
う
よ

う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
と
よ
い
で
す
。
そ
の
上

で
、
私
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
内
容
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
ご
批ひ

正せ
い

く
だ
さ
い
。（
長
谷
川
）

▼
「
本
当
に
大
事
な
の
は
四
日
目
以
降
で
あ
る
」

と
い
う
長
谷
川
氏
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し

た
。
黄
金
の
三
日
間
の
準
備
は
重
要
で
す
が
、

四
日
目
以
降
の
指
導
で
、
ど
れ
だ
け
成
長
を
実

感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
一
年
間
の
鍵

を
握
り
ま
す
。
新
ク
ラ
ス
の
実
態
を
把
握
し
、

三
日
間
で
何
を
伝
え
、
四
日
目
以
降
に
ど
う
指

導
し
て
い
く
の
か
。
四
月
号
を
ヒ
ン
ト
に
一
年

間
の
指
導
計
画
を
設
計
し
た
い
で
す
。（
松
島
）

▼
「
黄
金
の
三
日
間
」
に
向
け
た
準
備
は
、
そ

の
後
の
一
年
を
左
右
し
ま
す
。
今
月
号
は
、
そ

ん
な
私
た
ち
の
強
い
味
方
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
は
長
谷
川
氏
の
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い

た
「
手
書
き
の
資
料
」
と
「
四
日
目
以
降
」
の

内
容
に
大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
。
同
僚
の
先

生
と
、
す
ば
ら
し
い
一
年
を
つ
く
り
あ
げ
た
い

と
い
う
意
欲
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
塩
谷
）
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光村図書教科書の新教材全授業プラン、学習用語等
をイメージ図で解説。新年度の国語授業に必携！

佐藤智彦（著）
学習用語とイメージ図で学ぶ
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A5判／並製／172P／2,640円A5判／並製／172P／2,640円

坂本良晶氏推薦！ Xで絶大な支持を誇る著者が、理科
に苦手意識をもつ若手教員に送る実践書。

生井光治（著）
教師・子どもワクワク！
小学５年理科
全単元スライド＆ワークシート
A5判並製／112P／本文オールカラー／2,530円A5判並製／112P／本文オールカラー／2,530円

新教材の難単元のすべての授業プランと板書・ワーク
シートをパッケージ化。新学期に大活躍！

難波博孝（編著）
教科書1/4改訂対応版
国語新教材
全授業のつくり方＆ワークシート
B5判横／並製／108P／2,200円B5判横／並製／108P／2,200円

STOP、教職からの離脱！ 悩める若手教師が自身の立
ち位置を俯瞰し、教師人生に正対する１冊。

岩切洋一岩切洋一（編著）
ビギナー教師の心を傷つける
上司・先輩の「毒語」
これって通常指導？苦しむヤング先生が読む本
A5判／並製／152P／2,310円



4月 新刊のご案内

3月 新刊
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